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学会等における活動(役職等)
口本地震学会代議員(2004午~2山6年)
同上靴ヨi(2006年~2008年)
白然災害科学東北地区部会都会長(2002年~20脇年)
震災予防協会評議員(2007午~)
社会における活動
地震調査研究推進木部政策委員会委U (1996年~)
同 1二調査観測i汁画部会邵会長(1996年~)
同上折しい捻合的かoj上本的施策に関する導門委員会宅査(2007年~)
1則地学密議会儒時委員 a996午~2000年)
科学技術・学術審議会委員(2003年~)
同上測地学分科会地震部会都会長(2002年~)
同上海洋開発分科会深海掘削委U会主査(20俳キ~)
中央1坊災会議山円委員(20船午~2005午)
煉子力安全委員会W門委員他0備年~)
口本学術会議連挑会員他006年~)
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1 0 j l
岡 田 知 己 . 松 澤 暢 , 松 本 聡 , 仁 Ⅲ 交 市 , 河 野 俊 夫 , 長 谷 川 昭 , 福 島 県
南 西 音 Ⅲ こ お け る  S 波 偏 向 妥 方 性 , 地 旋 学 会 1 9 船 年 度 秋 季 大 会 , 鳥 取 市 , 1 9 9 3
年 1 0 月
松 澤 暢 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 , 本 谷 義 信 , 小 平 秀 一 ' 佐 藤 沈 夫 , 小 菅 正 裕 ,
併 合 処 理 に よ る 千 島 弧 , 東 北 日 本 弧 の 微 小 地 震 活 動 特 性 ( 2 ) , 地 震 学 会 1 9 9 3
年 度 秋 季 大 会 , 鳥 1 杖 市 、  1 9 9 3 年 1 0 打
海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 , 変 拶 § 皮 か ら 推 定 し た 1 9 鰐 年 北 海 道 南 西 沖 地 震 の 余 震
の 深 さ 分 布 , 地 震 学 会 1 9 9 3 年 度 秋 季 大 分 , 鳥 取 市 , 1 9 9 3 年 1 0 村
宮 町 宏 樹 , 笠 原 稔 , 鈴 木 貞 臣 , 岡 田 弘 , 田 中 和 夫 , 長 谷 川 昭 . 北 目 本
下 の 三 次 元 速 度 構 造 の 推 定 , 地 震 学 会 1 9 9 3 年 度 秋 季 大 会 , 鳥 取 市 , 1 9 9 3 年
1 0 月
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47S. Horiuchi, T. Matsuzawa and A. Hasegawa, An automatic data processlng
System ofthe seismic network of Tohoku university, Japan (東北大学地旋盆見測
靴1における地冗ι波由動処理システム),1ASPE19427th G印er21Assembly New
Zealand, we111ngton,1994,1
S. Matsumoto, S. Horiuchi and A. Hasegawa, charactenstlcs of p・code and
Crustalinhomogenelty m and around a volcanic estimated 丘om seismic array data
(アレイ観測による P コーダ波の特陛と火山周辺の地殻内不均質姓),1ASPEI
9427th GeneralAssembly, New zealand, weⅡington,1994,1
S. Holiuchi, and A. Hasegawa, Earthquake generating stress estimated from
Simultaneous determination of stress tensor and a large number of focal
mechanism solutions (多数のメカニズム解とストレス・テンソルの同時決定
による起震応力場の扣ξプ■,1ASPE19427th GeneralAssembly New zea】and,
WeⅡington,1994,1
M. Kosuga, T sato, A. Hasegawa, S. suzukiand Y. Motoya, Focal mechanisms of
intermediate・deptl] earthquakes beneath northeasta、n Japan arc (芽{1ヒ日オ゛}瓜下
の1宵深発地旋の発震機構),1ASPE19427th G印eralAssembly New zealand,
WeⅡington,1994,1
T. Kanazawa, R. Hino and A. Hasegawa, plate subduction near the Japan trench
axis 0丘 the northeastern Japan deduced trom ocean bottom seismographic
Observation q毎底地震耐舌測による日本海近傍のプレート沈み込みの推定),
IASPE19427th General Assemb]y, New zealand, we11ington,1994,1
N. Tsumura, and A. Hasegawa, slmultaneous estimation of attenuation structure
and source parameters using multiply recorded data ofsmaⅡ earthquake (多は(で
得られた地震データを用いた旋源パラメラーと減襄都弁告の同喝オ隹定),
IASPE19427th GenemlAssembly New zealand, weⅡinσton,1994,1
R J. wyⅡie, D. zhao, H. Kanamoriand A. Hasegawa, subduction zone tomography
Compared with experimentalpetr010gy and thermalstrudures (il:み込み〒庁にお
ける地碇波トモグラフィと実験岩石学的に推定された熱的構造),1ASPE194
27th Gena'alAssemb]y, New zealand, weⅡington,1994,1
開原貴美,堀内茂木,長谷川昭,アレイ地震波形のセンブランス値の時問
変化から推定した不均質速度構造一差分法による介成波形との比較一,地球
惑星科学関迎学会1994年合同大会,仙ff市,1994年3 打
松本聡、長谷川昭,堀内茂木,マグマ溜まりの地震学的性質,地球惑星
科学関連学会1994年介同大会,仙台市,1994年3月
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三 浦 暫 , 長 谷 川 昭 ' 立 1 逃 憲 司 , 佐 藤 俊 也 , 橋 本 恵 一 、 三 品 正 明 , 平 洋 朋 郎 ,
若 柳 観 測 井 ( 深 度 5 0 o m ) に お け る 地 殻 変 動 迎 続 観 測 , 地 球 惑 早 科 学 別 述 学
会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 、 市  1 9 9 4 奪 3  打
松 本 聡 . 長 谷 川 昭 , 足 尾 ・ 利 慢 地 域 に お け る ア レ イ 観 測 に よ る 不 均 で 井 蒜
造 の 推 定 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 午 介 同 大 会 、 仙 台 市 . 1 9 9 4 年 3 門
堀 内 茂 木 ,  G .  R O C C O , 長 谷 川 昭 , 多 数 の 地 震 の P 波 押 し 引 き デ ー タ を 用 い
た メ カ ニ ズ ム 解 と 応 カ テ ン ソ ル の 同 H 鹸 夬 定 一 断 屡 而 の 推 定 一 地 チ 求 惑 星 科 学
関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同 火 会 、 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3  打
小 菅 正 裕 . 佐 藤 魂 夫 , 長 谷 川 昭 , 鈴 木 貞 臣 , 本 谷 義 信 , 東 北 ・ 北 海 道 に お
け る 浅 発 地 震 の メ カ ニ ズ ム 解 の 空 問 分 布 、 地 球 惑 星 オ 斗 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同
大 会 , 仙 台 市 、  1 9 9 4 年 3 月
岡 田 知 己 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 昭 , 東 北 地 方 に お け る 地 震 波 速 度 異 方 性 構 造
S 波 編 向 異 方 性 と 3 次 元 地 震 波 速 度 構 造 の 比 較 一 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学
会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 、 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 j j
山 本 明 、 長 谷 川 昭 , 東 北 日 木 内 陸 の モ ホ 面 近 傍 の 深 さ に 発 生 す る 低 周 波
微 小 地 震 , 地 球 惑 星 利 ・ 今 町 獅 速 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 市 、  1 9 9 4 作 3 月
津 村 際 己 子 , 長 谷 川 昭 , 二 重 深 発 地 震 面 は ど の 深 さ ま で 続 い て い る か ? , 地
球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 月
海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 , 二 重 深 発 地 震 面 は ど の 深 さ ま で 続 い て い る か ? ( そ の
2 ) , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 月
長 谷 川 昭 ( 日 光 周 辺 域 合 同 地 震 観 測 グ ル ー プ ) , 日 光 周 辺 域 合 同 地 g 井 現 測 ,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3  打
伊 東 明 彦 . 鈴 木 将 之 , 松 本 聡 , 堀 内 茂 木 , 長 谷 川 昭 , 河 澗 イ 麦 夫 , 堀 修 一 ・ 郎 ,
鯵 原 稔 , 佐 藤 魂 夫 . 小 菅 正 裕 , 日 光 足 尾 地 域 に お け る 微 小 地 震 活 動 の 顕 著
な 変 化 に っ い て , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 介 同 大 会 、 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 月
松 澤 暢 , 河 ・ 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 , 本 谷 義 信 , 小 平 秀 一 , イ 卿 族 魂 夫 , 小 井 正 裕 ,
併 合 処 理 に よ る 三 陸 沖 の 地 震 活 動 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 ,
仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 月
河 野 俊 夫 , 長 谷 川 昭 , 北 上 山 地 中 央 部 の 地 殻 中 深 部 に 発 生 し た 地 震 , 地 球
惑 星 科 学 関 迎 学 会 1 9 9 4 年 合 同 大 会 , 仙 台 市 , 1 9 9 4 年 3 月
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68.長谷川昭,東北日本、千島弧の地震学的構造,日本地質学会第101年学術大
会,札1呪.1994年9月
69. G. E E. ROCCO, N. Tsumura, S. shigeki and A. Hasegawa, stress Tensor
Inversion in the Nikko・Ashio Area,日本地震学会1994年度秋季ブく会,福岡,
1994年10月
70.岡田知己、杠新筆暢,長谷川昭,誘努昏地旋の波形を用いた日本海'トの地碇
学的構造,日本地震学会1994午度秋桑大会、福岡,1994年10月
71.祥井寸紀子,松本聡,堀内茂木, G. ROCCO,長谷川昭,震源パラメータと Q
値の同時インバージョン法による3次元地震波元帥構造の推定一日光・足
尾・檜枝1岐地城一,日本地震学会1994年度秋季大会,福岡,1994年10月
72.堀内茂木,仁田交市,長谷川昭,多数の地震のメカニズム解と応カテンソ
ルの同時決定による束北地力深発地震面に沿った領域の応力場,口本地震学
会1994年度秋季大会,福岡,1994年10河
73.山本明,長谷川昭,東北地方の火山近傍に発生する低周1櫛撒小地震,日
木地震学会1994年度秋季大会,福岡,1994年10打
74.松木聡,津村紀子、岡田知己,長谷川昭,伊東明彦.日光周辺城におけ
る速度構造トモグラフィー,Π木地震学会1994年度耿季大会,福岡,1994年
10月
29
75松本聡,長谷川昭,日光周辺域における地殻内地震波反射面,日本地震
学会1994年度秋季大会福岡,1994年10月
76海野徳仁,長谷川昭,平澤朋郎,発震機構から推定した太平洋プレートの
位置,Π本地震学会1994年度秋季火会,福岡,1994年10月
フフ. 商"N感仁,松澤暢,長谷川昭,変換波から推定した1994年三陸はるか沖
地震の余震の深さ分亦,Π本地震学会1994年度秋季大会,福岡,1994年10月
78堀内茂木,杉X畢暢、長谷川昭,東北大学の自動処理システムと波形デー
タについて,東京人学地震研究所研究集会「内陸地震の不均質構造と地震活
則U,東京,1995年2月
79G. f: E. ROCCO, N. Tsumura, S. shigeld and A. Hasegawastress tensor inversion
UsingP 飢ds W部eamP1ⅡUde,地球惑星.科学関述学会1995年介同火会'東京,
19鮖年3月
3 0
8 0
鈴 木 貞 臣 , 山 木 明 , 三 浪 俊 夫 , 石 原 ネ 山 多 , 山 崎 義 典 j 侠 井 巌 , 堀 修 一 郎 、
長 谷 川 昭 , ト リ ガ ー 指 令 シ ス テ ム を 利 用 し た 内 1 塗 地 震 発 生 地 城 の 燃 破 地 旋
観 測 そ の  1 , 地 球 惑 見 利 ・ 学 関 連 学 会 1 9 9 5 年 合 同 大 会 , 東 京 . 1 9 9 5 年 3 月
伊 藤 千 秋 , 長 谷 見 晶 子 , 由 田 恵 美 , 堀 修 一 郎 , 長 谷 川 鰯 , 堀 内 茂 木 , ト 部
地 殻 か ら の 反 射 法 を 検 出 す る た め の 砕 イ ゴ 発 破 の 観 測 、 地 球 惑 昂 ネ ¥ 1 関 迎 学 会
1 9 9 5 年 合 同 大 会 、 東 京 , 1 9 鮖 年 3 月
近 地 広 帯 域 地 震 記 録 を
岡 田 知 己 , 松 澤 暢 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭
ン ト テ ン ソ ル 解 地 球 惑 星 科
用 い て 推 定 さ れ た 三 陸 は る か 沖 の 地 震 の モ ー メ
学 関 連 学 会 1 9 鮖 年 合 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 3  打
長 谷 川 昭 地 震 波 で み た 東 北 U 本 弧 地 殻 ・ _ ト . 部 マ ン ト ル 構 造 と 地 震 活 動
地 球 惑 早 . 科 学 関 連 学 会 1 9 鮖 年 合 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 3  打
三 浦 哲 , 長 谷 川 昭 , 三 品 正 明 , 立 花 憲 司 , 佐 藤 俊 也 , イ 語 木 恵 一 ' , 平 澤 朋 郎 ,
中 深 度 ポ ア ホ ー ル 地 殻 変 動 連 続 t 見 測 網 一 東 北 日 本 弧 の プ レ ー ト ダ イ ナ ミ ク ス
解 明 を め ざ し て ー , 地 球 惑 星 . 科 学 関 連 学 会 1 9 9 5 年 合 岡 大 会 . 東 京 , 1 9 9 5 年 3 月
松 本 聡 、 津 村 紀 子 , 岡 田 知 己 . 長 谷 川 昭 ,  1 _ 1 光 周 辺 域 に お け る P 波 速 度
構 造 と 地 殻 内 地 震 波 反 射 面 . 地 球 惑 星 科 学 関 迎 学 会 1 9 鮖 年 合 河 大 会 東 京 ,
1 9 9 5 年 3  打
伊 束 明 彦 , 鈴 木 将 之 , 針 生 幾 勝 , 長 谷 川 昭 , 松 本 聡 , 笠 原 稔 ,  H 光 白
根 山 画 下 で 起 こ り 始 め た 火 山 性 微 到 リ . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 5 年 合 同 大
東 京 , 1 9 9 5 年 3  j l
ノ ら 、
笠 博 尚 戈 司 、 小 原 一 成 , 堀 内 茂 木 , 長 谷 川 昭 , 微 小 地 震 ぎ 見 測 網 に よ る 1 9 9 4 年
三 陸 は る か 沖 地 震 の 余 震 活 動 、 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 5 年 合 同 大 会 , 東
京 , 1 9 鮖 年 3 月
A .  H a s e g a w a ,  N .  u m i n o ,  T .  M a t s u z a w a ,  S .  M a t s u m o t o  a n d  N .  T s u m u r a ,
S u b d u c t i o n  o f  t h e  p a c i f i c  p l a t e  b e n e a t h  t h e  N E  J a p a n  a r c  a s  e s t i m a t e d  f r o m
S e i s m i c o b s e r v a t i o n s  x X 1 1 U G G  G e n e r a l A s s e m b l y  u s A ,  B o u l d e r ,  C 0 1 0 r a d o ,
1 9 9 5 , フ
高 波 鐵 夫 , 長 谷 川 鵬 , 堀 内 茂 木 , 1 .  S .  s a c k s , 1 9 9 4 年 1 2 月 2 8 日 三 陸 は る か 沖
地 震 前 の 地 震 活 動 パ タ ー ン の 変 化 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 5 午 度 秋 季 大 会 , 静 岡 ,
1 9 9 5 年 9  乃
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90'伊藤忍、,日閏弓老太,松本聡,佐藤利典,封1判順三.金澤敏彦.塩原肇,
島村英紀,長谷川昭、 1994年三陸はるか沖地旋の震源域における地震波速
度構造の推定,日本地震学会1995年j叟秋季大会,静岡,1995午911
91. A. Hasegawa, N. umlno, T. Matsuzawa and s. Matsumoto, seismlc structure of
the NE Japan convetgent mar即n,1Lp workshop on Dynamics of Lithosphere
Convergence, Japan, sendai,1995.9
兜.長谷川昭,日野亮太,杉§翠暢,三浦哲,山本明,いわき沖40km地点
における河.底地震・津波女見測,日本地震学会1995年度秋季火会,師岡.19鮖年
9河
船.長谷見晶子,津村建四朗,佐々木克愆,堀内茂木,山本明,松澤暢,
長谷川昭,インターネットを利用した山形県周辺の地震活動のモニター,
日本地震学会1995年度秋季大会,静岡、 1995年9月
94.山本明,河助'イ麦夫,長谷川昭,プリズム領域における地震発生について、
日本地震学会1995年度1火季大会,靜岡、 1995年9 河
95.Π野亮太,伊際忍、長谷川昭,塩原肇、島村亨肺己,金澤敏彦,佐薜利典,
望月公廣,藤江剛,是澤定之,翌原順三,気象庁余リ"現洌汗旺,海底地震観
測による1994年三陸はる力*"脚妥の余震分布,日本地旋学会1995年度秋季大
靜岡,19鮖年9月会
96.岡田知己,松澤暢,海野徳仁、長谷川昭、三陸沖の地震の震源特性,Π
本地震学会1995年度耿季大会,静恬],1995年9月
97.杠貌工暢,淘皿f徳仁_長谷川昭,沈み込む低速度層浅部におけるP波速度
の推定,日本地旋学会1995年度秋季大会,静岡,1995年9 打
98.堀内茂木,長谷川昭,東北地方の地殻内異常低速度域の分布,日本地朕¥
会1995年度秋季大会,静岡,1995年9ナ1
99.津村紀子,松本聡,堀内茂水,長谷川昭,東北日木弧の3次元地震波減
衰構造, H本地震学会19鮖年度秋季大会,静岡,1995年9月
100.松本聡,長谷川昭,日光周辺城における地殻内地旋波反射面の分布,日
本地震学会1995年度耿季大会、静岡,1995年9月
101.伊東明彦,松木聡,長谷川昭,笠原稔,日光白根山周辺の最近の地震
活動,日木地震学会1995年度秋季大会,静岡,1995年9月
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山 岫 義 典 , 鈴 木 貞 臣 , 三 浪 俊 夫 , 石 原 和 彦 , 山 本 明 , 堀 修 一 郎 、 長 谷 川 昭 ,
別 府 一 九 重 地 満 の 地 殻 構 造 , 日 本 地 旋 学 会 1 9 9 5 年 度 秋 季 大 会 ,  M i 岡 , 1 9 9 5 年
9 河
1 1 1 本 明 , 長 谷 川 昭 , 1 9 9 4 年 1 2 円 1 8 日 福 島 県 南 西 部 ( 干 敬 部 汀 ) に 発 生 し た
地 旋 ( M 5 . 5 ) に つ い て . 地 球 惑 晁 科 学 関 迎 学 会 1 9 9 6 年 合 同 大 会 , 大 阪 ,
1 9 9 6 年 3 月
杉 U 讐 暢 , 堀 内 茂 木 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ,  L O C H Y P - ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン
に よ る ソ C 量 の 微 小 地 震 観 測 デ ー タ を 処 理 す る た め の 震 游 、 夬 定 ソ フ ト . 地 球 惑
星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 氏 手 介 同 大 会 , 大 1 坂 , 1 9 9 6 年 3  打
日 野 亮 太 , 長 谷 川 昭 , 立 花 憲 司 , 橋 木 忠 一 , 佐 藤 俊 也 , 堀 修 一 郎 ,
三 浦
子 斤
卓 コ 卑
村 _ E 栄 寿 , 河 鵬 ' イ 変 夫 , 仁 剖 交 市 . 西 村 卓 也 . い わ き 刈 叫 0 加 に お け る  G P S 迎
続 観 測 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 6 年 合 同 大 会 . 大 阪 、  1 9 9 6 年 3  H
岡 田 知 己 , 杉 § 畢 暢 , 堀 内 茂 木 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 鰯 , 近 地 広 帯 域 地 旋 観
測 デ ー タ を 用 い た モ ー メ ン ト テ ン ソ ル 解 の 自 剰 上 夬 定 , 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 迎 学 会
1 9 9 6 年 介 岡 大 会 , 大 1 坂 , 1 9 9 6 年 3 月
伊 藤 忍 , 日 羽 ・ 亮 太 , 杠 刈 ' 聡 , 佐 藤 千 山 拠 , 笠 原 順 三 , 金 澤 敏 彦 , 塩 原 肇 ,
島 村 英 紀 , 長 谷 川 昭 , 三 随 沖 地 域 の 3 次 元 地 旋 波 速 度 楴 造 , 地 球 惑 星 科 学
関 連 学 会 1 9 9 6 年 合 同 大 会 、 大 阪 , 1 9 9 6 年 3 月
堀 内 茂 木 , 松 本 } 捻 , 長 谷 川 昭 . 正 規 方 程 式 を 解 か な い イ ン バ ー ジ ョ ン に
よ る 兵 庫 県 南 部 地 震 の 震 源 域 周 辺 の 速 度 構 造 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 6 年
合 同 大 会 , 大 阪 , 1 9 9 6 年 3 ナ 1
松 本 聡 , 西 村 ' 卓 也 , 堀 修 一 郎 , 西 村 太 志 , 渡 辺 手 Π イ 麦 , 長 谷 川 昭 , 小 原 一 成 ,
笠 原 敬 司 , 渡 辺 昌 キ , 野 村 ' 武 志 , 淡 路 島 周 辺 域 の 地 殻 内 反 射 イ 本 の 検 出 , 地 球
惑 星 科 学 関 迎 学 会 1 9 9 6 年 合 同 大 会 、 大 阪 , 1 9 9 6 年 3 門
室 健 一 , 佐 藤 博 樹 , 長 谷 川 昭 , 橋 爪 光 , 東 北 日 本 弧 の 溶 融 域 と 地 震 活
動 の 3  次 元 分 布 , 地 球 惑 星 科 学 関 迎 学 会 1 9 9 6 年 合 同 大 会 , 大 阪 , 1 9 9 6 年 3 月
松 本 聡 , 長 谷 川 昭 , 日 光 周 辺 域 に お け る マ グ マ だ ま り と 内 陸 地 震 活 動 ,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 6 年 介 同 大 会 , 大 阪 , 1 9 9 6 年 3 月
岡 田 知 己 , 杉 賊 筆 暢 , 仁 田 交 市 . 河 野 俊 夫 , 長 谷 川 昭 , 伊 東 明 彦 , 藤 田 英 輔 ,
小 原 一 成 , 笠 原 敬 司 , 小 菅 正 裕 ,  H 光 周 辺 城 に 発 生 し た 微 小 地 震 の モ ー メ ン
ト テ ン ソ ル イ ン バ ー ジ ヨ ン , 地 球 惑 星 科 学 関 述 学 会 1 9 9 6 年 合 詞 大 会 , 大 阪 ,
1 9 9 6 年 3 月
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113酒哩H恵仁,松澤暢,河野俊夫,長谷川昭,微小地震観測網データから推
定した太平洋プレートの位置,地球惑星科学関連学会1996年合同火会,大
阪,]996年3 乃
藤原賢也,7h'小野寺允,堀内茂木,岡田知己,矢笥場ぎ男,中村綾子,大島クU ,
長谷川 1昭,長谷見品子,兵■U県南割H也震震源上剣剖辺の散乱体分布.地球惑
星科学関述学会1996年合同大会,大阪,1996年3月
A. Hasegawa, and N. umino, seismic structure ofthe northeastern Japan arc
European Geophysical society xxl General Assembly Netherlands, Hague,
1996.5
114
115
116.山本明,河野俊夫,長谷川昭,1996年6月5 H岩千県南部(川井村'小国)
に発生した地震(M4.0)について,日本1山妥学会1996年秋季大会、茨城県,
水戸,1996年9月
H7.海野徳仁,松洋暢,堀内茂木,山木明,田中聡,堀修一郎,河野俊夫,
仁田交市,岡円知己,中村綾子,小野寺充,長谷川昭.1996年8月Ⅱ日秋田
宮城県境付近の地震について,口本地震学会1996年耿季大会,茨城県,水戸,
1996年9 j]
H8.五十嵐俊博,日野亮太,松澤暢,山木明,岡田知己,伊藤忍,長谷川
昭,いわき沖海底地震観測点(0IP)データを用いた福島県沖の震源再決定,
日本地震学会1996年秋季大会,茨城県,水戸,1996年9 河
Ⅱ9.金沢敏彦,酒井椣一,荻野泉,ト部卓,木下肇,海劉市訣、,堀内茂木,
松澤暢,日野亮太.河野俊夫,長谷川 1唱,三陸沖光ケーブル式海底地旋
津波観測システム,日本地於学会1996年秋季大会j失城県,水戸,1996年9月
120'ヰヰ寸綾子、岡田知己,堀内茂木,田'・P 聡ご海県N恵仁,山本明,松澤暢,
堀修一郎,河野俊夫,仁田交市,小野寺允,長谷川昭,秋田.宮城県境付
近で発生した地震のモーメントテンソルインヴァージョン,日本地震学会
1996年秋季大会,茨妨戈県,水戸,1996年9月
中村綾子,121.小野寺充,堀内茂木、河野俊夫,仁田交市,中原恒,伊藤刃
長谷川昭、長谷見晶子,長野県西部地震震源城周辺の散乱体分布, H本地
震学会1996年秋季大会,淡城県,水戸,1996年9 打
122.松本聡,長谷川昭, H光周辺域におけるマグマだまりと内陸地震活動
(2)一地殻中深部S波反射面の県夕郡一, U本地震学会1996年秋季大会、茨城
県,水戸,1996年9月
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伊 東 明 彦 , 伊 藤 喜 宏 , 長 谷 川 昭 , 笠 原 稔 , 日 光 白 根 山 直 下 の や や 低 周 波
1 撒 小 地 震 活 動 . 日 本 地 震 学 会 1 9 9 6 年 秋 季 大 会 , 沙 U 成 県 , 水 戸 、  1 9 9 6 年 9 月
松 本 聡 , 長 谷 川 昭 , 地 殻 不 均 質 拙 造 と 内 陸 地 震 活 動 一 Π 光 周 辺 域 の 場
大 学 地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 島 弧 プ ロ フ ァ イ リ ン グ 」 , 東 京 , 八 王 子 ,
Z X  _
1 コ
1 9 9 6 年 1 0 打
長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 の 地 殻 構 造 と 地 震 活 動 , 東 京 火 学 地 震 研 究 所 研 究 集 会
「 島 弧 プ ロ フ ァ イ リ ン グ 」 , 東 京 , 八 王 子 、  1 9 9 6 年 1 0 上 1
長 谷 川 昭 , 堀 内 茂 木 , 東 北 Π 木 の 浅 ぢ 断 擬 小 地 震 活 動 と 地 殻 構 造 、 活 断 屡 ,
東 京 大 学 地 震 研 究 所 玉 π 究 集 会 「 活 1 折 層 研 究 の 将 来 を さ ぐ る 」 , 東 京 , 1 9 9 6 年 1 2
月
海 野 , 徳 仁 , 矢 剤 張 北 男 , 山 本 明 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 那 1 , 吉 田 武 義 , 1 9 9 6 仟
8 月 1 1 日 耿 田 . 宮 城 県 . 境 村 近 の 地 震 に つ い て ( そ の 2 ) 、 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連
学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 , 名 古 屋 市 , 1 9 9 7 年 3 月
岡 田 知 己 , 海 唖 新 点 仁 , 杉 X 畢 暢 , 中 村 綾 ・ f , 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 8 月 秋 田
L コ
城 県 境 付 近 の 地 震 の 震 源 過 程 に つ い て 、 地 球 惑 星 . 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大
会 , 字 , 古 屋 市 、  1 9 9 7 年 3 月
堀 内 茂 木 , 海 里 H 恵 仁 , 岡 仟 " 、 Π 己 , 日 蛎 ぢ 乏 太 , 中 付 綾 f , 小 野 寺 充 、 橋 本 恵 一 ,
堀 修 一 郎 , 河 野 俊 夫 . 仁 田 交 市 , 長 谷 川 昭 , 小 菅 正 裕 , 長 谷 見 晶 子 , 伊 東
明 彦 , 小 原 一 成 , 1 9 9 6 年 秋 田 . 宮 城 県 境 付 近 の 地 震 の 震 源 域 周 辺 に お け る 高
密 度 臨 時 地 震 誕 見 測 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 1 司 大 会 , 名 古 屋 市 , 1 9 9 7
年 3 月
堀 内 茂 木 , 小 野 寺 充 , 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 耿 田 . 宮 城 県 境 付 近 の 地 震 震 源 域
周 辺 の 速 度 . 減 衰 稱 造 に つ い て , 地 球 惑 星 ' 科 学 関 述 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 . 名
古 屋 市 . 1 9 9 7 年 3 月
巾 村 綾 子 , 岡 田 知 己 , 堀 内 茂 木 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ,  P 波 初 動 と 振 1 馬 比
を 用 い て 決 め た メ カ ニ ズ ム 解 一 秋 田 / 宮 城 県 境 付 近 の 得 b 卜 地 震 へ の 適 用 一 ,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 , 名 古 屋 市 . 1 9 辨 年 3 月
日 野 亮 太 , 伊 藤 忍 、 五 十 嵐 俊 博 , 櫓 井 喬 成 実 . 青 柳 恭 平 , 吉 沢 隆 史 、 篠 原 雅 尚 ,
長 谷 川 昭 , 末 広 潔 . 五 十 嵐 千 秋 , 海 底 地 震 観 測 に よ る 福 島 沖 プ レ ー 村 尭
界 近 傍 の 地 殻 構 造 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 , 名 古 屋 市 , 1 9 9 7
年 3 月
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133.小原一成,木村尚紀,野口仲一,脊非真,笠原敬司、長谷川昭,伊東明彦、
小菅正裕、長谷見品子,鬼首カルデラ周辺における地殻内不均質構造,地球
惑星科芋q判述学会1997年合同火会,名'占屋市,1997年3月
134.松澤暢,日野ずι太,海野・徳仁J屈内茂木,長谷川昭,酒リ1・慎一,金沢敏彦,
光ケーブル式海底地震計と陸上征見冽点のデ・タの併合処理によって得られた
1陸沖の震源分布、地球惑星科学関連学会1997年合同大会,名古屋市,1997
年3 河
小野寺允,仁田交市,河野俊夫、橋本恵一,目野亮太,山木明,忍、135.伊藤
堀内茂木,長谷川昭,那須野淳,長谷見晶子、坂守.ーノ課蹴羊一郎,岩崎
貴哉,金沢敏彦,三陸沖海上爆破の陸,上観測,地球惑星、科学関連学会1997年
合同大会,名古屋市,1997年3 打
136.望月将志,上村彩,酒井慎一,金沢敏彦,日野亮太,長谷川昭,三陸沖
光ケーブル式地震計の広帯域雑箔剛f性,地球惑尽.科学関迎学会1997年合同火
会,名古屋市,1997年3月
137.堀修一1耶,海邊ザ,徳仁,堀内茂木,長谷川昭,長谷見晶子,小原一成,笠凉
敬司,秋田.筥城県境付近の地礎にみられる反射'波について、地球惑星科学
関迎学会1997年合同大会,名占屋市,1997年3月
玲8.松本聡,堀修ーイ那,長谷川昭,小原一成,淡路島周辺域の地殻内反射体
の検出(2),地球惑呈.科学関述学会1997年合同大会,名古屋市,1997年3月
139.室健一,イ加深博樹,長谷川昭,橋爪光,地殻内マグマ溜りのマッピング,
地球惑星科学関連学会1997年合同大会,名古屋市,1997年3 打
140.長谷川昭ご深尾良夫,長期予測のための基礎的調査観測.日本地震¥会シン
ポジウム「大地震の長期予測はどこまで可能か?」,東京,1997午3月
141.山木明、長谷川昭、東北地方内陸の浅発地震の深さ分布,地球惑星11・学
関連学会1997年介同大会,名古屋市、 1997年3 阿
142.室健一,イ1詔饗愽樹,長谷川昭,東北日本下の地殻から上部マトルにいた
る温度構造の見枯り,地球惑星科学関述学会1997年合同大会、名古屋市,
1997年3 jl
143.五 1・演d斐1導,日野亮太,岡田知己,松澤暢,長谷川昭,〒品島県沖で発生
する地旋の震源メカニズムの推定,地球惑星科学関連学会1997年合同大会,
名古屋市,1997年3月
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M .  K o s u g a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  c r u s t a l  s t r e s s  F i e l d  i n  N o r t h e a s t  J a p a n  l n f e n ' e d
F m m  s p a t i a l  D i s t r i b u t i o n  o f  F o c a l  M e c h a n s m s , 2 9 t h  l A S P E I  G e n e r a l  A s s e m b l y
G r e e c e ,  T h e s s a l o n i l d , 1 9 9 7 . 8 .
S . 1 t o ,  R .  H i n o ,  S .  H o r i u c h i ,  A .  H a s e g 且 工 V a ,  S .  s h i o b a r a ,  H .  s h i m a m u r a ,  A .  H a s e m i ,
M .  s h i n o h a r a ,  T  s a t o , 1 . 1 W a s a k i ,  T .  K a n a z a w a  a n d  J .  K a s a h a r a ,  s e i s m i c  v e l o c i t y
S t r u c t u r e  N e a r  t h e  c o n v a ' g e n t  p l a t e  B o u n d a r y  0 丘  N o r t h ・ E a s t e r n  J a p a n , 2 9 t h
I A S P E I  G e n e r a l  A s s e m b l y  G r e e c e ,  T h e s s a l o n i k i , 1 9 9 7 . 8
A .  H a s e g a w a ,  S .  H o r i u c h i  a n d  N .  u m i n o ,  s h a Ⅱ O w  s e i s m i c i t y  w i t h i n  t h e
O v e r r i d i n g  p l a t e  i n  t h e  N o r t h e a s t e r n  J a p a n  s u b d u c t u i n  z o n e , 2 9 t h  l A S P E I
G e n e r a l  A s s e m b l y  G r e e c e ,  T h e s s a ] o n i k i , 1 9 9 7 . 8
河 明 ・ 俊 夫 ・ 堀 内 茂 木 ・ 海 野 従 H 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 1 9 6 2 年 宮 城 県 北 部
地 震 ( M 6 . 5 ) 震 源 域 に お け る 微 小 地 震 活 動 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大
会 、 弘 前 、  1 9 9 7 年 9 月
岡 田 知 己 ・ 海 晶 N 恵 仁 ・ 長 谷 川 昭 ・ 西 出 則 武 , 1 9 9 6 年 8 月 秋 田 ・ 宮 城 県 境 付
近 の 震 源 過 程 に つ い て , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 午 度 秋 季 大 会 , 弘 前 , 1 9 9 7 年 9  打
堀 修 一 郎 ・ 海 野 徳 仁 ・ 堀 内 茂 オ > 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 鬼 首 地 震 ( M 5 ' 9 , 5 . フ )
震 源 域 直 下 の S 波 反 射 面 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 、 引 、 前 , 1 9 9 7 年
9 月
海 . 野 徳 仁 ・ 矢 部 康 男 ・ 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 鬼 首 地 震 の 震 源 域 に お け る ■  C F F
に よ る 地 旋 活 動 の 変 化 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 、 弘 前 , 1 9 9 7 年 9 月
堀 内 茂 木 ・ 長 谷 川 昭 ・ 趙 大 畷 , ク ー ロ ン の 破 壊 基 準 を 考 慮 し た 応 カ テ ン
ソ ル イ ン バ ー ジ ョ ン , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 , 引 f 前 , 1 9 9 7 年 9 月
五 十 嵐 俊 補 , ・ 松 澤 暢 ・ 堀 内 茂 木 ・ 日 野 亮 太 ・ 長 谷 川 昭 , マ ス タ ー ソ リ ュ ー
ジ ョ ン 法 に よ る 三 陸 沖 で 発 生 す る 地 震 の 震 源 メ カ ニ ズ ム 解 の 推 定 . 日 本 地 震
学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 , 弘 前 , 1 9 9 7 年 9 月
伊 藤 港 J 、 ・ 小 野 寺 充 ・ 仁 田 交 市 一 河 野 俊 夫 ・ 橋 本 恵 一 ・ 日 野 亮 太 ・ " _ 1 本
明 ・ 堀 内 茂 木 , 長 谷 川 昭 ・ 那 須 野 淳 ・ 長 谷 見 晶 子 ■ 禦 原 雅 尚 ・ 坂 守
ー ノ 瀬 洋 一 郎 ・ 岩 崎 貴 哉 ・ 佐 藤 利 典 . ・ 笠 原 順 三 ・ 金 沢 敏 彦 , 海 上 爆 破 一 陸 上
小 ス パ ン ア レ イ 観 測 に よ る 三 陸 沖 の 地 殻 深 部 構 造 の 推 定 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7
年 度 秋 季 大 会 , 彰 、 前 , 1 9 9 7 年 9 月
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154.中村綾子・1司田知己・堀内茂木・海野徳1二・長谷川昭,実体波振1幅を用い
たメカニズム解の決定一震源位置に依存した観測点補正値と同時インバ
日本地震学会1997年度秋季大会,弘前,1997年9月ジョン
155.山本明・長谷川昭・佐藤博樹,地震波速度から推定した東北日本地殻内
i品度構造と浅発地震の深さ分布,臼本地震学会1997年度秋季大会,彰、前,
1997年9月
156,松本聡・小原一成・長谷川昭,兵庫県南部地震震源域における散乱休分
布のイメージング,日木地震学会1997年度耿季大会,引、前,1997年9月
157. A. Hasegawa, T okada and A. Yamamoto, Deep, LOW・Frequency Microearthquakes
in the Northeastern Japan Arc, AGU 1997 FaⅡ Meeting, USA, san Francisco,
California,1997.12
158.松本聡・小娠一成・長谷川昭,アレイ観測による兵川赴雫南凱"也旋震線域
の散乱体のイメージング,京都大学防災研究所研究集会「地殻の不均賀構造
と内陸大地旋の発生」,京都,1997年12月
159.長谷川昭,地殻内不均質構造から想像される島弧地殻変形過程一束北脊梁
山地合同観測に期待するものー,京都大学防災研究所研究渠会「地殻の不均
質構造と内陸大地震の発生」,京都,1997年12月
160.中村1安子,堀内茂木,長谷川昭,1996年鬼首地震震源域の応力場.1998年
地球惑星科学関連学会合同大会,東京,1998年5月
161.東北日本弧地殻活動河究グループ・長谷川昭,1997年東北日木合同地震観
冽・構造探査実験,1998年地球惑星科学関連学会合同大会,東京,1998年5月
162ご浅野陽一・仁田交市・堀修一郎§毎野徳t.・長谷川昭,97東北脊梁仕け也合
同地震観測で得られたS波反射面,1998年地球惑星科学関連学会合同大会,
東京,1998年5月
163.海野徳仁ノ堀修一郎・長谷川昭, SP波によるΠ本海東縁部の地震の深さの
分布,1998年地球惑星利・学関連学会合同大会,東京,19鰐年5 河
164.小野寺充 1屈内茂木・長谷川昭, VPⅣS インヴァージヨンによる鬼首地震
刷辺域の速度構造,1998年地球惑星科学関連学会合同大会,東京 1998年5
打
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佐 藤 比 呂 志 ・ 平 田 仙 シ 岩 崎 1 1 哉 , 火 口 健 志 ・ 伊 藤 谷 生 ・ 海 野 市 謝 三 ・ 長 谷 川
昭 ・ 火 槻 戀 四 郎 ・ 油 水 信 之 ・ 井 川 猛 , 奥 羽 脊 梁 山 地 四 部 の 深 部 地 殻 構 造 探
査 , 1 9 9 8 年 地 球 惑 皐 科 学 関 述 学 会 介 同 火 会 . 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
岡 1 Ⅱ 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 魯 1 成 県 鬼 首 地 域 に お け る  S 波 偏 陶 異 方 性 、  1 9 9 8 年 . 地
球 惑 星 科 学 関 述 学 会 合 岡 大 会 , 東 京 、  1 9 9 8 年 5 河
仂 藤 博 樹
健 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 速 度 構 造 と 削 q 流 量 価 か ら 求 め
た 地 殻 の 3  次 元 洲 度 分 布 . 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 剛 述 学 会 介 同 火 会 , 東 京 ,
1 9 9 8 イ 1 1 5  ナ 1
伊 藤 喜 宏 ・ 伊 東 明 彦 ・ 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 , 短 周 期 地 震 計 を 用 い た 波 形 イ ン
バ ー ジ ョ ン に よ る メ カ ニ ズ ム 解 . 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 岡 大 会 , 束
京 . 1 9 9 8 午  5  1 」
室 健 一 ・ 佐 藤 博 樹 ・ 長 谷 川 昭 . 地 殻 と 上 都 マ ン ト ル に お け る マ グ マ の 3
次 元 分 布 , 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 介 河 大 会 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
趙 大 訓 g ・ 長 谷 川 昭 , 地 震 波 ト モ グ ラ フ ィ ー か ら 見 た 内 陸 浅 発 地 震 の 分 布
と 発 生 お 財 輯 , 1 9 9 8 年 ・ 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 介 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5 ナ 」
平 田 値 ・ 河 野 紬 1 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 佐 藤 比 呂 志 ' 岩 峪 貴 哉 ・ 勝 俣 啓 ・ 伊 膿
谷 生 , 東 北 拠 羽 脊 梁 山 地 で の 制 御 ・ 肖 然 地 震 観 測 に よ る 地 殻 桃 造 探 査 、  1 9 9 8
年 地 球 惑 星 科 学 鬨 連 学 会 介 同 大 会 . 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
縄 矧 知 己 ・ 山 本 明 ・ 河 蠣 イ 麦 夫 ・ 橋 本 恵 一 ・ 長 谷 川 昭 , 東 北 地 方 脊 梁 山 地
の モ ホ 而 近 傍 に ぢ 剖 卞 す る 低 周 波 微 d 寸 也 震 に つ い て . 1 9 9 8 午 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連
学 会 合 同 大 会 . 東 京 . 1 9 9 8 年 5 月
五 十 嵐 俊 博 ・ 杉 X 畢 暢 一 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 畷 十  M a x w y s s , 東 北 日 本 下 に 沈
み 込 む 太 平 洋 プ レ ー ト 内 部 に お け る 地 震 の 活 動 度 ・ ヲ 勘 要 機 構 解 の 時 空 閥 変
化 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 シ ン ポ ジ ウ ム 「 地 殻 活 動 ヲ シ 測 の た め の 数 価 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 」 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5  上 }
伊 東 明 彦 ・ 伊 藤 喜 宏 ・ 長 谷 川 昭 ・ 翌 原 稔 , 微 小 地 震 の 商 粘 度 震 源 分 布 と
発 震 機 構 、  1 9 9 8 年 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連 学 会 合 舸 火 会 、 東 京 、  1 9 9 8 年 5  河
松 澤 暢 ・ 日 野 亮 太 一 海 野 1 劇 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 金 沢 敏 彦 ・ 酒 J 卞 慎 一 、  1 9 9 8 年
5 月 3 1 日 に 三 陸 沖 に 発 生 し た M 6 . 3 の 地 震 ( 1 ) 余 震 の 震 度 分 布 , Π 本 地 震
学 会 1 9 9 8 年 度 チ 火 孝 g / く 会 福 井 , 1 9 9 8 年 1 0 月
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176岡田知己・松澤暢・日哘■'太・長谷川昭・釡沢敏彦、 1998年5 打31日に
三陸沖に発生したM6.3の地震(2)震源過程,日木地震学会19鰐年度耿季
大会,福井,1998年10月
海野徳汗二・伊腰、"宏・堀修一鄭、長谷川昭,1998年8 H 3日の福,島県西郷
村の地震(M4.9)について, U本地震学会1998年度耿季大会,福井、 1998
年10月
付"捺喜宏・1司仕1知己・海野徳H二・長谷川 111十石川山季子・渡辺浩行"伊東
明彦,1998年8 打 3日福島県西捌H寸に発生した地震(M4.9)の余震のメカ
ニズム解,日本地震学会1998午度秋季大会福井,1998年10H
平田直・岩崎貴哉・佐藤比呂志・蔵'ド英司・長谷川昭・海蛸イ恵仁・酒井
喚一.井出哲一清水偏之・非川猛・島弧地殻変形合同地兄郡餌測グループ
1998年東北奥羽脊梁山地東都地震捺査,日木地震学会1998年度秋季大会,
福井、 1998年10j・1
浅蛎・陽一・海野他オ_1・岡田知己・佐藤俊也・ガ禹修一郎・河野俊夫'仁仟1
交市・伊膝当宏・中判綾子・・小菅正裕・長谷見品子・長谷川昭, DAT アレ
イ地震観測による散乱休分布のイメージングー'98東北合同観測一日本地
震学会1998年度秋季大会,福井,1998年10打
伊藤忍、・日野亮太・長谷川昭・篠原啼尚・末広潔・1村工剛・笠原順三,
マルチチャンネル反射法による工陸沖の地殻梯造,日木地碇学会1998午度杖
弓ミ大会,福井、 1998年10月
伊東明彦・長谷川昭・笠原稔,群発地震1舌動における旋源域の拡人過程,
Ⅱ木地震学会1998年度秋季大会,和,井,1998年10上」
趙大加十中島淳一・長谷川昭,斗L化地方の3次元地震波速嘆枇造,日木
地震学会1998年度耿季大会、福井,1998年10乃
五十妓U変博・杠新翌暢・海野徳仁・長谷川辨IMaxwyss,東北日本弧下に
沈み込む父び汽羊プレート内部における地震の活動度・発震械構解のa寺空W変
化,Π本地旋学会1998午.度秋季大会,福井.1998^手10月
N. umino, T . Matsuzawa, A. Nakamura, M. onodera, A. Hasegawa and l
Yoshida,19960nikobe, Northeasta'n Japan, Earthquake sequence and its
Relation to crustal strudure, Ametican Geophysical union 1998 faⅡ meeting,
USA, san Francisco,1998.12
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A .  H a s e g a w a ,  D .  z h a o ,  A .  Y a m a m o t o ,  M .  o n o d e r a ,  S .  H o r i u c h i ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .
N a k a m u r a ,  s e i s m i c  t o m o g r a p h y  p r o v e d e s  i n f o T m a t i o n  o n  t h e  a r e a l  e x t e n t  o f
e a r t h q U 2 k e  f a u l t s ,  A G U  1 9 9 8  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  c a l i f o r n i a , 1 9 9 8
1 2
1 8 7
A .  N a k a m u r a ,  S .  H o r i u c h i ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h e  s t a t e  o f  s t r e s s  i n  t h e  f o c a l
t e g i o n  o f  1 9 9 6 0 n i k o b e  e a r t h q u a k e  b y  a n  i n v e r s i o n  o f  b o d y  w a v e  a m p l i t u d e s  a n d
P  w a v e  p o ] a r l t y  d a t a ,  A m e t i c a n  G e o p h y s i c a 】  u n i o n  1 9 9 8  f a Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n
F r a n c i s c o , 1 9 9 8 . 1 2
海 舉 N 恵 仁 ・ 洲 修 一 郎 ・ 岡 田 知 己 ・ 河 野 ・ 俊 火 ・ 仁 田 交 市 ・ 中 村 ' 綾 子 一 浅 野
陽 一 ・ 杉 薪 單 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 長 谷 見 品 子 ・ 伊 東 明 彦 、  1 9 9 6 年 8
打 1 1 日 宮 城 県 鬼 首 地 於 ( M 5 . 9 ,  M 5 . フ ) 震 鴻 け 或 画 、 ト 1 こ 分 布 す る  S  波 反 射 ' 面 ,
地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 本 ト ラ ン セ ク ト ー 最 新 成 果 か ら み た 島 弧 変 形 と
地 殻 枇 造 一 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3 月
中 村 綾 丁 ' ・ 長 谷 川 昭 ・ 平 Ⅲ 直 ・ 岩 峪 貴 哉 ・ 浜 円 博 之 , 1 9 9 8 年 9 月 3 日 雫
冶 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 前 後 の 地 震 波 速 度 変 化 検 出 の 試 み , 東 北 日 本 弧 ト ラ ン セ
ク ト , 地 旋 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 本 ト ラ ン セ ク ト 、 最 新 成 果 か ら み た 島 弧
変 形 と 地 売 財 " 造 ・ 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3 月
河 . 野 徳 仟 二 ・ 岡 田 知 己  1 太 翌 暢 ・ 堀 修 一 郎 ・ 河 野 ・ 俊 夫 ・ 仁 f ・ H 交 市 ・ 長 谷 川
昭 ・ 西 出 則 武 , 長 町 ' 利 府 断 塀 の 最 深 部 で 発 生 し た 1 9 9 8 年 9 月 1 5 Π の 地 震
( M 5 . 0 ) に つ い て , 地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 木 ト ラ ン セ ク ト 、 最 新 成 果
か ら み た 島 弧 変 形 と 地 殻 構 造 ・ 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3  珂
河 野 俊 火 ・ 海 野 徳 仁 ・ 「 尚 田 知 己 ・ 松 澤 暢 ・ 伊 藤 喜 宏 ・ 中 村 綾 子 ・ 浅 野 陽 一
中 島 淳 ・ ' ・ 長 谷 川 昭 , 1 9 6 2 年 宮 城 県 北 部 地 震 ( M 6 . 5 ) の 震 源 断 層 周 辺 の 1 般
小 地 震 活 動 , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 火 会 , 柬 京 、  1 9 9 9 年 6 月
堀 修 一 郎 ・ 海 野 徳 仁 ・ 岡 田 知 己 ・ 河 野 ・ 俊 夫 ・ 仁 田 交 市 ・ 中 村 綾 子 ・ 浅 野
陽 一 ・ 杉 賊 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 長 谷 見 晶 子 ・ 伊 東 明 彦 , 1 9 9 6 年 8
月 1 1 日 宮 妨 戈 県 鬼 首 地 震 ( M 5 . 9 , 5 . フ ) 震 源 域 i 丘 、 ド に 分 布 す る  S  波 反 射 面 ,
1 9 9 9 年 地 球 惑 昆 . 科 学 関 連 学 会 合 同 火 会 , 東 京 , 1 9 9 9 年 6 月
中 村 綾 子 ・ 長 谷 川 昭 ・ 平 田 直 ・ 岩 ' 1 1 1 奇 壱 f 哉 ・ 浜 口 1 専 之 , 1 9 9 8 年 9 月 3  口 雫
石 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 前 後 の 地 震 波 速 度 変 化 の 検 出 の 試 み , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科
学 関 述 学 会 合 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 9 年 6 月
安 達 省 泰 , 佐 藤 櫓 准 1 ・ 長 谷 川 昭 , 3 次 元 地 球 内 部 構 造 の 教 育 ・ 研 究 用 動 画
の 作 成 : マ グ マ 発 ル 域 の 構 . 造 , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 , 東
京 , 1 9 9 9 年 6  乃
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195. A. Hasegawa, shaⅡOw seismicity and deformation process of 血e crust 血 the
northeastern Japan arc, The 2nd EU・Japan worlくShop on seismic Risk,1Celand,
Reykjavik,1999.6.
196.松本恥ン小原一成・吉本和生・齊藤竜彦・伊東明彦・長谷川昭,アレイ
データに基づく 1998索石の地震前後の発破波形変化について,1999年地球
惑星科学関連学会合同大会,東京,1999年6河
197.'浦英俊,長谷見晶子ソ」>營正裕・伊東明彦・長谷川昭.宮城県鬼首地域
におけるコーダ波減衰特性,1999年地球惑星科学関連学会合同大会,東京,
1999年6月
198.伊藤喜宏'岡田知己・松澤暢・伊東明彦§毎野,徳仁ノ長谷川昭,経.験的
グリーンテンソルを用いた役!t,ト地震のモーメントテンソルインバージヨン,
19994汁也」求惑星科学関連学会合同大会,東京,1999年6月
199.中島淳一・・松澤暢・仁田交市・趙ブd1吟・長谷川昭,後続波によって推
定された東北日本弧におけるモホ面の形状と性質,1999年地球惑星科学関連
学会合同大会,東京,1999年6月
200.長谷見晶子・下山みを・堀修一郎・長谷川昭・坂守,秋田県南部を通る
爆破地震動の初動の減変,1999年地球惑星科学関述学会合同大会,東京,
1999年6月
2侃.岡細知己一海野徳仁・松澤暢・長谷川昭,仙台近郊の地震の震源過程,
1999年地球惑星科学関連学会合同大会,東京,1999年6 H
202.佐藤博樹・安達省泰・長谷川昭,速度備造による温度分布の見利ルリと流
体層の効果,1999年地球惑星利,q渕迎学会合同大会,東京,1999年6月
203.五十嵐俊1専・松澤暢・長谷川昭, Maxwyss,太平洋プレートに関迎する
地旋活動の時空問変化.1999年地吋U隈星科学関迎学会合同大会,東京,19四
年6 打
204.海野徳仁・岡田知己・松澤暢・堀修一則卜河野俊夫・仁田交市・長谷川
昭・西出則武,長町・利府断屡の最深部で発生した1998年9月15日の地震
(M5.0)について,1999年地球惑星科学関速学会合同大会,東京,1999年6月
205.吉田武義・津村紀子・長谷川昭・岡村聡・趙大脚上水村純一,束北本
州弧におけるマントルの枇成と進化,1999年地球惑星科学関連学会合同大
会,東京,1999年6月
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岡 田 知 己 ・ 海 野 徳 仁
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中 卞 拓 亥 子 ・ 河 野 イ 麦 夫 ・ 伊 東 1 明 彦 ・ 石 川 由 季 子 ・  s e r i f  B a r i s  ・  R i z a  p e k t a s
B a ] a m i r  u c e r  ・  A .  M e t e l s i k a r a  ・ 本 蔵 義 守 ・ 長 谷 川 昭 , 1 9 9 9 年 コ ジ ャ エ リ 地
震 震 源 域 に お け る 余 震 女 見 測 , 日 木 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 耿 季 大 会 , 仙 台 , 1 9 鯛 午
1 け ]
長 谷 川 昭
の 震 源 過 程 、
2 0 8
松 木 聡 ・ 小 原 一 成 ・ 吉 本 和 生 ・ 斎 藤 竜 彦 ・ 伊 東 明 彦 ・ 長 谷 川 昭 , ア レ イ
観 測 デ ー タ に 基 づ く 1 9 9 8 年 岩 乎 県 内 陸 北 部 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 市 仟 妾 の 発 破 波 形
変 化 に つ い て ( 2 ) , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 , 仙 台  1 9 9 9 年 1 1 月
神 山 眞 , 1 9 9 8 年 9  門 1 5 日 に 仙 台 市 で 発
日 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 耿 季 大 会 , 仙 台 、
2 0 9
五 十 嵐 俊 1 卓 ・ 松 澤 暢 ・ 長 谷 川
日 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 ,
2 1 0
伊 藤 喜 宏 ・ 岡 田 知 己 ・ 杉 § 翠 暢 ・ 海 野 イ 劇 一 . ・ 長 谷 川 昭 广 前 田 憲 二 , 経 再 剣 御
グ リ ー ン テ ン ソ ル 法 に よ り 推 定 し た 1 9 9 8 年 9 月 1 5 日 仙 台 市 の 地 震 ( M 5 . 0 )
の 折 U 妥 の 発 震 ぢ 財 韓 , Π 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 火 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 1 月
2 1 1
内 田 淳 ・ 口 石 雅 彰 、 ・ 森 安 貞 夫 ・ 堀 内 茂 木 ・ 飯 尾 能 久 ・ 長 谷 川 昭 ・ 海 野
従 H 二 ・ 松 洋 暢 ・ 吉 本 和 生 ・ 伊 藤 久 男 , 高 サ ン プ リ ン グ イ ン テ リ ジ ェ ン ト
デ ー タ ロ ガ ー の 開 発 ,  H 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 , 仙 六 , 1 9 9 9 年 1 1 月
2 1 2
暢 ・ 岡 田 知 己 ・ 仁 田 交 市 ・ 佐 畷 俊 也 ・ 立 花
東 北 大 学 の 観 測 シ ス テ ム に つ い て , Π 本 地 震
1 9 四 年 Ⅱ 月
昭 , 岩 乎 県 釜 石 沖 の 冏 村 地 旋 的 地 震 活 動
仙 台 、  1 9 9 9 年 1 1 月
堀 1 勾 茂 木 ・ 飯 尾 能 久 ・ 内 出 淳 ・ 森 安 貞 夫 ・  U 石 雅 影 、 ・ 長 谷 川 昭
徳 仁 ・ 松 澤 暢 ・ 吉 本 和 生 ・ 伊 藤 久 男 , 自 動 処 理 機 能 村 き 高 サ ン プ リ
震 観 測 テ レ メ タ ー シ ス テ ム の 開 発 ,  H 本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 ,
1 9 鯛 年 Ⅱ 打
2 1 3
松 本 聡 ・ 小 原 一 成 ・ 六 木 和 生 ・ 斎 藤 竜 彦 ・ 伊 東 明 彦 ・ 長 谷 川 昭 广 短 ス パ ン
地 震 計 ア レ イ 観 測 デ ー タ を 用 い た 地 殻 内 S 波 散 乱 休 イ メ ー ジ ン グ の 試 み ,  H
本 地 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 火 会 . 仙 台 . 1 9 9 9 年 1 1 打
2 1 4
海 壁 H 悳 仁 ・ 岡 田 知 己 ・ 松 澤 暢 ・ 小 村 綾 子 ・ 堀 修 一 郎 ・ 河 野 俊 夫 ・ 仁 田
交 市 ・ 長 谷 川 畔 十 西 出 則 武 , 長 町 ・ 利 府 断 層 の 最 深 部 で 発 侘 し た 1 9 9 6 年 9
月 1 5 日 の 地 震 ( M 5 . 0 ) に つ い て ( そ の  2 ) . 目 1 け 也 震 学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 ,
仙 台 、  1 9 9 9 午 1 1 1 1
2 1 5
三 浦 哲 ・ 河 野 俊 夫 ・ 松 澤
憲 司 ・ 橋 本 恵 一 ・ 長 谷 川 昭 ,
学 会 1 9 9 9 年 度 秋 季 大 会 , 仙 六 ,
海 野
ン グ 地
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216中島淳一・松澤暢・仁田交'市・趙ゾU鵬・長谷川昭,束北地力中央部の
高分解能三次元地震波速度桃造,Π本地旋学会1999年度秋季大会,仙台,
1999年11月
堀修一郎・河.野イ恵イ'1・浅野陽・ー・長谷川昭,東北日本の S 波反4小向、口本
地震学会1999年度1火季入会,仙台,1999年Ⅱ乃
T. Matsuzawa, T.1garashi and A. Hasegawa, charactenstic smaⅡ earthquake
Sequence 0丘 Sanriku, Japan, AGU (American Geophysical union) 1999 FaⅡ
Meeting, USA san Fmncisco, california,1999.12
Y.1to,1. okada, T. Matsuzawa, A. RO, N. umino and A. Hasegawa, Moment
tensor lnversion for microearthquakes using emplrlca] Gteen's functlon
derivatives, AGU (American Geophysical union) 1999 FaⅡ Meeting, USA, san
FTancisco, california,1999.12
N. umino, M. onodera, D. zhao, S、 Horiuchi, S. Hori, A. Nakamura, and A
Hasegawa, sha110w seismicity and crustal stTucture in the nm、theastern Japan
雛、C,1nternational workshop on seismotedonic at the subduction zone, Japan,
Tsukuba,1baralくi,1999.12
T.1gal'ashi, T. Matsuzawa, N. umino and A. Hasegawa, Triple・planed deep
Seismic zone beneath the northeastern ]apan arc: Norma] fault type events at the
top surface ofthe s]ab, AGU (American Geophysical union) 1999 FaⅡ Meeting,
USA, san Francisco, califomia,1999.12
三浦英俊・長谷見品、f ・河野1恵イニ・長谷川昭・小菅正裕,コーダ波減衰か
らみた宮城県兜首地域の地殻榊造,大陸形成と地珠のダイナミクスー岳屶瓜
地殻の形成・変形過程一,地震研究所共同利川研究集会,東京,2000午・3月
,や島淳一・松澤 1陽・長谷川昭.大陸形成と地珎のダイナミクスー島弧地
殻の形成・変形過程一,地震緋究所共河利用研究架会,東京,2000年3月
長谷川昭,地震波で見た地殻不均貿桝造と地殻流体,地旋予知研究協議会
「第6 回企画部準備会・拡大会耐剣,東京,2000年3 打
吉田武巽・田小明子・堀修一郎・海野,徳仁・長谷川昭,東北脊梁"1地ドの
伏在深成岩体群,大陸形成と地球のダイナミクスー島弧地殻の形成・変形
過程一,地旋狗形榔所共同利用研究染会,東京,2000年3月
長谷川昭,東北日本沈み込み帯の地震学的構造,岡山入学劇休地球研究セン
ター固休地ナ求七ミナー、岡山県,三朝,2000年5月
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2 2 7 . 中 村 綾 子 ・ 長 谷 川 昭 ・ 伊 東 明 彦 ・  B a l a m i r  u c e r  ・  s e r H  B a r i s  '  A h m e t l s i k a r a ,
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松 本 聡 ・ 小 原 一 成 ・ 吉 本 和 生 ・ 斉 藤 竜 彦 ・ 伊 東 明 彦 ・ 長 谷 川 昭 . ア レ イ 観
測 デ ー タ に 基 づ く 1 9 9 8 年 岩 手 県 内 陸 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 前 後 の 発 破 波 形 変 化 に
つ い て ( 3 ) , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 . 東 京 , 2 0 0 0 年 6 月
三 浦 英 俊 ・ 長 谷 見 晶 子 ・ 小 菅 正 裕  i 毎 野 徳 仁 ・ 長 谷 川  1 昭 , コ ー ダ 波 か ら み
た 宮 城 県 鬼 首 地 域 の 地 殻 構 造 、 地 球 惑 星 科 学 剛 連 学 会 , 東 京 , 2 0 0 0 年 6 月
海 野 徳 仁 ・ 仁 田 交 市 ・ 長 谷 川 昭 ・ 佐 藤 比 呂 志 , 過 去 の 大 地 震 の 震 源 城 周 辺
の 微 小 地 震 活 動 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 , 東 京 , 2 0 0 0 年 6 月
五 十 嵐 俊 M  1 公 澤 暢 ・ 長 谷 川 昭 , 岩 手 県 釜 石 沖 の 固 村 地 震 的 地 震 活 動 ( 2 )
地 震 ク ラ ス タ ー 内 の 小 ク ラ ス タ ー , 地 球 惑 昂 1 斗 学 関 連 学 会 、 東 京 , 2 0 0 0 年 6 月
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238.長谷川昭,東北日本の海陸境界部地震発生帯,地球惑星科学関連学会,東京,
20舶年6月
239. J. Nakajima, T Matsuzawa, A. Hasegawa, and D. zhao, F]uids beneath active
Volcanoes in the NE Japan arc inferred from seismic tomography, The 2・nd
International seismic-volcanic workshop on North・]2Panese, Kurilu・Kamchatka,
and A]eutian・Alaskan subduction processes, Japan, onuma and sapporo,2000.フ
240. N. umino, T okada, and A. Hasegawa, Foreshock and a介ershock sequence of
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earthquakes off sanriku, Japan,1nternationa] workshop Global change
Connection to the Arctic, Japan, sendai,2000.8
242. J. Nakajima, T Matsuzawa, A. Hasegawa, and D. zhao, Tomographic imaging of
Seismic velocity structure beneath the nm'theastern Japan arc,1nternational
Wor1蝿hop G]obal change : connection to the k、ctic, Japan, sendai,2000.8
243.中道治久・浜口博之・長谷川昭,岩手山の深部低周波地震の震源分布と発
震機構,日本火山学会2000年秋季火会,茨城県,水戸,2000年9月
244.長谷川昭,東北地方の地殻・上部マントルの構造と第四紀火山,火山学七
ミナー、日本火山学会2000年秋季大会,茨城県,水戸,2000年9 打
245.浅野陽一・海野,徳仁・岡田知己・堀修一則卜長谷川昭,アレイ観泌Ⅱこよる
長町一利府断層直下の不均質構造の推定,日木地震学会2000年度秋季大会,
茨城県,つく{ま、市,2000年11月
246.,・1・,道治久・浜仁け専之・長谷川昭,岩手山の深剖Ⅱ氏周波地震のスペクトル比
によるモーメントテンソルインバージョン,Π本地震学会2000年度秋季大
茨城県,つくぱ市、 2000年11月会
247.長谷見品子・靴澤蒸・堀修一郎・海野徳仁・長谷川昭,耿田・山形県境
沖の地震(1999年2 河26日・ M5.1)について一断層面・周辺地域での波の減
衰一,日本地震学会2000年度秋季大会,茨城県,つくぱ市,2000年11月
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堀 内 茂 木 ・ 根 岸 弘 明 ・ 1 人 」 田 淳 ・ 森 安 貞 夫 ・ 「 1 石 耽 列 、 ・ 長 谷 川 昭 ・ 海 町
徳 仁 ・ 杉 醍 躍 暢 ・ 吉 本 和 生 . 長 岡 一 利 府 断 屡 周 辺 域 に お け る 高 サ ン プ リ ン グ
地 震 観 測 一 観 測 シ ス テ ム ー ,  H 本 地 震 学 会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会 茨 城 県 , つ く
ぱ 市 、  2 0 0 0 午 H 打
中 島 淳 一 ・  M a x w y s s ・ 長 谷 川 昭 , 斗 羽 ヒ U 本 弧 に お け る プ レ ー ト の 沈 み 込 み
に 倒 係 し た マ グ マ の 件 . 成 と そ の 上 男 . 経 路 、 日 本 地 震 学 会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会
焚 城 県 、 つ く ば 市 , 2 0 0 0 午 1 1 打
五 十 嵐 俊 博 ・ 杠 嘉 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 , 東 北 Π 本 弧 に 発 生 す る 相 仞 J 也 震 群 の 時
空 問 分 布 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 0 年 度 耿 季 大 会 , 茨 城 県 , つ く ぱ 市 , 2 0 0 0 年 H 月
U 萠 寮 比 呂 志 ・ 岩 崎 貴 哉 ・ 平 田 喧 ・ 池 田 安 1 盗 ・ 長 谷 川 昭 ・ 海 野 徳 仁 ・ 吉 田
武 義 ・ 伊 藤 谷 生 ・ 大 円 健 志 ・ 今 泉 俊 文 ・ 蔵 下 英 司 ・ 小 澤 岳 史 ・ 川 中 卓
井 川 猛 , 反 捌 法 地 震 探 査 に よ る 秋 測 県 山 利 丘 陵 下 の 地 売 財 韓 造 , 日 木 地 震 学
会 2 0 0 0 年 度 チ 火 季 火 会 , 茨 城 県 . つ く ぱ 市 . 2 0 0 0 年 H 月
佐 藤 凡 子 ・ 矢 音 蹴 爽 男 ・ 山 本 清 彦 ・ 長 谷 川 昭 , 変 形 率 変 化 法 に お け る 応 力 値
の 客 観 的 評 価 法 . 日 本 地 震 学 会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会 . ツ U 成 県 , つ く ぱ 市 , 2 0 0 0
年 Ⅱ 月
J .  N a k a j i m a ,  M .  w y s s ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  A  c a n d i d a t e  f o r  t h e  s o u t c e  a n d  p a t h  o f
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2 0 o o  f a Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  c a l i f o r n i a , 2 0 0 0 . 1 2
Y .  A s a n o ,  N .  u m i n o ,  S .  H o r i ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  B r i g h t  T e f l e c t i v e  l a y e r  b e n e a t h
t h e  f a u ] t  o f  a n  M  5 .  o  e a r t h q u a k e  t h a t  o c c u n ' e d  i n  s e n d a i ,  n o r t h e a s t e r n  J a p a n ,
A G U  2 0 o o  f 且 Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  c a ] i f o r n i a , 2 0 0 0 . 1 2
T .  o k a d a ,  u m i n o ,  N . ,  a n d  H a s e g a w a ,  R u p t u r e  H e t e r o g e n e i t y  o f  M o d e r a t e ・ s i z e
E a r t h q u a k e s  i n  N E J a p a n ,  A G U  2 0 o o  f a Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  c a l i f o r n i a ,
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A . 1 t o ,  R .  H i n o ,  N .  u m i n o ,  T  o k a d a ,  A .  N a k a m u r a ,  A .  H a s e g a w a ,  H .  F u j i m o t o ,  S
M i u r a ,  S .  K o d a i r a  a n d  A .  H a s e m i ,  s e i s m i c  v e l o c i t y  s t r u c t u r e  o f  t h e  l s ] a n d ・ a r d
O c e a n  T r a n s i t i o n  z o n e  o f t h e  N E  J a p a n  雛 C ,  A G U  2 0 o o  f a Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n
R ' a n c i s c o ,  c a l i f o r n i a , 2 0 0 0 . 1 2
長 谷 川 昭 , 地 震 波 で ど う 見 え る か ? , 第 2 7 1 1 引 地 質 調 査 所 研 究 発 表 会 , 茨 城
県 , つ く ば 市 , 2 0 0 0 年 1 2 月
258長谷川昭,地震波で見る地殻流体の影,第1回地震総合フロンティア研究
検討会,東京,2000年12月
長谷川昭,東北地方のVPⅣS比と地殻活動、地震予知研究協議会成果報告
シンポジウム,東京,2001年3 打
長谷川昭,東北日本のトモグラフィ「地震発生と水』シンポジウム,東京
2001年3月
氏川尚子,海野・徳仁,堀修一郎、長谷川昭,1998年9月15Hの仙台市の地
震(M5.0)の震源域直下のS波反射体の桃造,地球惑星科学関迎学会2001
年合同学会,東京,2001年6 打
浅野陽・ー,中村綾子,堀修一郎、河野俊夫、仁田交市,岡Ⅲ知己,海県f徳仁,
長谷川昭,趙火朋!},瀧澤薫、 3 成分アレイ観測による鳥取県西部地震
震源域の地殻不均質構造,地球惑星.科学関連学会2001年合同学会,東京,
2001年6月
宗田靖恵,松澤暢,長谷川昭、レシーバー関数鯆オ斤による東北日木弧の
地殻・最上'部マントル速度構造,地球惑星科学関迎学会2001年合同学会,東
京,2001年6月
中島淳一,長谷川昭.筥'城県鬼首地域およびその周辺の三次元地震波速度
構造,地球惑星.科学関述学会2001年合同学会,東京,2001年6月
有吉慶介.加膝尚之,長谷川昭,東海地域における近年の地殻変動及び地
震活動の変化にっいての数値シミュレーションによる検削,地球惑星科学関
連学会2001年合1司学会,東京,20侃年6月
五十嵐俊博・松澤暢,長谷川昭,東北[_1本弧に発生する相似地震群の「庁
空間分布(2),地球惑星科学関連学会2001年合同学会,東京,2001年6月
長谷川昭,東北日本沈み込み帶の地震学的構造,愛媛大学地球深部ダイナ
ミクス研究センタージオダイナミクスセミナー,松1」1,2001年7 河
長谷川昭東北1ヨ本沈み込み帯の地震学的悩造一地震波で見る流体の影,
東京大学地震研究所金曜日セミナー,東京,2001年7打
A. Hasegawa, New S比Ucture for earthquake prediction research in Japan, The
First china、Japan N入10rlくShop on Earthquake Disaster Mitigation, china, Beijing,
2001.9
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岡 田 知 己 , 山 、 ト ' 哲 央 , 長 谷 川 昭 , 小 池 二 郎
島 県 沖 に 発 化 し た 地 旋 ( M 5 ' 鋤 の 発 生 過 程 . ,
会 、 鹿 児 島 、  2 0 0 1 年 1 0 月
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オ ム ・ プ ラ カ シ ュ , 三 田 亮 平 , 袖 H 予 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ,趙 大 鵬 ,
弌 ン ユ フ
T o m o g r a p h y  o f  t h e  b o u n d a l ' y  u n d e r  N E  J a p a n  f o r e a r c  i t s  i m p l i c a t i o n s  f o r
i n t e 印 l a t e e a r t h q u a k e s , Π 本 地 旋 学 会 2 0 0 1 年 度 秋 季 大 会 , 鹿 児 島 , 2 0 侃 年 1 0 月
2 7 2
佐 藤 凡 子 , 矢 部 康 男 , 山 本 清 彦 ,
測 定 一 阿 寺 断 層 上 野 掘 削 井 一 ,
2 0 0 1 年 1 0 打
長 谷 川 昭 , 基 盤 観 測 網 と そ の 活 用 , 地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 地 震 波 形 デ ー タ
の 沖 1 リ ア ル タ イ ム 解 析 シ ス テ ム の 研 究 」 . 茨 城 県 , つ く ぱ 市 , 2 0 0 1 年 1 0 月
2 7 3
長 谷 川 昭 , 変 形 率 変 化 法 に よ る 地 殻 応 力
日 木 地 震 学 会 2 0 侃 年 度 秋 季 大 会 , 鹿 児 島 ,
内 田 直 希 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 昭 , 五 十 嵐 俊 博 , 相 似 地 震 の 活 動 か ら 推 定 さ
れ た 福 島 県 沖 プ レ ー ト 境 界 に お け る 非 地 兒 ι 姓 す べ り , Π 本 1 佃 妥 学 会 2 0 0 1 午 度
秋 季 大 会 , 鹿 児 島 , 2 0 0 1 午 1 0 1 」
2 7 4
岡 田 知 己 , 山 下 哲 央 , 中 山 貴 史 . 松 澤 暢 . 長 谷 川 昭 , 田 島 文 子 . 東 北 大
学 広 帯 域 地 震 観 測 網 に よ る モ ー メ ン ト テ ン ソ ル 解 自 動 決 定 , Π 本 地 震 学 会
2 0 飢 年 度 秋 季 大 会 , 鹿 児 島 , 2 0 0 1 年 1 0 月
高 濱 聡 , 2 0 0 1 年 2  打 2 5 Π 福
日 本 地 旋 学 会 2 0 0 1 年 度 秋 季 火
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彰 、 瀬 冬 樹 , 中 村 綾 子 , 長 谷 川 朋 , 東 北 地 力 に お け る b 価 の 空 開 分 布 ー ア ス
ぺ り テ ィ を 避 け る 高 b 値 一 , 日 本 地 震 学 会 2 0 侃 年 度 秋 季 大 会 , 鹿 児 島 , 2 0 0 1
年 1 0 f j
2 7 6 , , ・ 1 、 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 . 武 井 康 子
日 木 地 震 学 会 2 0 侃 年 度 秋 季 大 会 ,
2 7 フ
津 村 紀 子 , 何 可 誕 谷 生 , 鈴 木 和 子 、 菊 地 伸 輔 , 在 山 一 則 , 森 谷 武 男 , 秀 彩 藤 秀 雄 ,
川 中 卓 , 小 澤 岳 史 , 井 川 猛 , 岩 畷 了 貰 哉 , 長 谷 川 昭 , 阿 部 信 太 郎 , 日 高
衝 突 帯 超 深 割 井 業 査 ( s u p e r 、 d e e p  H i d a k a 2 0 0 0 ) : 槻 要 と 今 後 の 課 題 , 日 本 地 震
学 会 2 0 0 1 年 度 耿 季 火 会 , 鹿 児 島 , 2 0 0 1 年 1 0 月
2 7 8
諏 訪 誥 子 , 三 浦
井 斤
長 谷 川 昭 , 佐 j 剰 斐 也 , 立 花 憲 司 , 福 島 県 沖 の M 5 . 8 の
「 コ ,
地 震 ( 2 0 0 ν 2 / 2 5 ) に 伴 っ て 観 測 さ れ た  M W 6 . 6 1 H 当 の 非 地 震 性 す べ り ,  H 本
地 震 学 会 2 0 0 1 年 度 秋 季 火 会 , 鹿 児 島 , 2 0 0 1 年 1 0 月
2 7 9
東 北 日 本 弧 の メ ル ト 分 布 域 と 異 方 性 構 造 ,
鹿 児 島 , 2 0 侃 年 1 0 打
S. Miura, T. sato, K. Tachibana, Y satake, and A. Hasegawa, crustal Deformation280
Observed by a Dense GPS Network around ou Badくbone Range, northeastern
Japan, proceedings of the lnternational symposium on slip and Flow processes
in and be]ow the seismogenic Region, Japan, sendai,2001.11,
A. Hasegawa, H.1to, T.1Wasakl, and T 11くawa, Deep structure of Nagamachi・Rifu281
fault as lnferred hom seismic expeditions, proceedings of the lnta'national
Symposium on slip and Flow ptocesses in and be]ow the seismogenlc Region,
Japan, sendai,2001.11
N. umino, H. ujikawa, S. Hori, and A. Hasegawa, Distinct s・wave reflectors282
(bright spots) detected beneath Nagamachi・R辻U fauH, proceedin牙S of the
Inta'nationa] symposium on slip and Flow processes m and below the
Seismogenic Region, Japan, sendai,2001.11
K. Yoshimoto, T.1くada, and A. Hasegawa, Local cTustal structure around the283
Nagamachi、Rifu fault deTlved from receiver functions, proceedings of the
International symposlum on sHp and F]ow processes ln and below the
Seismogenic Region, Japan, sendai,2001.11
T.1kawa, T. Kawanaka, S. Kawasaki, A. Hasegawa, N. umino, A. Nakamura,284
Seismic reaection survey of the deep structure of Nagamachi・Rifu fault,
Northeast Japan, proceedings of the lnternational symposium on slip and FIOW
Processes in and below the seismogenic Region, Japan, sendai,2001.11
T. okada, N. umino, Y' 1to, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, and M. Kamiyama,285
Source process oftwo moderate eaTthquake sequences in NEJapan by waveform
inversion, proceedings of the lnternatlonal symposium on s]ip and FIOW
Processes in and below the seismogenic Region, Japan, sendai,2001.11
長谷川昭,地震予知研究から見た構造研究,海洋科学技術センター固体地286.
球フロンティア研究システムワークシヨップ:構造研究の SomethingNew
東京,2001年H月
A. Haseg2Wa, Evidence for flulds extensively distributed below the seismogenlc287
apper crust of the Japan lslands, The 2002 Japan・Taiwan Joint seminar on
Earthquake Mechanisms and Hazards,]apan, Nagoya,2002.1
長谷川昭,釜石沖における地震予匁1と三陸沖、福烏沖のカップリング,地288
震予知研究協議会成果帳告シンポジウム,東京,2002年3河
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諏 訪 謡 子 , 三 浦 哲 , 長 谷 川 昭 , 佐 膿 俊 也 、  3 次 元 変 位 場 を 考 慮 し た 東 北
日 オ 阿 瓜 の プ レ ー ト 間 カ ッ プ リ ン グ モ デ ル 、 地 球 惑 皐 、 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同
火 会 、 東 京 , 同 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー . 2 0 0 2 年 5 月
立 花 憲 司 , 諏 訪 謡 子 , 長 谷 川 昭 ,  G P S 連 続 観 測 網 に
佐 藤 俊 也 , 三 浦
オ 斤
1 コ ,
よ り 観 測 さ れ た 東 北 地 方 の 地 殻 上 下 変 動 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同
大 会 , 東 京 、 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー , 2 0 0 2 午 5 月
佐 藤 凡 子 , 矢 部 僻 i 男 , 山 本 清 彦 , 長 字 予 j Ⅱ  1 矯 , 1 n ・ S 北 U s t r e s s  m e a s u t e m e n t
b e n e a t h  s e a a o o r  b y  D e f o r m a t i o n  R a t e  A n a l y s i s , 地 球 惑 星 、 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年
介 列 大 会 、 東 京 、 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 行 少 年 総 合 セ ン タ ー , 2 0 0 2 年 5 月
浅 野 , 陽 一 , 長 谷 川 昭 ,  S コ ー ダ 波 の エ ン ベ ロ ー プ 形 状 か ら 推 定 さ れ る 散 乱
係 数 の 空 間 分 布 、 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 火 会 , 東 京 , 国 立 オ リ ン
ピ ッ ク 記 念 行 少 年 総 介 セ ン タ ー , 2 0 0 2 年 5 月
長 谷 川 昭 , ア ス ペ り テ ィ の 繰 り 返 し す べ り と 地 旋 発 生 予 測 , 地 球 惑 星 科 学
関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京 , 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 介 セ ン
タ ー , 2 0 0 2 年 5 月
長 谷 川 昭 , ア ス ペ り テ ィ の 繰 り 返 し す べ り と 地 震 予 知 , 第 1 3 回 地 球 物 理 学
談 話 会 , 仙 台 , 2 0 0 2 年 5 月
内 田 直 希 , 五 十 嵐 俊 博 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 昭 , 釜 石 沖 「 固 有 地 震 」 の T i m e ・
t o 、 F a i l u r e 解 析 , 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京 , 国 立 オ リ ン
ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 介 セ ン タ ー , 2 0 0 2 年 5 月
岡 田 知 己 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 昭 , 釜 石 沖 「 固 有 地 旋 」 の 震 源 過 程 の 比 較 研 究 ,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 . 東 京 . 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年
総 合 七 ン タ ー , 2 0 0 2 年 5  打
五 十 嵐 俊 愽 , 酒 井 慎 一 , ト 部 卓 , 長 谷 川 昭 , 関 東 一 東 北 地 方 の 札 H 以 地 震
活 動 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 束 京 , 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念
青 少 年 総 合 セ ン タ ー , 2 0 0 2 年 5  打
内 田 値 希 , 五 十 嵐 俊 愽 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 昭 , 相 似 地 震 解 析 に よ る 1 9 9 4 年
三 陸 は る か 沖 地 震 の 余 効 す べ り の 畔 空 問 変 化 の 推 定 , 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 速 学 会
2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京 , 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー , 2 0 0 2 年
5 月
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299中島淳一,長谷川昭,武井康子,地震波速度・異力性構造からみた東北日
本弧マントルウエッジの流体分布,地球惑星科学関速学会2002年合岡火会
東京,に上辺オリンピック記念青少年総合センター,2002年5 打
氏川尚子,海野徳仁,堀修一郎,長谷川昭,東北日木弧の地殻内S波反射
帯の内引井韓造,地球惑星オ1学関連学会2002年合同大会,東京.国立オリン
ピック記念青少年総合センター,2002年5月
引、瀬冬樹,中村綾孑・,長谷川昭,東北「1本太平洋下のプレート境界に推定
されたアスペりティ周辺のb値の時空間変化,地球惑星科学関速学会2002年
合同大会,東京,国立オリンピック記念青少年総合センター,2002年5月
小澤岳史.平田卓佐燧比昌志.吉田武裟,岩崎貴哉.池田安隆,川ホ
直,長谷川昭,海野徳仁,大口武志,反射法地震探査による由利斤陵の地
殻構造.北部本州リフトの形成と解体,地球惑星科学関連学会2002年合同火
会,東京,国立オリンピック記念青少年総合センター,2002年5月
中島淳一,長谷川昭,流イ木と地震波低速度域,地球惑星科学関連学会2002
年合同大会,東京,国立オリンピック記念青少年総合七ンター,2002年5月
Uchida, N., T.1garashi, T. Matsuzawa, and A. Hasegawa, spatio・temporal
distribution of afta、slip of the 1994 Far・0丘・sanriku earthquake, Japan, estimated
h、om repeating earthqualw analyses,3rd Biennial worlくShop on subduction
Process emphasi2ing the Kun]e・Kamchatka・Aleutian Arcs, Alaska, USA,
Fairbanks,1ARC(1nta'nationalArdic Research center),2002.6
Asano, Y., and A. Hasegawa, An inversion method for estimating spaual variation
Of scattering coe丘iclent using seismog捻m envelopes of s coda, western pacific
Geophysics Meeting,2002 WPGM (western pacific Geophysics Meeting), New
Zealand, weⅡington, weⅡington convention center,2002,フ
Hoti, S., N. umino, and A. Hasegawa, Distind s・wave reaectors(Bright spots)
extensively existing in the mid・crust ofthe northeastern Japan arc,2002 WPGM
(western pacific Geophysics Meeting), New zealand, weⅡington, weⅡington
Convention center,2002.フ
Nakajima, J., A. Hasegawa, and Y Takei, Fluids beneath the northeastern Japan
Subduction zone estimated 丘om seismic ve]oclty and anisotropy structures,2002
NVPGM (western pacific Geophysics Meeting), New zealand, weⅡlngton,
WeⅡington convention center,2002.フ
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N .  s a t o ,  Y  Y a b e ,  K .  Y a m a m o t o ,  H . 1 t o ,  A .  H a s e g a w a , 1 n ・ s l t u  s t r e s s e s  n e a r  t h e
N o j i m a  f a u l t ,  J a p a n ,  e s t i m a t e d  b y  D e f o r m a t i o n  R a t e  A n a l y s i s , 2 0 0 2  X 入 I P G M
( w e s t e r n  p a c i f i c  G e o p h y s i c s  M e e t i n g ) ,  N e w  z e a l a n d ,  w e Ⅱ i n g t o n ,  w e Ⅱ i n g t o n
C o n v e n t i o n  c e n t e 二  2 0 0 2 . フ
U m i n o ,  N . ,  H .  u j i k a w a ,  S .  H o r i ,  a n d  A .  H a s e g a w a , 1 n t e r n a l  s t r u c t u r e  o f  s e i s m i c
W a v e  r e f l e c t o r s  i n  t h e  m i d ・ c r u s t  b e n e a t h  t h e  n o r t h e a s t e r n  J a p a n  a r c , 2 0 0 2
W P G M  ( w e s t e r n  p a c i f i c  G e o p h y s i c s  M e e t i n g ) ,  N e w  z e a l a n d ,  w e Ⅱ i n g t o n ,
W e Ⅱ i n g t o n  c o n v e n t i o n  c e n t e r , 2 0 0 2 . フ
A .  H a s e g a w a ,  s e i s m i c  e v i d e n c e  f o r  a u l d s  e x t e n s i v e l y  d l s t r i b u t e d  b e l o w  t h e
S e i s m o g e n i c  u p p e T  c r u s t  o f t h e  N E J a p a n  s u b d u c t i o n  z o n e , 2 0 0 2  W P G M  ( w e s t e r n
P a c i f i c  G e o p h y s i c s  M e e t i n g ) ,  N e w  z e a l a n d ,  w e 1 1 i n g t o n ,  N v e Ⅱ i n g t o n  c o n v e n t i o n
C e n t e r , 2 0 0 2 . フ
H a s e g a w a ,  A . ,  s e i s m i c  e v i d e n c e  f o r  a u l d s  e x t e n s i v e l y  d i s t r i b u t e d  b e l o w  t h e
S e i s m o g e n i c  u p p e r  c r u s t  o f t h e  N E J a p a n  s u b d u c t i o n  z o n e , 2 0 0 2  W P G M  ( w e s t e r n
P a c i f i c  G e o p h y s i c s  M e e t i n g ) ,  N e w  z e a ] a n d ,  w e Ⅱ i n g t o n ,  w e Ⅱ i n g 加 n  c o n v e n t i o n
C e n t e r , 2 0 0 2 . フ
諏 訪 謡 子 , 三 浦 哲 , 長 谷 川 昭 , 佐 雁 俊 也 , 立 花 憲 司 , 3 次 元 変 位 場 を 考
慮 し た 東 北 口 本 に お け る プ レ ー ト 問 カ ッ プ リ ン グ モ デ ル ( そ の 2 ) . 口 本 地
震 学 会 2 0 0 9 年 秋 季 火 会 , 横 浜 . パ シ フ ィ コ 枇 浜 , 2 0 0 2 午 1 1 月
H o r i ,  S . ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  B r i g h t  s ・ w a v e  r e a e c t o r s  e x t e n s i v e ] y
d i s t r i b u t e d  b e n e a t h  t h e  b a c I く b o n e  r a n g e  o f  t h e  N E  J a p a n  a l 、 C ,  G C C A 3 ( 3 r d
I n t a ・ n a t i o n a l  w o r k s h o p  o n  G l o b a ]  c h a n g e :  c o n n e c t i o n  t o  t h e  A r c t i C  2 0 0 2 ) ,
A l a s k a ,  U S A ,  F 2 i r b a n k s , 1 A R C σ n t e t n a t i o n a l  A T d i c  R e s e a t c h  c e n t e r ) , 2 0 0 2 . 1 1
U c h i d a ,  N . ,  T . 1 g a r a s h i ,  T  M a t s u z a w a ,  a n d  A .  H a s e g a w a , 1 n t e r p l a t e  Q u a s i ・ s t a t i c
S l i p  i n  t h e  N o r t h e a s t e r n  J a p a n  s u b d u c t i o n  z o n e ,  E s t i m a t e d  F r o m  R e p e a t i n g
E a r t h q u a k e  A n 2 1 y s e s ,  G C C A 3 ( 3 r d  l n t e r n a t i o n a ]  w o r k s h o p  o n  G l o b a l  c h a n g e
C o n n e c t i o n  t o  t h e  A r c t i C  2 0 0 2 ) ,  A l a s k a ,  U S A ,  F a i r b a n 1 ζ S , 1 A R C ( 1 n t e r n a t i o n a l
A r c t i c  R e s e a r c h  c e n t e r ) , 2 0 0 2 . 1 1
T  M a t u z a w a ,  N .  u c h i d a ,  T . 1 g a r a s h i ,  N .  u m i n o  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s p a t l o ・ t e m p o r a l
V a r i a t i o n  i n  s l i p  r a t e  o n  t h e  p l a t e  b o u n d a r y  0 丘  S a n r i k u ,  n o r t h e a s t e r n  J a p a n ,
e s t i m a t e d  丘 ' o m  s m a Ⅱ  r e p e a t i n g  e a r t h q u a k e s , 4 t h J o i n t  M e e t i n g  o f  u J N R  p a n e l  o n
E a r t h q u a k e  R e s e a r c h , 盛 岡 , ホ テ ル メ ト ロ ポ リ タ ン 盛 岡 , 2 0 0 2 年 1 1 河
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316g阿藤喜宏,岡田知己,長谷川昭,経験的グリーンテンソル法を用いた得ルト
地裟のメカニズム解の推定一稠儁市見測網のデータを川いた手法の検証一,日
本地震学会2009年耿季大会,横浜,パシフィコ横浜,2002年11月
海野徳H三,浅野陽一,岡田知己,松澤暢、長谷川昭,商密変地震徳舗{1網
で観測されたSCSP波による太平洋スラブのⅡ会伏,日本地震学会2009年秋季
大会,横浜,パシフィコ横浜,2002年11月
吉木和生・藤澤宏篤・岡田知己一海坐H恵仁・長谷川辧十小原一成・塚原
弘昭・岡本茂・j1川・.卓・イ赫帳比呂志・佐藤春夫・大竹政和、糸魚、川・靜
岡構造線刷辺における廊時地震観測一下部地殻構造の推定をΠ的としてー,
H本地震学会20四年秋季大会、慥浜,パシフィコ横浜,2002年11月
内田直希,杉薪畢暢,長谷川昭,五十嵐俊博、相似地震解析による宮城
福島県沖プレー付寛界における牟靜的すべりの時空間変化の推定,日本地震
学会2009午秋季大会、横浜,パシフィコ横浜,2002年Ⅱ月
内田直希,松澤暢,海蠣・徳仁,長谷川昭,五十嵐俊博,相似地震活動か
ら推定された1989年,19兜年三陸沖地旋(M7.1, M6.9)に先行する準静的
すべり,日本地震学会2009年秋季大会,横浜,パシフィコ轍浜,2002年Ⅱ河
中島淳・・・,長谷川昭,加11勾茂木,吉木和化,海野従H三、岡田知己,長町・
利府断層周辺の3次元地震波速度構造,日本地震学会2009年秋季大会,横
浜、パシフィコ枇浜,2002年11河
中島淳一,長谷川昭,東北日本弧マントルウエッジの温度不均質と流体分
布,Π本地旋学会2009年秋季大会,横浜,パシフィコ横浜,2002年11河
山下晢央,岡田知己,長谷川昭,小原一・成,杠ゾ京誠、植竹富一,束北日
木太SF洋下のプレート境界で発生する地旋のスケーリング則,Ⅱ本地震学会
2009年耿季大会,枇浜,パシフィコ1黄浜,2002年11月
岡田知己、松澤暢,長谷川昭,東北日木太平洋下のプレー付克界におけ
る中規"U也震のアスペりティとその活動,日本地凌学会20四年秋季大会,轍
浜,パシフィコ村批兵,2002年11月
Uchida, N., T.1garashi, T. Matsuzawa, and A. Hasegawa, spatio・temporal
Distribution of lnterplate Quasi・static s]ip in the Northeastern Japan subduction
Zone, Estimated From Repeating Earthquake Analyses, AGU 2002 FaⅡ Meeting,
USA, san Francisco, Moscone convention center,2002.12
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長 谷 川 昭 , 地 震 ア ス ペ り テ ィ の 繰 り 返 U 波 壊 一 今 後 の 地 震 調 査 計 画 の あ り
方 に 関 述 し て 一 Π 坊 災 に 関 す る 研 究 開 発 の あ り 方 」 に 関 す る シ ン ポ ジ ュ ー
ム ー 防 災 研 究 フ ォ ー ラ ム の 立 ち 1 . げ ー . 斗 〔 京 . 東 京 大 学 地 震 研 究 所 , 2 0 0 2 午
1 2  j 、 }
迫 田 浩 司 , 岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 , 岩 千 ・ 県 翁 石 沖 プ レ ー ト 境 界 近 佳 に お け る
微 小 地 旋 活 動 ー ケ ー ブ ル 式 海 " U 也 宕 訂 汁 の デ ー タ に よ る 震 源 再 決 定 一 , 平 成 1 4
年 度 東 北 地 丘 剣 ι 1 然 災 害 科 学 研 究 条 会 , 彪 、 前 , 到 J 珂 大 学 艘 学 生 命 科 学 部 , 2 0 船
3 2 7 、
3 2 8
岡 田 知 己 . 宮 城 県 沖 プ レ ー ト長 谷 川 昭 , 海 " 予 徳 仁 , 松 澤 暢 , 三 浦
オ 斤
「 - 1 ,
境 界 に 推 定 さ れ て い る ア ス ペ り テ ィ 周 辺 の 最 近 の 活 動 , 平 成 1 4 年 度 耳 U ヒ 地 城
密 然 災 害 科 学 研 究 集 会 、 澎 、 前 剃 、 前 大 学 艘 学 牛 命 科 ・ 学 部 , 2 0 船 年 1 村
伊 藤 喜 宏 . 岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 , ネ 裂 強 的 グ リ ー ン テ ン ソ ル 法 を 用 い た 微 小
地 旋 の メ カ ニ ズ ム 解 の 推 定 , 〒 成 1 4 年 度 東 北 地 域 内 然 災 筈 科 学 研 究 条 会 、 彰 、
前 , 引 、 前 大 学 農 学 生 命 科 学 部 , 2 0 0 3 年 1 打
長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 の 歪 み 染 小 削 辻 流 休 の 分 布 . 内 陸 地 震 発 生 様 式 , 地 震
予 知 研 究 恊 誠 会 、 平 成 1 4 年 度 成 果 桜 告 シ ン ポ ジ ウ ム . 束 京 . 束 京 大 学 地 震 研
究 所 , 2 0 脇 年 3  河
浅 野 陽 一 長 谷 川 昭 , 2 0 0 0 年 鳥 取 県 西 盲 渕 也 旋 の g W 劇 析 層 に 対 応 し た 断 層 破
砕 怜 イ メ ー ジ ン ク ' の 試 み . 地 球 惑 星 科 学 関 辿 学 会 2 0 0 3 年 合 同 大 会 、 東 京 . 幕
張 メ ッ セ , 2 0 0 3 年 5  j l
1 § 甫 哲 , 諮 薪 方 謡 子 ,  U 訂 帳 俊 也 , 立 花 戀 河 , 長 谷 川 昭 ,  G P S ・ 地 殻 変 動 迎
続 観 泌 N こ よ っ て 捉 え ら れ た 宮 城 県 刈 レ 福 烏 県 沖 プ レ ー  1 、 境 界 の ス ロ ー ス
リ ッ プ イ ベ ン ト 、 地 球 惑 星 科 ぢ 針 野 連 学 会 2 舶 3 年 合 同 大 会 、 東 京 , 幕 張 メ ッ セ
2 0 0 3 年 5 月
諏 訪 謡 子 , 立 花 戀 司 , 長 谷 川 昭 , " G P S 迎 続 郷 蔀 川 伺 に
J 斤
佐 膝 俊 也 , 三 浦 [ 、 」 ,
よ り 得 ◆ れ た 束 北 日 本 弧 の 歪 分 布 一 火 山 フ ロ ン ト に 沿 う 歪 条 中 帯 の 存 在 一
" , 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 速 学 会 2 0 0 3 年 合 同 火 会 、 東 京 , 工 阿 長 メ ッ セ , 2 0 0 3 年 5 月
石 浮 真 理 , 長 谷 見 晶 子 , 小 菅 、 正 裕 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 、 鬼 首 地 削 け 也 帯 周
辺 地 域 の 地 震 波 散 乱 係 数 の 分 布 、 地 球 惑 星 科 学 関 述 学 会 2 0 0 3 年 合 同 大 会 , 東
京 . 幕 張 メ ソ セ , 2 0 0 3 年 5 月
内 田 直 希 , 杠 新 畢 暢 . 五 1 嵐 俊 博 、 長 谷 川 昭 , 糾 拘 返 し 地 旋 か ら 推 定 さ れ
た 準 力 知 り す べ り の 時 樹 変 化 と ア ス ペ り テ ィ の 破 壊 、 地 球 惑 星 科 学 W 迎 学 会
2 0 0 3 年 介 同 火 会 , 東 京 , 幕 張 メ ッ 七 , 2 0 0 3 年 5  河
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336伊藤喜宏,岡田知己,長谷川昭,小原一・成,経験的グリーンテンソル法に
より求めた鳥取県西部地震余震域のメカニスム解の空朋分布、地球惑星科
学関述学会2003年合岡大会,柬京、幕張メッ七,2003年51」
337海野徳H二,浅塑列場・・・、岡田知己,杠§學暢,趙大鵬,長谷川昭、
地震観測網で観測されたSCSP波から推定した太平洋スラブの升夕伏,
星科学関迎学会2003年合同大会,東京,幕張メッ七,2003年5月
338趙大捌,海,N恵仁,長谷川昭,大地震震源城の地殻不均質:局弧マグマ
流体とスラブ脱水の影縛、地球惑星科学関述学会20船年合同火会東京
張メッ七,2003年5 fj
339中島淳・・,長谷川昭,地震波速度・減衰構造から推定した東北H本弧下マン
トルウェッジにおけるメルト分オ1H或,地球惑星科学関連学会2003年合同大
会,束京、酬躬長メッ七,2003年5 打
3401_[1下哲央,岡田知己,長谷川昭,東北地方太平洋、ドのプレー"莞界で発ξ[.
する地震のスケーリング則(2),地球惑星科・与t関迎学会20船年合1司大会,東
京,翫'那長メッ七,2003年5 jl
341.諏訪謡子、三浦
界の刈着状況の変化,
メッセ,2003圷 5 jl
55
342佐膝凡子.矢部康男,
測定一阿寺リ秀屡福岡,
東京,幕張メッ七会
」斤
LJ 、
袖三密度
地球惑
343
長谷川昭,佐腰俊也,東北日木におけるプレート境
地球惑足.科学関述学会2003年介同大会.東京,幕張
有吉慶介,矢部康男,長谷川昭,腔才釦ξラメターが規定するイベントの1'Π
似性とスケール,地球惑星科学関連学会2003年合同大会,中U京,毛阿長メツ七
2003年5 fj
344.'c sato, S, Miura, Y suwa, A. Hasegawa, K. Tachibana, cfustal deformatlon ofthe
NE Japan arc as derived by continuous Gps obsa、vations,1UGG2003プく会,十Lψ晃,
2003年・ 6月
山本沽彦,長谷川昭、変升多亨変化法による地殻1'カ
畑尻掘削井一地球惑星科学関連学会20船年合同大
2003年5月
、11゛に
11」、
345. T. Yoshida, J. Nakajima, A. Hasegawa, N. umino, H. sato, Y. Nagahashi, K
Aizawa, crustal struct山'e beneath the lal'ge c0Ⅱapse calderas in the NE Honshu
arc,Japan,1UGG2003大会.本剖県,20船年6 上」
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H .  N a k a m i c h i ,  H .  H a m a g u c h i ,  S .  T a n a k a ,  S .  u e ] d , ' C  N i s h i m u r a ,  A .  H a s e g a w a ,
D e e p  a n d  i n t e r m e d i a t e ・ d e p t h  l o w  -  h ' e q u e n c y  e a r t h q u a k e s  b e n e a t h  l w a t e
V o l c a n o ,  n o r t h e a s t e m J a p a n , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 年 6  河
Y . 1 t o ,  T 、  o k a d a ,  A .  H a s e g a w a ,  K .  o b a r a ,  E s t i m a t i o n  o { f o c a l  m e c h a n i s m s  o f
m i c r o e a 此 h q u a k e s  u s i n g  e m p i r i c a l g r e e n  t e n s 0 二  I U G G 2 0 0 3 プ く 会 , 札 1 1 堤 , 2 0 0 3 年
6 月
N .  u c h i d a ,  T  M a t s u z a w a ,  T . 1 g a r a s h i ,  A .  H a s e g a w a ,  F l u c t u a t i o n  o f  r e c u r r e n c e
i n t a ' v a l s  o f  ' c h a r a c t e r i s t i c  e a r t h q u a k e '  s e q u e n c e  0 丘  K a m a i s h i ,  N E  J a p a n  ・  i s  i t
C a u s e d  b y  s 】 1 P  r a t e  c h a n g e  i n  t h e  s u n ' o u n d i n g  q u a s i ・ s t a t i c a Ⅱ y  S 1 1 P p l n g  a r e a ? ,
I U G G 2 0 船 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 午  6  打
] .  N a k a j i m a ,  A .  H a s e g a w a ,  F l u i d  d i s t l i b u t i o n  i n  t h e  m a n t ] e  w e d g e  o f  N E  J a p a n
i n f e r r e d  丘 o m  s e i s m i c  v e l o c i t y  a n d  a t t e n u a t i o n  s t r u d u r e s , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 院 ,
2 0 0 3 年 6  打
N .  u m i n o ,  Y  A s a n o ,  T  o k a d a ,  t  M a t s u z a w a ,  D .  z h a o ,  A .  H a s e g a w a ,  G e o m e t r y  o f
t h e  s u b d u d e d  p a c i f i c  s l a b  b e n e 址 h  J a p a n  e s t i m a t e d  f r o m  s c s p  p h a s e s  o b s e r v e d
b y  h i g h  d e n s i t y  s e i s m i c  n e t w o r k , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 幌 、  2 0 船 年 6 月
A .  H a s e g a w a ,  J .  N a k a j i m a ,  G e o p h y s i c a l  c o n s t r a i n t s  o n  s l a b  s u b d u c t i o n ,
I U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 呪 , 2 0 船 年 6 月
Y .  A s a n o ,  A .  H a s e g a w a , 1 m a g i n g  t h e  f a u l t  z o n e  o f  2 0 o o  w e s t e r n  T o t t o r i
e a r t h q u a k e  w i t h  M 7 . 3  b y  c o d a  e n v e l o p e  i n v e 玲 i o n s , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 小 い 峡 ,
2 0 0 3 年 6 月
A . 1 t o ,  S .  B a r i s ,  Y .  H o n k u r a ,  T .  K o n o ,  Y  G u n e s ,  E  B e l d e 二  A .  B e r b e r o g ] U ,  A
H a s e g a w a , 1 m p r o v e m e n t  o f t h e  s e i s m l c  n e t w o r k  a r o u n d  l s t a n b u l ,  t u r k e y  a n d
r e c e n t s e i s m i c i t y , 1 U G G 2 0 船 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 年 6 月
Y .  s u w a ,  S .  M i u r a ,  A .  H a s e g a w a ,  T  s a t o ,  K .  T a c h i b a n a , 1 n t e r  -  P ] a t e  c o u p l i n g
b e n e a t h  t h e  N E  J a p a n  a T c  i n f e r r e d  丘 o m  3  d i m e n s i o n a l  c r u s t a l  d e f o r m a t i o n ,
I U G G 2 0 鳴 大 会 , 札 幌 、  2 0 0 3 年 6 月
K .  k i y o s h i ,  N .  K a t o ,  Y  Y a b e ,  A .  H a s e g a w a ,  N u m e r i c a l s i m u l a t i o n  s t u d y  o n  r e c e n t
C r u s t a l  d e f o r m 丑 t i o n  i n  t h e  T o k a i  a r e a ,  c e n t r a l J a p a n , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 呪 ,
2 0 船 年 6 月
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356."T. Matsuzawa, N. uchida, T.1garashi, T. okada, A. Hasegawa", Repeating
earthqua1祀S and Quasi - static S1ゆ on the plate boundary east 0丘 Honshu, Japan,
IUGG2003大会,札幌,2003年6月
357."T. okada, T. MatsU2awa, A. Hasegawa", Repeating ruptures of Asperities along
the p]ate bound雛y east 0丘 northeastern Japan,1UGG2003大会、札幌,2003年
6 jl
358. T Yamashita, T. okada, A. Hasegawa, scaling law of smaⅡ to moderate・sized
e雛'thqualくes along the plate boundary east 0丘 northeastern Japan,1UGG2003大
会,札1畊,2003年6月
359.長谷川 1唱,20船年7月26R宮城北部の地震と想定宮城県沖地震,地賀学会,
師岡,静岡大学大学会館、 20船年9月
360.長谷川昭,小島i享一,海野徳仁,三浦哲,諏訪謡子,東北日本弧におけ
る地殻の変形と内陸地震の発生イ示式,京都大学防災研究所研究染会「地殻の
レオロジーと地震発生の関係一歪集中と深古Ⅲ氏周波微動のメカニズムー」,
京都,京都大学宇治キャンパス,20船年11月
361.訓嬬方謡イ,三浦哲、長谷川昭,西村'卓也,20脇年十勝沖地旋(M8.のに伴っ
た地震時・地震後地般変動のすべりモデル,平成15年度東北地区自然災害科
学研究架会,秋田,秋田大学チ・形キャンパス,20脇年12月
362.菅ノ又淳一,岡田知己,長谷川昭、 Double・Di丘er印Ce トモグラフィー法に
よる2001年芸予地震(M6.フ)震源域周辺の地震波速度不均質構造,平成15年
度東北地区自然災筈科学佃究父会,秋田,秋田大学丁・形キャンパス,2003年
12月
363. Gamageshantha,海野徳仁,岡田知己,長谷川昭,近地SP波を用いて推定
した2003年10月31日の宮城・福島県沖の地震の震源分布,平成15年度東北
地区自然災害利'師牙究集会,耿田,秋田大学チ・形キャンパス,2003年12打
364.希ヲk淳平、中島淳一,長谷川昭,耳剥ヒ11本弧における S波偏向異方性とマン
トルフロー,平成15年度東北地区自然災智冴斗学研究染会,秋田,秋田火学手
形キャンパス,2003年12月
3価.長谷川昭,中島淳一・.淘鼎f徳仁,三浦哲,訓磊方誥子,東北Π本弧におけ
る地殻の変形と内陸地震の発生村辻北,平成15年度東北地区自然災害科学研究
集会,耿田,耿田大学乎形キャンパス,2003年12打
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中 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 マ ン ト ル ウ ェ ッ ジ 内 の 高 温 上 昇 流 の イ メ ー
ジ ン グ , 平 成 1 5 年 度 東 北 地 区 " 然 災 害 科 芋 羽 f 究 集 会 , 秋 田 , 秋 田 火 学 手 形
キ ャ ン パ ス  2 0 0 3 年 1 2 月
浅 野 陽 一 、 小 原 一 成 , 中 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 宮 城 県 北 部 の 散 乱 係 数 分 布 と
そ の 解 釈 , 「 地 震 発 牛 . 帯 で の 岩 石 一 水 相 互 作 用 」 研 究 条 会 , 仙 台 , 東 北 大 学
環 境 科 学 研 究 科 木 館 . 2 0 0 4 年 3 月
中 島 淳 一 , 長 谷 川  1 昭 , 武 井 叫 t 子 , 地 ゛ 新 皮 速 度 ・ 減 衰 デ ー タ か ら 推 定 し た 東
北 日 オ 珂 瓜 下 マ ン ト ル ウ エ ッ ジ の i 品 度 構 造 と 流 休 分 布 , 「 地 震 発 生 帯 で の 岩
石 一 水 相 互 竹 用 」 研 究 集 会 , 仙 台 , 耳 剥 ヒ 人 学 環 境 科 学 研 究 科 木 館 , 2 0 叫 年 3
打
長 谷 川 昭 , 東 北 日 木 に お け る 内 陸 地 震 発 生 様 式 , 地 震 予 知 恊 誠 会 平 成 1 5 年
度 成 果 机 告 シ ン ポ ジ ウ ム , 東 京 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 . 2 0 0 4 年 3 村
桑 甥 岻 桝 左 子 ,  1 _ 1 野 亮 太 , 長 谷 川 昭 , 藤 本 博 巳 , 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 の
破 壊 開 始 点 周 辺 に お け る 本 震 発 生 前 後 の 地 震 活 動 の 時 空 問 変 化 , 地 球 惑 星 科
学 鬨 述 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 葉 , 翫 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5  打
岡 田 知 己 , 長 谷 川 淵 ,  H a i j i a n g z h a n g ,  C 1 近 o r d  H .  T h u r b q  D D  ト モ グ ラ フ ィ
法 に よ る 2 0 0 0 年 鳥 取 県 西 部 地 震 ( M 7 . 3 ) 震 源 域 周 辺 の 3  次 元 速 度 構 造 、 地 球
惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 菜 , 幕 張 メ ッ セ , 2 0 叫 年 5 打
岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 , 海 野 徳 仁 ,  H a 垣 a n g z h a n g ,  a i 丘 o r d  H .  T h u r b e 二  D D  ト
モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 脇 年 角 壮 成 県 北 部 抽 震 の 震 源 断 層 刷 辺 の 速 度 不 均 質
柑 お 当 , 地 球 惑 星 1 斗 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 葉 、 幕 張 メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5
月
中 島 瀞 二 ー , 長 谷 川 昭 ,  z h a n g  H a i j i a n g ,  T h u t b e t  C Ⅱ 丘 o r d  H . ,  D o u b l e ・ D i 丘 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 木 列 島 下 の 地 殻 ・ マ ン ト ル ・ ス ラ フ オ 韓 造 ( そ の  1
中 国 ・ 四 国 地 方 ) , 地 球 惑 星 科 学 関 迎 学 会 2 0 叫 年 合 同 大 会 , 千 葉 , 翫 詞 長 メ ッ
セ , 2 0 叫 年 . 5  f j
壱 ソ 又 i 字 一 , 岡 田 知 己 , 長 谷 j l H 昭 ,  T h u r b e r  C Ⅱ 丘 o r d  H . ,  z h a n g  H a i j i a n g ,  D o u b ] e ・
D i f f e r e n c e  ト モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 1 年 芸 予 地 震 ( M 6 . フ ) 震 源 域 周 辺 の  3
次 元 地 工 1 波 速 度 構 造 , 地 球 惑 早 . 科 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 介 同 大 会 , 千 葉 , 幕 張
メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5 月
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375. Nambukara Gamage sunilshantha,海甥'イ恩仁,長谷川昭, Focaldepth diSれ、ibution
Of a丘a'shocks of october 31,2003,0丘・Fukushima earthquake (M6.8) estimated
丘om spphase,地球惑星羽・学関迎学会2004年合同大会,千葉,幕張メツ七,
2004年5月
376.'油暫,諏が元岳子,佐縢イ麦也,立花憲司,油井智史,長谷川昭, GPS によっ
て征見測された2003年10月31日福島県沖地震(M6.8)に伴った地震「持 1也震後
地殻変動,地球惑星科学関迎学会2004年合同人会,丁'菜,"野長メッセ,20叫
年5 ナj
37フ.油井智史、諏討元岳子,一ξ浦哲,長谷川昭, GPS観測データによる2003年
5月261ヨ宮城県刈唯也震(M=フ.0)の断屡モデル,地球惑星科学関迎学会
2004年合同大会,千'葉,所詞長メッセ,2004年5月
378.藤澤宏篤,六本和生、岡田知d,海野徳仁,長谷川昭,小原一成,汐見勝彦,
塚原剥、昭,岡本茂,川中卓,佐藤比呂志,イノ"帳春夫,西村'太志.大竹政和,
レシーバ関会剣昇析から推定した中部地力のモホ面とフィリピン海プレートの
構造,地球惑星科学鬨迎学会2004年合同大会,千葉,幕張メッ七,2004年5月
379.内山画希,杉X柴暢,Υ〔十斌寸麦愽,小山貰史.長谷川昭,相仞J也震活動か
ら推定された2003年10月31日福島県沖の地震(M6.8)前後の準静的すべり,
地球惑星科・学関述学会2004年介同大会,千菜、幕張メッ七,2004年5月
380.清水淳平.中島淳一,長谷川昭、小原、・成,笠原敬司,東北」也力1湃祁にお
ける S波偏向凪ブj性(その2),地球惑星科学関迎学会2004年合同大会,千
幕張メッセ,2004年5月葉,
381.迫田浩司,岡田知己,長谷川昭,東北日木弧'トの二重深発地震佃ヒ血の活
動と2003年筥'城県刈け也旋(M7.0)ースラブ内大地旋旋源域場イ段の抽出一,地
球惑星科学関迎学会2004年介同大会,千菜,幕張メッ七,2004年5月
382.中島淳一,長谷川昭,武井康子束北日本弧、ドマントルウエッジにおける
地裟波低速度域の要因、地球惑星科学関迎学会2004年合同大会,千葉,幕張
メッセ,2004年5月
383. Hasegawa, A., and J. Nakajima, upweⅡing aow and its along・arc variation in the
mant]e wedge beneath NE Japan: A new insight into arc magmatism, The Asia
Oceanla Geosdences society, slngapore, suntec clty suntec singapore,2004.フ
384.長谷川昭、沈み込み帯における地旋学的構造と地朕発生.,2004年 n也震学
夏の学校」,宮1成県玉造郡,牙L化地区国_0大学j"渡共同七ミナーセンター,
2004年8 H
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3 8 5 .  H a s e g a w a ,  A . ,  a n d  T  o k a d a ,  A n  a t t e m p t  t o  i m a g e  e a l ' t h q u a k e  f a u l t  p l a n e  a n d
a s p e r i t i e s  b y  D D  t o m o g r a p h y  l o r  t h r e e  l a r g e  s h a Ⅱ O w  i n l a n d  e a r t h q u a 】 く e s  i n  J a p a n ,
5 t h  t h e  u .  S . ・ J a p a n  N a t u r a l  R e s o u r c e s  E a r t h q u a k e  R e s e a t c h  p a n e 】 ,  U .  S .  A ,
M o n t e r e y ,  A s i 】 o m a r  c o n f e r e n c e  c e n t e T , 2 0 0 4 . 1 0
3 8 6 . 菅 ノ 又 淳 一 , 岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 ,  H a i j i a n g z h 飢 g ,  C ] 近 o r d T h 山 ・ b 砿  D D  ト モ
グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 1 年 芸 予 地 震 旋 源 城 周 辺 の 地 震 波 速 度 構 造 ( そ の
2 ) ,  H え 対 也 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 、 拙 岡 , 九 州 火 学 箱 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4
年 1 0 打
3 釘 . 岡 田 知 己 、 長 谷 川 昭 , 趙 火 鵬 ,  H a i j i n g z h 飢 g ,  C Ⅲ f o r d T h u r b e r ,  D D  ト モ グ
ラ フ ィ ー 法 に よ る 内 陸 地 旋 震 源 断 層 と ア ス ペ り テ ィ の イ メ ー ジ ン グ ( 3 )
1 9 9 5 年 兵 庫 県 汁 j 割 Ⅱ 也 1 " ( M 7 . 3 ) , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 火 会 , 福 岡 , 九
州 大 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 午 1 0 打
3 8 8 . 菅 ノ 又 淳 一 , 岡 田 知 己 , 迫 出 浩 司 , 長 谷 川 昭 ,  D D 法 に よ る 東 北 地 力 ' ド ス ラ
ブ 内 地 震 の 震 源 再 決 定 一 二 重 深 発 地 震 面 の 空 問 分 布 一 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年
秋 季 大 会 福 岡 、 九 州 火 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス . 2 0 0 4 年 1 0 j j
3 8 9 . 中 島 淳 一 、 長 谷 川 昭 ,  H a i j i a n g  z h a n g ,  c l i 丘 o r d  H .  T h u t b e r ,  D o u b l e ・ D 近 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 本 列 島 下 の 地 殻 ・ マ ン ト ル ・ ス ラ ブ 桃 造 ( そ の  2
紀 伊 半 島 ) .  n 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 、 福 岡 , 九 州 火 学 御 崎 キ ャ ン パ ス ,
2 0 0 4 年 1 0 月
3 9 0 .  s h a n t h a  s N  G A M A G E ,  N o r i h i t o  u M I N O ,  A k i r 丑  H A S E G A W A ,  s h a 1 1 0 w  s e i s m i c
a c t i v i t y  i n  N E  J a p a n  f o r e a r c  r e g i o n  T e v e a l e d  b y  s p  d e p t h  p h a s e s , 日 オ U 也 ご ミ 学 会
2 0 0 4 年 秋 季 大 会 , 福 岡 . 九 升 1 ブ く 学 1 創 奇 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 年 1 0 月
3 9 1 . 東 京 大 学 地 旋 研 究 所 , 海 洋 研 究 開 発 機 構 , 東 北 大 学 珸 男 妬 升 究 科 . 北 海 道 大 学
理 学 研 究 科 , 九 州 大 学 理 学 研 究 1 浣 , 千 葉 大 学 理 学 部 , 山 形 大 学 理 学 部 、 宮 城
県 沖 地 震 想 定 震 源 ナ 剣 寸 近 の 海 陸 介 同 地 震 波 構 造 探 査 実 験 , Π 本 地 震 学 会 2 0 叫
年 秋 季 大 会 福 岡 , 九 州 大 学 箱 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 午 1 0 月
3 兜 . 桑 蛎 ・ 如 佐 子 , 日 野 亮 太 , 長 谷 川 昭 , 膿 本 博 巳 , 三 陸 沖 海 陸 プ レ ー ト 境 界 に
お け る 微 小 地 震 活 動 一 O B S 震 源 を 用 い た 相 刈 ' 旋 源 決 定 に よ る ー , 日 本 地 震
学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 , 福 岡 . 九 州 大 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 年 1 0 月
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Z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  T h U 血 e 二 波 形 イ ン ヴ ァ ー ジ ヨ ン と  D D  ト モ グ ラ フ ィ ー に よ る
1 9 9 7 年 鹿 児 島 県 ' 北 西 部 地 震 の ア ス ペ り テ ィ の イ メ ー ジ ン グ , 民 本 地 震 学 会
2 0 0 5 年 秋 季 火 会 , 札 幌 . 北 海 道 大 学 、  2 0 備 年 1 0 月
油 井 智 史 ・ 三 浦 哲 ・ 長 谷 川 昭 ・ 八 木 勇 治 , 2 0 0 3 年 十 肘 シ 沖 地 震 ( M 8 , の 前 後
の 北 海 道 地 力 の プ レ ー ト 問 カ ッ プ リ ン グ 状 況 . 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 大
会
札 幌 , 北 海 道 人 学 . 2 0 妬 年 1 0 珂
池 井 智 史 ・ 三 浦 哲 ・ 長 谷 川 昭 ・ 八 木 勇 治 , 2 0 0 3 年 十 勝 沖 地 震 ( M 8 . 0 ン 前 後
の プ レ ー ト 間 カ ッ プ リ ン グ ,  H 本 地 震 学 会 2 0 備 年 秋 手 9 大 会 , 札 幌 , 北 海 道 大
学 2 0 0 5 午 1 0 打
北 佐 枝 ・ f  ・ 1 尚 出 知 己 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 薪 翆 暢 ・ 菅 ノ 又 淳 一 ・ 長 谷 川 昭
S t e p h e n H .  K 辻 b y  D D 法 に よ り 推 定 さ れ た 北 海 道 下 ス ラ ブ 内 地 震 に み ら れ る
特 異 的 活 動 、 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 大 会 , 札 幌 , 北 河 、 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 河
本 堂 周 作 ・ 中 島 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 震 源 域
に お け る  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ , 日 本 地 震 学 会 2 0 備 年 秋 季 大 会 , 札 幌 , 北
海 道 大 学 、  2 0 0 5 年 1 0 月
岡 田 知 己 ' ・ 柳 詔 直 ・ 長 谷 川 昭 ・  H a i j i a n g  z h a n g  ・  C 1 近 o r d  T h u r b e 二  D D  ト モ
グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 の 震 源 断 層 と ア ス ペ り テ ィ の イ
メ ー ジ ン グ , Π オ 対 也 旋 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 入 会 , 札 幌 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 月
長 谷 見 品 子 ・ 石 澤 真 理 ・ 三 浦 英 俊 ・ 小 菅 正 裕 ・ 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 ,
コ ー
ダ 振 1 鵬 の 減 衰 か ら 推 定 さ れ る 鬼 首 カ ル デ ラ 下 の 低 Q 域 , 口 本 地 震 学 会 2 0 備
年 秋 季 大 会 , 札 1 呪 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 月
中 , 島 i 享 一 ' ・ 長 子 〒 川 昭 ・  H a i j i n a g  z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  H . 1 h 山 ' b e r ,  D o u b l e ・ D i 丘 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 本 列 島 下 の ス ラ プ 構 造 ( そ の  3 : 東 北 地 方 ) , Π 本 地
震 学 会 2 0 備 年 秋 季 大 会 、 札 幌 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 河
岡 田 知 巳 ・ 柳 沼 伯 1 ・ 北 佐 枝 子 ・ 海 野 徳 仁 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 中 島 淳 一 ・ 内 田
直 希 コ 可 野 俊 夫 ・ 長 谷 川  1 昭 , 2 0 0 5 年 , 1 9 7 8 年 宮 城 県 刈 リ 佃 支 の 余 震 分 布 の 比
較 一 余 震 活 動 域 の 畔 問 的 僻 1 手 性 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 耿 季 大 会 、 札 幌 , 北 海
道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 打
内 田 直 希 ・ 松 澤 暢 ・ 平 原 聡 ・ 長 谷 川 昭 , 小 繰 り 返 し 地 震 に よ る 千 島
日 本 海 溝 沿 い プ レ ー ト 境 界 の 準 静 的 す べ り モ ニ タ リ ン グ , Π 本 地 震 学 会 2 0 備
年 秋 季 大 会 , 札 幌 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 月
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447内田直希・松澤暢・平原 聡
震(Mj7.2)周辺の相似地震活動,
道大学,2005年10河
海野徳仁・河壁H麦夫・岡田知己・中島淳一 1公澤暢・内田直希・長谷川
昭・田村良明・青木元,過去の宮城県沖地震の震源再決定,日本地震学会
2005年耿季大会,札幌、北海道火学,2005年10打
中島淳・・・長谷川昭,中剖畑本の三次元地震波速度構造ーマントル上昇流
と新潟・杣戸歪集中帯の深音併鳥造一Π本地震学会2005年秋季大会,札幌,
北海道大学,20備年10月
堀修一郎・中島淳一・・長谷川昭・清水淳平,北海道における S波スプリソ
ティング,日本地震学会20妬年秋季大会,札幌,北海道大学,20備年10月
油井智史・長谷川畔十八木勇治 GPS によって観測された2005Ii市哲
年8月16日宮城県沖地震(M7.2)前後の地殻変動,日本地震学会20備年秋
季大会,札1幌,北海道大学,20備年10月
有吉慶介・松澤暢・長谷川昭,沈み込みプレート境界における余効すべ
り伝挑速度の空冏分布(その3),日木地震学会2005年秋季大会,札幌,北
海道火学,20備年10月
Ⅷ削キ〒史・長谷川昭、イ却俸佐也・立1畄哉司,20妬年8月16日宮斗斤・・ i南 「、」
城県沖地震(M7.2)に伴った地殻変動,Ⅱ本地震学会2005年秋季大会,札
幌、北海道大学,20妬年10河
日野亮太 1司田知己・内田哲長谷川昭・河野徳仁 1公澤暢・三浦
直希・河明イ斐夫,20備年8月16日宮城県沖地震(M7.2)について一想定宮
城県沖地震との関述,第24回日本自然災害学会学術講演会,仙台,青葉記念
会鋪,2005年U月
長谷川昭,2005年8月16日筥1成県沖地震の概要,第24回H木自然災筈学会
学術講演会,仙台广青葉記念会館,2005年Ⅱ月
油井智史・長谷川昭, GPS によるプレー"尭界のすべり」灰支哲
のモニタリング.研究集会「地六生活'動データに基づく予測シミュレーシヨン
モデル構築に向けて」.東京,東京大学地震研究所,20備年Ⅱ月
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長谷川昭,20備年8月16日宮城県沖の地
Π本地震学会2005年秋季大会,札幌,北海
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内 田 直 希 ' ・ 杉 薪 畢 暢 ・ 平 原 聡 ・ 五 十 族 d 麦 博 ・ 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 ,  d ゞ 桑 り
返 し 地 震 に よ る 東 北 日 本 沈 み 込 み 帯 の 準 卸 的 す べ り の モ ニ タ リ ン グ , 研 究 集
会 「 地 夫 史 活 動 デ ー タ に 某 づ く 予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル 構 築 に 向 け て 」
東 京 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 , 2 0 妬 年 Ⅱ 打
A I ( i r a  H a s e g a w a , T o m o m i  o k a d a , 1 m a g i n g  t h e  f a u l t  p l a n e s  o f t h e  2 0 0 4  N Ⅱ g a t a ・
C h u e t s u  e a r t h q u a l ( e  s e q u e n c e  b y  d o u b l e ・ d i 丘 e r e n c e  t o m o g r a p h y , 4 t h  l n t e r n a t i o n a l
S e m i n a r  o n  s e i s m i c  T o m o g r a p h y  o f  F a r ・ E a s t  A s i a  a n d  R e l a t e d  w o r k s ,  K o r e a ,
D a e j e o n , " K I G A M  征 く 0 r e a  l n s t i t u t e  o l G e o s d e n c e  a n d  M i n e r a l R e s o u r c e s ) " , 2 0 0 5
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Y a g i n u m a ,  T . ,  T .  o k a d a ,  Y  Y a 即 ,  K .  G o t o ,  H .  M i y a m a c h i ,  A .  H a s e g a w a ,  H .  z h a n g ,
a n d  c .  H .  T h 山 、 b e r  l m a g l n g  t h e  a s p e r i t i e s  o f t h e  1 9 9 7  n o r t h w e s t a 、 n  K a g o s h l m a
e a r t h q u a k e  ( M 6 . 5 ) ,  s o u t h w e s t e r n  J a p a n ,  b y  s e i s m i c  w a v e f o r m  i n v e r s i o n  a n d
d o u b l e 、 d i f f e r e n c e  t o m o g r a p h y  A G U  2 0 0 5  F a 1 1  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,
M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
H o n d o ,  S . ,  J .  N a R a j i m a ,  T .  o k a d a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s h e a r ・ w a v e  s p l i t t i n g  i n  t h e
S o u r c e  r e g i o n  o f  t h e  2 0 0 4  M 6 . 8  N i i g a t a ・ k e n  c h u e t s u  e a r t h q u a k e ,  c e n t r a l  J a p a n ,
A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 5 . 1 2
Y u i ,  S . ,  S .  M i u T a ,  A .  H a s e g a w a ,  a n d  Y  Y a g i ,  s p a c e ・ t i m e  E v o l u t i o n  o f  l n t e r p l a t e
S 1 ゆ  b e n e a t h  H o k k a i d o ,  J a p a n  b e f o r e  a n d  a f t e r  t h e  2 0 0 3  T o k a c h i ・ o l d  E a r t h q u a k e
( M 8 ' の  l n f e r r e d  f r o m  G P S ,  A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F t a n c i s c o ,
M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
K i r b y ,  S . ,  T .  o k a d a ,  N .  u c h i d a ,  A .  H a s e g a w a ,  Y .  M a t s u z a w a ,  a n d  R .  H i n o ,
S u p r a s l a b  e a r t h q U 2 k e s  a b o v e  t h e  p a c i f i c  p l a t e  s l a b  i n  N E  J a p a n :  A  p o s s i b l e
g r a v e y a t d  o f  d e t a c h e d  s e a m o u n t s  a n d  v o ] c a n i c  r i d g e s ? ,  A G U  2 0 0 5  F a 1 1  M e e t i n g ,
U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
N a k a j i m a ,  J . ,  A .  H a s e g a w a ,  S .  H o r i ,  a n d  J .  s h i m i z u ,  A  n e w  s i g h t  i n t o  m a n t l e  a o w
b e n e a t h  t h e  N E J a p a n  a n d  K u r i l e  a r c s  i n f e r r e d  f r o m  c o m p r e h e n s i v e  s e i s m 0 1 0 g i c a l
O b s e r v a t i o n s ,  A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r ,
2 0 0 5 . 1 2
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N a k a j i m a ,  J . ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h e  u p w e Ⅱ i n g  a o w  a t  t h e  t r ゆ l e  j u n c t i o n  i n  c e n t r a l
J a p a n  i n f e r r e d  丘 o m  s e i s m i c  t o m o g ね P h y  a n d  i t s  i n p l i c a t i o n s  f o r  a r c  m a g m a t i s m ,
A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
465. Hori, S.,]. Nakajima, J. shimizu, and A. Hasegawa, shear・、vave splitting in the
northeastern Japan and southwestern Kurile arcs and its implications for mantle
Corner aow, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san Francisco, Moscone center,2005
12
466Uchida, N., T. Matsuzawa, S. Hlrahara, T.1garashl, M. Kasahara, and A
Hasegawa, Quasi、static s]ips Around t]1e source Areas of the 2003 Tokachi・oki
(M8.の and 2005 Miyagi、oki(M7.2) Earthquakes, Japan Estimated From sma11
Repeating Earthquakes, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san Francisco, Moscone
Center,2005.12
467Yoshida, T「 V. AcoceⅡa, J. Nakajima, A. Hasegawa, H. sato, Y. Nagahashi, J
Kimura, and A. Tanaka, Evolutlon of magma plumbing systems ln the late
Cenozoic NE Honshu arc, Japan, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san R、ancisco,
Moscone center,2005.12
468Matsuzawa, T., N. uchida, T. okada, K. Ariyoshi, T.1garashl, and A. Hasegawa",
Quasi、static S1ゆS befm'e and a丘er large inta'plate earthquakes inferred from
Sm且Ⅱ repeating earthquake data, The 4th lnternational workshop on statistical
Seism010gy 日本,神奈川県三浦郡集山町, shonanviⅡagecampus,2006.1
469長谷川昭,2005年の宮城県沖の地裟の概要,地震予知のための新たな観測
研究計画平成17年度成果報告シンポジウム,東京,東京大学地震研究所,
2006年3月
69
470Okada, T., T. Yaginuma, J. suganomata, A. Hasegawa, H. zhang, and c. Thurbe,
Detai]ed seismlc velocity struct山'es m the focal areas of recent large inland
earthquakes in Japan by DD tomography,10oth Anniversary Earthquake
Conference coMMEMORATING THE 1906 SAN FRANCISCO
EARTHQUAKE,米国,サンフランシスコ,モスコーンセンター,2006,4
471Hasegawa, A, High・reso]ution selsmic tomography and hypocenter relocations
forthe NEJapan subduction system ・An overview,10oth AnnNersal'y Earthquake
Conference coMMEMORATⅨGTHE 1906SAN FRANCISCO EARIHQUAKE,
米国、サンフランシスコ,モスコーンセンター,2006.4
472S. Kita, T okada, J. Nakajima, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, and s. H. KiTby Fine
Structure of工入7adati、Beni0仟 Zone beneath Hokkaid03nd NE Japan estimated 丘om
double、difference 】ocations 、anomalous lntraslab seismicity and dehydratlon
embrittlement, EGU GeneralAssembly,オーストリア,ウィーン. VIENNA 国
際センター、 2006.4
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長 谷 川 昭 , 沈 み 込 み 帯 に お け る 地 膿 発 生 と 火 1 _ 1 _ 1 生 成 の モ デ ル , 石 油 技 術 恊
会 第 7 1 同 定 " 総 会 特 別 ; 諭 寅 会 , 仙 台 , 仙 台 i 隷 伐 災 復 興 記 念 館 、  2 0 0 6 年 5  打
辻 優 介 ・ 中 島 淳 一 ・ 1 岡 爪 知 d  ・ ぢ 新 豊 暢 ・ 長 谷 川 昭 , 2 0 0 3 年 5  打 2 6 1 了 宮
城 県 沖 の ス ラ ブ 内 地 震 ( M 7 . 1 ) 震 鴻 上 捌 古 ] 辺 の 三 次 元 地 U t 波 述 度 枇 造 ,  U 木 地
球 惑 星 . 科 学 述 合 2 0 0 6 司 ÷ 大 会 , 丁 ξ 柴 . 翫 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 午 5  牙
三 浦 暫 ・ 油 井 智 史 ・ 伊 膿 浩 司 ・ 長 谷 川 昭 ・ 佐 藤 俊 也 ・ 立 花 鴛 司 、  G P S  デ ー
タ に よ り 推 定 さ れ た 宮 城 県 沖 プ レ ー ト 境 界 の 非 地 震 性 す べ リ ー 2 0 0 2 年 Ⅱ 月
3  e  M 6 . 3  ・ 2 0 備 午 8  乃 1 6 Π  M 7 . 2 後 の 余 効 変 動 一 、 口 木 地 球 惑 星 利 ・ 学 迎 合
2 0 0 6 年 火 会 , 千 菜 , 幕 リ 長 メ ッ 七  2 0 0 6 午 5  牙
本 堂 周 作 ・ 小 島 淳 ・ ー ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 辨 十 伊 廉 喜 宏 ,  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン
グ と 応 ノ J テ ン ソ ル イ ン バ ー ジ ョ ン か ら 推 定 さ れ る  2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 旋
源 域 の 1 ' 力 場 と 不 均 質 拙 造 ,  R 本 地 球 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 6 年 大 会 、 千 染 、 幕 張
メ ッ セ , 2 0 0 6 午  5  f j
弘 瀬 冬 樹 ・ 中 島 浮 一 ・ ・ 長 谷 川 昭 ,  D o u b l e ・ D i f f e 】 ' e n c e  T o m o g r a p h y  法 に よ る
フ ィ リ ビ ン 海 ス ラ ブ の 速 度 構 造 の 弛 ヲ E 、 日 本 地 球 惑 星 科 ・ 学 連 介 2 0 0 6 午 火 会
丁 ' 葉 , 男 則 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 年 5 月
吉 田 武 義 ・ 今 泉 俊 文 ・ 長 谷 川 昭 ・ 中 島 淳 一 ・ 佐 藤 比 呂 志 ・ 長 橋 良 隆 ・ 木 村
純 ・ ' ・ 田 小 明 ・ f  ・  p r i m a  o k y  D 河 く y  A . , 東 北 本 外 W 瓜 , 脊 梁 1 1 1 脈 に お け る 伏 在 深
成 岩 体 の 非 対 ' 称 的 な 活 動 , Π 木 地 球 惑 星 . 利 学 連 合 2 0 0 6 年 火 会 、 丁 ・ 葉 , 幕 張
メ ッ 七 , 2 0 0 6 イ r  5  1 1
柧 1 沼 直 ・ 岡 則 知 d  ・ 加 虜 新 升 ・ ・ ・ ・ 武 村 冴 虻 之 ・ 八 木 勇 治 ・ 長 谷 川 昭 、  2 0 備 年
宮 城 県 沖 の 地 震 ( M 7 . 2 ) と 1 9 7 8 年 宮 城 県 刈 H 也 震 ( M 7 . 4 ) の ア ス ペ り テ ィ の 比
較 矧 究 、 日 オ U 也 球 惑 星 科 ・ 学 速 介 2 0 0 6 年 大 会 . 千 ・ 葉 , 玉 鷄 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 卸  5  打
長 谷 川 剛 , 2 0 0 5 . 8 . 1 6  筥 、 城 県 沖 地 震 と 懇 定 宮 城 L 杲 ・ 沖 地 震 ,  H 本 地 球 惑 星 利
学 連 合 2 0 0 6 年 大 会 、 千 葉 、 昇 那 長 メ ッ 七 , 2 0 0 6 年 5  河
小 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 、 中 部 日 本 の 三 次 元 地 震 波 速 度 構 造 ー マ ン ト ル 上 " 流
と 島 弧 マ グ マ 活 動 一 日 本 地 球 惑 星 羽 ・ 学 述 合 2 0 0 ぱ 弔 大 会 , ・ 下 葉 , 幕 張 メ ッ セ ,
2 0 0 6 年 5  j l
蛎 H 惨 一 郎 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 j 1 1  昭 , 中 部 I J 本 に お け る  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ ,
日 本 地 球 惑 星 科 学 連 介 2 0 0 6 年 火 会 , 千 ' 葉 , 幸 劃 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 年 5 月
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484.内田直元・ wi11iam 上.動Isworth ・松澤暢・1河矧知己'長谷川昭,釜イ1沖
「周有地g引周辺の微小地震活動,Π本地球惑尾科学速合2006午大会、千条
所鷄長メッセ,2006年5月
Sha川ha s. N. Gamage,内1王1直希,海1ザ'徳H三,肌d 長谷川昭、 Aftershock
distributions ofthree large 0丘・Miyagi prefecture earthquakes in 2005 revealed by
Spphase,日本地球惑星科学迎f捻00印F入会,千葉,幕張メツセ.2006年5 牙
j侠本1専己・木戸元之・小西正男・長谷川昭,2005年1けjM7.1三陸沖地震の
震源域周辺の海J氏地形,1_1本地球惑昆科学迎合2006年人会千葉,二翻長メツ
七,2006年5 打
岡田知己・柳沼直・壱ノ又淳・・辻優介・長谷川呼十 Haijiangzhang
C]近ord H. Thurber, DD トモグラフィにより得られた1人Ⅱ生地旋'スラブ内地
筬震源域の微細構造、Π本地球惑星科学迎合2006午大会.千菜,幕張メツセ,
2006年5月
有古慶介・松澤暢・長谷川昭,速皮強化域における摩1剃手性と小アスペ
リティの破壊との関係,日木地」求惑昂河斗学迎合2006年大会,千葉,畔阿長メツ
セ,2006年5月
北佐枝子・岡田知己・松澤 1陽・小工b淳一・長谷川・ S. Kirby,北海逝及ぴ
東北日オ司瓜ドのスラブ内地震の牢闇分布の4寺徴と1悦水不安フ鄭見. 1」本地球惑
星科学述合2006年大会,チー葉、酬阿長メッ七,2006年5 打
Hasegawa, A., DⅣa'sity of interp]ate couP11ng and S1ゆ on the subducting plate
boundary: Recent observations inJapan, OECD G】obal sdence Forum: workshop
On Eatthqua1ζe science,ドイツ Potsdam, Resort schwielowsee,2006.6
Matsuzawa, T., and A. Hasegawa, The August 16,2005 Miyagi・oki Earthquake
(M7.2) and ReCⅢ1でnt M7 Earthquakes 0丘Miya即 Prefecture, NE Honshu,Japan,
2006 WPGM,中国, Beijing, BICC,2006.フ
Na1姐jima, J., and A. Hasegawa, Tomographic imaging of slab subduction and
mantle Tetum aow inJapan,2006 WPGM,小国. Beijing, BICC,2006.フ
Tsuji, Y., J. Nakajima, T. okada, T. Matsuzawa, and A. Hasegawa, seismic ve]ocity
Structure Around the Hypocenter ofthe May 26,2006 WPGM,中国, Beijing,
BICC,2006.フ
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M a t s u z a 、 v a , 丁 . ,  N .  u c h i d a ,  T  o k a d a ,  K .  A r i y o s h i ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,
A s p e r i t i e s  a n d  a s e i s m i c  r e g i o n s  o n  t h e  p l a t e  b o u n d a r y  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n J a p a n
S u b d u c t i o n  z o n e , 1 n t e r n a t i o n a ]  w o r l く S h o p  o n  T e c t o n l c s  o f  p l a t e  c o n v e r g e n c e
Z o n e s :  T o w a r d  t h e  s e a m l e s s  u n d e r s t a n d i n g  h ' o m  E a r t h q u a k e  c y c l e s  t o
G e o m 0 印 h i c  E v o l u t i o n , 日 本 , 東 京 ,  K o s h i b a  H a 1 1 , 2 0 0 6 . 9
佐 野 有 、 州 ' 高 畑 直 人 ・ 堀 1 _ 1 柱 香 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 . 日 本 列
島 に お け る へ り ウ ム 同 位 体 比 の 分 布 と 地 震 波 ト モ グ ラ フ ィ ー 、 日 不 地 球 化 学
会 2 0 0 6 仟 度 年 会 , 東 京 , 日 木 大 学 文 理 学 部 , 2 0 0 6 年 9 月
H a s e g a w a ,  A . ,  E a r t h q u a 1 祀 S  i n  J a p a n  ・  T h e i r  A d i v i t y  g e n e r a t i o n  m e c h a n i s m  a n d
r e 】 a t i o n s h i p  w i t h  i n h o m o g e n e o u s  l y t h o s p h e r l c  s t r u c t u r e , 1 n t e r n a t l o n a l
S y m p o s i u m  o n  D e e p  s e i s m i c  p r 0 釧 i n g  o f t h e  c o n t i n e n t s  a n d  t h e i r  m a l ' g i n s , 葉 山 ,
S h o n a n  v i Ⅱ a g e  c e n t e r , 2 0 0 6 . 9
O m u r a l i e v a ,  A . ,  J .  N a k a j i m a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T o m o g r a p h i c  i m a g i n g  o f t h e  c r u s t
i n N o r t h e r n  K y r 部 Z s t a n , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 . 名 古 屋 , 名 1 1 〒 屋 国 際
会 議 場  2  号 ' 館 , 2 0 0 6 年 . 1 0 月
飯 沼 卓 史 ・ 三 油 油 井 智 史 ・ イ ぢ 藤 俊 也 ・ 立 花 憲 司 ・ 長 谷 川 昭 ,  G P S  デ ー
才 斤
仁 1
タ か ら 推 定 さ れ た 2 0 備 年 宮 城 県 沖 地 震 ( M 7 . 2 ) に 伴 う 余 効 す べ り の 時 空 闇 変
化 . 日 オ ゞ 測 地 学 会 第 1 0 6 匝 ぱ 剖 寅 会 . 岩 千 県 奥 外 1 市 水 沢 、 奥 州 市 文 化 会 館 ( Z
ホ ー ル ) , 2 0 0 6 午 1 0 1 ]
内 ル 1 直 希 ・ 杉 § 畢 暢 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 今 西 和 俊 ・  W  L .  E Ⅱ S w o r t h , 小
繰 り 返 し 地 震 の 発 生 の 特 徴 と ア ス ペ り テ ィ , 日 木 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 ,
名 古 屋 . 名 古 屋 国 際 会 議 場 2 号 館 , 2 0 0 6 年 1 0 月
中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 紀 伊 半 島 下 の 不 均 質 桜 " 告 : マ ン ト ル 上 昇 流 と フ ィ リ
ビ ン 海 ス ラ ブ , 訂 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 火 会 , 名 古 屋 , 名 古 屋 国 際 会 議 場 2
号 館 , 2 0 0 6 午 1 0 月
イ i 吉 慶 介 ・ 松 澤 暢 ・ Π 野 司 悟 太 ・ 長 谷 川 昭 , ア ス ペ り テ ィ 間 の 相 π 作 用 に
お け る 摩 擦 特 性 の 影 郷 , 日 木 地 旋 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 , 名 古 屋 . 名 古 屋 国 際
会 南 U 昜 2  号 鮪 , 2 0 0 6 年 1 0 月
辻 優 介 ・ 小 , 鳥 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 杉 X 學 暢 ・ 、 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 に お け る
太 平 洋 ス ラ ブ 内 の 三 次 元 地 震 波 速 度 構 造 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 , 名
古 屋 , 名 古 屋 田 際 会 議 場 2 号 館 , 2 0 0 6 年 1 0 月
堀 修 一 郎 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 西 南 Π 本 の S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ , 日 本
地 旋 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 , 名 古 屋 , 名 古 屋 国 際 会 議 場 2 号 館 , 2 0 0 6 午 1 0 打
4 9 5
4 9 6
4 9 7
4 9 8
4 9 9
5 0 0
5 0 1
5 0 2
5 0 3
504.木堂佶Π乍・岡田知己・内田直希・中島淳・・・・長谷川昭・イ川帳喜宏、 DD 法に
より推定される2004年新潟県中越地震の断層而の詳細分布, n木地震学会
2006年杁季大会,名古屋.名古屋国際会議場2号館,2006年10月
505.北佐枝子・岡田知己 1公澤暢・中島淳一・長谷川昭・S.H.Kirby,北海道
東北・関東北部、ドにおける太平洋プレート内の震源分布の1寺徴と脱水不安定
説, H本地震学会2006年秋季大会,名古屋,?,古屋国際会議場'2号館、 2006
年10月
506.飯沼卓史・三浦哲・袖井智史・イ扇嫉俊也・立花憲司・長谷川昭, GPS デー
タから推定された20備年宮城県沖地震(M7.2)に什う余効すべりの叶空湖変
化, n本地裟学会2006年秋季大会,名古屋,名古屋国際会扇y昜2号館,2006
年10月
507.岡H1知己・"wa 直・本堂周作・内田直希・長谷川昭・ H勧iangzh飢g
C1近ordlhurbe二DD トモグラフィー法による2004年勃'1月県小越地震の震源断
層とアスペりティのイメージング(2),Π本」山共学会2006午秋季火会,名古
屋,名古屋国際会議場2号鮪,2006年10月
508.長谷川昭・中島淳一,太平洋スラブ内の"訓犬の地震活動とそれに沿う低速
度帯:既存弱而の再活動?, H本地震学会2006年耿季大会,名古屋,名古屋
国際会議場2号館,2006年10打
509.柳W{直・1尚出知己・長谷川昭・jJ山摂研一・武村雅之・八木勇治 2005年
宮1成県沖地震(M7.2)と1978年宮1成県舛け也旋(M7.4)のアスペりティの比
較研究(2),日本地震学会2006年耿季大会,名古屋,宏,古屋国際会議場2・号
館,2006年10月
510. W、瀬冬樹,小島淳一・長谷川昭, Double・D近a'ence Tomography法によるフィ
リピン海スラブの地碇波速度備造の推定一その2-,Π本地虔学会2006年秋
季大会,名古屋,名古屋国際会俄場2号館,2006年10月
511.長谷川昭,2005年8 打16日に発生した'宮壮成県沖の地震に関する調査研究,
第43回自然災告科学総合シンポジウム,さいたま、いたま新都心・産学交流
プラザ,2006年10月
512. Nakajima, J., and A. Hasegawa, Tomographic evidence for the manue upweⅡing
beneath southwestern Japan and its implications for arc magmatism,5th
Inta'national seminar on seismic Tomography of Far・East Asia and related
Wotks,韓 1司, Daejeon, KIGAM(Korea lnstitute of Geoscience and Mineral
Resources),2006.10
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内 田 両 希 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 1 司 矧 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 今 西 千 酬 麦 ・  W  L .  E Ⅱ S w o r t h , 小
繰 り 返 し 地 旋 の 活 動 の 揺 ら ぎ と 微 細 桃 造 , 研 究 架 会 「 地 震 発 生 サ イ ケ ル と そ
の 複 雜 性 」 . 宇 治 , 京 割 サ く 学 生 存 圈 研 究 所 木 質 ホ ー ル , 2 0 0 6 年 Ⅱ 月
T s u j i ,  Y . ,  J .  N a l く a j i m a ,  T .  o k a d a ,  T .  M a t s u z a w a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h r e e
D i m e n s i o n a l  s e i s m i c  v e l o c i t y  s t r u d u r e  o f  t h e  s u b d u c t e d  p a c i f i c  s l a b  B e n e a t h
N E J a p a n ,  A G U 2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g , 斗 ミ 国 . → ナ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e l
2 0 0 6 , 1 2
Y a g i n u m a ,  T . ,  T .  o k a d a ,  A .  H a s e g a w a ,  K .  K a t o ,  M .  T a k e m u r a ,  a n d  Y .  Y a 即 ,
C o m p a r i s o n  o f  s o u r c e  a r e a s  o f t h e  2 0 0 5  ( M 7 . 2 )  a n d  1 9 7 8  ( M 7 . 4 )  M i y a 即 ・ o k i
e a T t h q u a k e s ,  N E J a p a n ,  b y  s e i s m i c  w a v e f o r m  i n v e r s i o n s ,  A G U  2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g ,
升 ミ 「 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
A T i y o s h i  K . ,  T .  M a t s u z a w a ,  R .  H i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  p o s s i b i l i t y  o f  n o n ・ s i m i l a r
e v e n t  o c c u r r e n c e  a t  a n  a s p e r 北 y  o n  a  s u b d u c t i o n  p l a t e  b o u n d a r y  l n f e n ' e d  f r o m
n u m e T i c a l  s i m u l a t i o n s  b a s e d  o n  a  r a t e ・  a n d  s t a t e ・ d e p e n d e n t  f r i c t i o n  l a w ,  A G U
2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国 , サ ン ワ ラ ン シ ス コ .  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
H o n d o ,  S . ,  T .  o k a d a ,  N .  u c h i d a ,  J .  N a k a j i m a ,  A .  H a s e g a w a ,  a n d  Y  l t o ,  D e t a i l e d
S れ ' u c t u r e  o f  f a u l t  p l a n e s  a n d  s t r e s S  丘 e l d  o f  t h e  2 0 0 4  m i d ・ N Ⅱ g a t a  E a r t h q u a k e
( c e n t r a l J a p a n ) 丘 o m  D D  h y p o c e n t e r  r e l o c a t i o n  a n d  f o c a l  m e c h a n i s m s ,  A G U  2 0 0 6
F a 1 1 M e e t i n g , 米 1 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
U c h i d a ,  N . ,  W .  L .  E Ⅱ S w o r t h ,  T 、  M a t s u z a w a ,  K . 1 m a n i s h i ,  T .  o k a d a ,  a n d  A .
H a s e g a w a ,  s e i s m i c  a c t i v i t i e s  a r o u n d  a n  M 4 . 8  ' c h a r a c t e r i s t i c  e m ' t h q u a l く e '
S e q u e n c e  0 丘 K a m a i s h i ,  N E J a p a n ,  A G U  2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国 . サ ン フ ラ ン シ
ス コ  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 6 , 1 2
I i n u m a ,  T ,  S .  M i u r a ,  S .  Y u i ,  N '  u c h i d a ,  T  s a t o ,  K .  T a c h 山 a n a , 2 n d  A .  H a s e g a w a ,
S p a t i o ・ t e m p o r a l  e v o l u t i o n  o f  p o s t ・ s e i s m l c  s ] ゆ  a s s o c l a t e d  w l t h  t h e  2 0 0 5  M l y a g l ・
O l d  e a r t h q u a k e  ( M 7 . 2 )  a s  i n f e n ' e d  f r o m  G p s  d a t a ,  A G U  2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国
サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 6 , 1 2
K i t a ,  S . ,  T  0 1 く a d a ,  J .  N a 1 仏 j i m a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s e i s m i c  b e ] t  i n  t h e  u p p e r  p l a n e
O f  t h e  d o u b l e  s e l s m l c  z o n e  e x t e n d l n g  m  t h e  a 】 o n g ・ a r c  d l r e c t i o n  a t  d e p t h s  o f
7 0 - 1 0 0 1 く m  b e n e a t h  N E  J a p a n ,  a n d  i t s  t e ] a t i o n  w i t h  t h e  d e h y d r a t i o n  e m b r i t t l e m e n t
h y p o t h e s i s ,  A G U  2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g , 米  1 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e
C e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
5 1 4
5 1 5
5 1 6
5 1 7
5 1 8
5 1 9
5 2 0
521. omuralieva, A, J. Nakajima, and A. Hasegawa, Three・dimensional structure of
the crust m the cenn、a] Tlen shan and implications for 伽e geodynamic process of
Continental m(川ntain b山lding, AGU 2006 Fa11 Meeting,米国.サンフランシス
コ, Moscone center,2006,12
523. Hori, S., J. Na1阻jima, and A. Hasegawa, shear・wave splitting in southwestern
Japan and itsimplicationsfor ma址le aow, AGU 2006 FaⅡ Meeting,米国,サンフ
ランシスコ. Moscone center,2006,12
524. Gamage, S. S. N., N. umino, A. Hasegawa, and s. H. KⅡ'by 0丘Shore doub]e・
P]aned sha110w seismicity in the NE Japan foreal、c region revealed by sp depth
Phase,ヤングブレインズによる先端科学シンポジウム(大学院GPおよび理
学研究科3COE による合同シンポジウム),仙台,斗t化大学片平さくらホー
ル、 2007年21」
525.,・b島淳一・長谷川昭,火山地域および歪条中帯の三次元地震波速度粥造,
CA研究会,宇治,防災研究所,2007年3 乃
526.中島淳一・長谷川昭・彰、瀬冬樹・辻優介,スラブ内の地裟沽動と地震波
速度構造:脱水不安定説の検証,国内モホール・ワークショップⅢ,東京,
JAMSTEC束京亊務所.2007年3 打
527.長谷川昭,地珂新斗学の社会貢献一地震学を例として,日本地球惑星科学連
介2007年大会,千葉,醗阿長メッ七,2007年5月.(招待)
528.趙プU鵬・江国明・1・Ⅱ有・長谷川昭,速度境界を老感した doub]e・
di丘a・encetomogra血y,Π本地球惑星科学連合2007年火会,千葉、幕張メツ七,
2007年5月
529. omuralieva, A.・中島淳一・・長?〒川昭、小央 Tien shan における地般内の三
次元地震波速度構造、日本地球惑星科学迎介2007年大会,千葉,翫翻長メツセ,
2007年5 打
530.北佐枝子・岡田知己・1公洋暢・1勾田直希,小島i字一・長谷川昭・ S. N血y
趙大甥,太平洋スラブ内の二重深発地震面上面中に見られる地えぎ帯の術
造.Π本地球惑星科学述合2007年大会,千葉、乱野長メッセ,2007年5 H
531.堀口佳再・佐野有司・高畑西人・植木貞人・長谷川昭.東北日本における
へりウム同位体比の分布,口本地球惑星科・学連合2007年大会,千菜,群躬長
メッセ,2007年5月
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桑 野 亜 佐 子 ・ 1 _ 推 野 亮 太 ・ 篠 原 雅 尚 ・ 1 1 1 田 矢 Ⅲ 明 ・ 望 河 公 廣 ・ 中 東 和 夫 ・ 酒 井
慎 一 、 金 沢 敏 彦 ・ 山 オ 司 易 二 朗 ・ 長 谷 川 昭 他 , 1 9 6 8 年 十 勝 刈 吐 也 1 女 ア ス ペ り テ ィ
付 近 の 速 度 構 造 不 均 質 と プ レ ー 付 尭 界 而 形 状 、 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年
大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ 、  2 0 俳 年 5 月
辻 優 介 ・ 中 島 淳 一 ' 北 佐 枝 子 ・ 岡 田 知 己 1 太 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 趙 大 甥 ,
D o u b l e ・ D i 丘 e T e n c e  T o m o g r a p h y  に よ る 太 平 洋 ス ラ フ ν ヨ の 三 次 元 不 均 質 構 造 の
何 汁 斤 , 日 オ U 也 球 惑 早 . 利 , 学 迎 介 2 0 0 7 年 大 会 、 千 菜 , 幕 張 メ ッ 七 . 2 0 俳 年 5 月
到 、 瀬 冬 樹 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 j 1 1  昭 ,  D o u b l e ・ D 近 e r e n c e  T o m 0 即 乙 P h y  法 に よ る 関
東 ~ 九 州 下 の 3 次 元 地 震 波 速 度 構 造 お よ び フ ィ リ ピ ン 河 ス ラ ブ の 形 状 の 推
定 . 日 本 地 ナ 求 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 断 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5  珂
飯 沼 卓 史 ・ 長 谷 川 昭 ・ 三 浦 哲 ・ 立 花 憲 司 イ 左 藤 イ 麦 也 , 2 0 0 5 年 宮 城 県 沖 地
震 の 最 大 余 震 ( 2 0 0 5 年 1 2 打  2  目 ・  M 6 , 6 ) に よ り 励 起 さ れ た 可 能 性 の あ る プ
レ ー ト 問 ゆ っ く り 滑 り , 日 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ
セ , 2 0 俳 年 5 月
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郭 6 . 夏 少 紅 ・ 趙 大 鵬 ・ 丘 学 林 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ,  M a p p i n g t h e
C r u s t  s t r u c t u r e  u n d e r  a c t i v e  v o l c a n o e s  i n  c e n t r a l  T o h o k u ,  J a p a n  u s i n g  p  a n d  p m p
d a t a , 羽 本 地 球 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 , 丁 ξ 藥 , 幕 張 メ ツ セ , 2 0 0 7 年 5 月
5 3 7 、 趙 大 朋 ! } 一 海 物 イ 剌 二 ・ 長 谷 川 詔 ,  s p d 即 t h p h a s e  を 用 い た 日 本 列 島 周 辺 海 域
の 三 次 元 構 造 決 ン ' 、 日 本 地 球 惑 昂 . 科 学 述 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 学 阿 長 メ ッ セ .
2 0 俳 年 5  打
5 3 8 . 有 吉 慶 介  1 公 澤 暢 ・ 日 野 亮 太 ・ 長 谷 川 昭 , 十 勝 沖 地 震 後 に 発 件 . し た 低 周
波 イ ベ ン ト の 発 生 要 因 の 鰯 汀 明 , 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 菜 , 幕
張 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5  ナ 1
5 3 9
趙 大 鵬 ・ 長 谷 川 昭 ・ 火 谷 栄 治 , 地 球 内 部 の  m u l t i ・ s c a l e  イ メ ー ジ と ダ イ ナ
ク ス 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 介 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 酬 翻 長 メ ッ セ , 2 0 0 7 午  5  "
「 、 、
柳 沼 直 ・ 岡 田 知 己 ・ 加 藤 研 一 ・ 武 村 牙 隹 之 ・ 八 木 勇 治 ・ 内 田 迫 希 ・ 長 谷 川 昭 、
2 0 0 5 年 宮 城 県 沖 地 震 ( M 7 . 2 ) と 1 9 7 8 年 宮 城 岬 § 巾 地 震 ( M 7 . 4 ) の ア ス ペ り テ ィ
の 比 較 研 究 ( 3 ) ,  H 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 、 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ ,
2 0 0 7 年 5  打
H 野 亮
才 斤
新 居 恭 平 ・ 岡 田 知 己 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 松 澤 暢 ・ 三 浦
ι 二 」
太 ・ 趙 大 脛 十 長 谷 川 昭 , 岩 手 山 周 辺 で 発 生 す る 深 部 低 周 波 地 震 の 震 源 分
布 と 地 震 波 速 度 備 造 ,  L 1 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , ¥ 刷 長 メ ツ セ ,
2 0 0 7 年 5 月
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542宮尾佳世・三浦哲・ L. waⅡace・小尾茂・長谷川昭. GPS データによる
九州地方の地殻変動のモデリング~プレート問カップリングとブロツケ回転
運動の同時才佐定~,日木地球惑星科学迎介2007年大会,・下葉,幕張メツセ,
2007年5月
荒尾正克・松澤暢・内田直希・有吉慶介・長谷川昭,小繰り返し地震波
形の各周波数におけるコヒーレンスと再来問隔との関係,日本地球惑星科学
迎合2007午大会,千葉,幕張メッセ,2007年5 河
中島淳一・長谷川昭・影訓項冬樹,フィリビン海スラブ内の地碇活動:上面
地み?擶と起震応プJ場,日木地球惑星科・学迎合2007年大会,千葉,翫窃長メツセ,
2007年5月
長谷川昭・中島淳一・ W、瀬冬樹,フィリビン海スラブ地殻内の、上面地裟帯
と相転移の深さ,日本地球惑星科学迎合2007年大会,千葉,幕張メツセ,
2007年5月
中,島淳一・長谷川昭,地震波速度トモグラフィーによる新潟・神戸歪条中
帯の深剖井赫造,日本地球惑星科学連合2007年大会,千葉,翫鷄長メツセ,2007
午5 乃
'、P島淳一・長谷川昭・堀修一郎,日本周辺の S 波スプリッティング,日本
地球惑星科学連合2007年大会,千葉,幕張メッセ,2007年5月.(招待)
長谷川昭,東北日本沈み込み帯における島弧地殻の変形と内陸地殻内地震
の発生モデル,日本1岼求惑星科学速合2007年大会,千葉,説躬長メツセ,2007
年5月' q畄剖
Gamage, S.S.N., N. umino, and A. Hasegawa,0丘Shore double・P]aned shaⅡOW
Seismicity 血 the NE Japan foreatc region revealed by seismic waveform
Characteristics,日木地球惑星科学連合2007年大会,千葉,幕張メソ七, May
2007
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550岡田知己・本堂周作・付Π係喜宏・中島淳一・1勺田道希・杉X畢暢・阿.野
徳仁・浅野陽一・長谷川昭,地震波速度構造・応カテンソルインバージヨン
S波スプリッティングにより推定される2004年新'潟県中越地震のアスペリ
ティ,日木地球惑星1卜学連合2007年大会,千葉,男阿長メッセ,2007年5 河
堀修一郎・中島淳一・長谷川昭,西南日本の S波スプリッティング(2),
日本地球惑昂.科学連合2007年大会,千葉,酢弼長メッセ,2007年5月
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内 幽 直 希 ・ 杠 粍 畢 暢 ・ 平 原 聡 ・ 五 十 嵐 俊 博 ・ 長 谷 川 昭 , 小 辨 血 返 し 地 震
に よ る 酔 剥 ヒ U 本 プ レ ー ト 境 界 の 準 前 珀 り す べ り の マ ッ ピ ン グ と モ ニ タ リ ン グ ,
日 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5 月
S . K 北 且 ,  T . o k a d a ,  J . N a k a j i m a ,  T . M a t s U 乞 a w a ,  a n d  A . H a s e g a w a ,  c h a r a c t e r i s t i c s  o {
S p a t i a l  d i s t r i b u t i o n  o f  t h e  i n t r a s l a b  e a r t h q u a k e s  b e n e a t h  N E  ] a p a n  、 s e i s m i c  b e l t
i n  血 e  u p p e T  p l a n e  o f t h e  d o u b l e  s e i s m l C  2 0 n e  e x t e n d i n g  i n  t h e  a l o n g ・ m ' c  d Ⅱ ' e c t i o n
a t  d e p t h s  o f  7 0 - 1 0 o k m  、 , 2 t h  s u b d u c t i o n  D y n a m i c s  c o n f e r e n c e , モ ン ペ り 工
L e  c o r u m  l n t a ' n a t i o n 2 1  C o n f e r e n c e  c e n t r e ,  J u n e , 2 0 0 7
宮 尾 佳 世 ・ 三 浦 哲 ・ 太 田 雄 策 ・ 長 谷 川 畷 十 小 尾 茂 ・  L a u r a w a Ⅱ a c e ,  G P S
デ ー タ に よ る 西 南 Π 本 の プ レ ー ト 1 削 カ ッ プ リ ン グ と ブ ロ ッ ク 回 転 運 動 の 同 時
打 島 E , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 耿 季 大 会 . 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7 年 1 0 j l
O m Ⅷ a l i e v a ,  A . ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 中 央 火 1 」 _ Ⅱ 1 1 脈 に お け る 地 殻 内 の 地 震
波 速 度 雛 心 告 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7
年 1 0 月
新 居 恭 平 ・ 岡 田 知 己 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 趙 大 卿 十 長 谷 川 昭 . 東 北 地
方 に お け る 深 部 低 周 波 地 旋 の 枯 密 震 源 再 決 定 と 3 次 元 速 度 構 造 の 推 定 , 「 _ 1 本
地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 ル 1 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7 年 1 0 月
内 田 直 希 ・ イ 扇 摂 俊 也 ・ 立 花 冠 t 司 ・ 長 谷 川 昭 ,  G P S  デ ー
才 斤
飯 沼 卓 史 ・ 三 浦 r J
タ か ら 推 定 さ れ た 束 北 地 方 の プ レ ー ト 冏 カ ッ プ リ ン グ の 時 空 間 変 化
2 0 0 2 今 . か ら 2 0 0 6 年 ま で ー . 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 、 仙 台 国 際
セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 j l
堀 口 佐 香 ・ 佐 野 有 司 ・ 植 木 貞 人 ・ 長 谷 川 昭 f 高 畑 直 人 ・ 岡 田 知 己 ・ 巾 , 島 淳 ・ ' ,
2 0 0 7 年 新 潟 県 中 越 沖 地 震 の 旋 澗 泌 捌 剖 辺 に お け る へ り ウ ム 同 位 体 比 , 口 本 地 震
学 会 2 0 0 7 年 チ 火 季 大 会 , 仙 台 . 仙 台 国 1 祭 セ ン タ ー , 2 0 0 7 午 1 0 ナ 1
中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 鯏 , マ ン ト ル 上 牙 . 流 の 微 細 構 造 と 島 弧 マ グ マ 活 動 , 日 木
地 旋 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 、 仙 台 , 仙 台 1 到 際 セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 打
岡 田 タ 、 U 己 ・ 新 居 恭 平 ・ 堀 修 一 郎 ・ 河 劉 イ 麦 夫 ・ . ・ 1 、 山 貴 史 ・ 平 原 聡 ・ 中 島
淳 一 ・ 長 谷 川 昭 ・  H a i j i a n g  z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  T h Ⅲ b e 二 宮 城 岬 司 ヒ 都 歪 集 ヰ ' 帯 の 成
因 と 地 震 活 動 ( 1 ) 2 0 備 年 宮 城 県 北 部 地 旋 震 源 域 お よ び 周 辺 域 の 深 部 構 造 , Π
本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 月
荒 尾 正 克 ・ 松 澤 暢 ' 内 田 直 希 ・ 村 六 慶 介 ・ 長 谷 川 昭 , プ レ ー 村 尭 界 に お
け る 非 相 似 地 震 と 柘 似 地 震 の 関 係 ,  n 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙
台 江 1 際 セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 月
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562.辻優介・中島淳一・北佐枝子・1岡田知己・長谷川昭, Double・D讃er印Ce
Tomography による太平洋プレート海洋性地般のイメージング,Π木地裟学
会2007年秋季大会,仙台,仙台国際七ンター.20俳年10月
563.北佐枝子・岡田知己・中島淳一・松澤暢・内田直希・長谷川昭' S.H.Kirby,
Deatailed spatial distribution of seismlclty and the charaderistics of the focal
mechanismsin 血e pacHic plate beneath NE Japan,Π本地震学会2007年チ火季火
会.仙台,国1祭センター,2007年]0月
564. shantha Gamage, Norihito umino, and AIくira Hasegawa, E飢'thquake generatlng
Stress ofthe 0丘Shm'e doub]e・planed shaⅡOw seismic zone in the NE Japan fm'earc
日木地震学会2007年秋季大会,仙台,仙台区W祭センター, octobelreglon,
2007
565.長谷川昭,沈み込み擶における水の循環と地震・火1Ⅱ活動一東北日本を例
として、日本地震学会2007年秋季大会,仙台,仙台国際センター,2007年
10月. q畄割
566.趙大鵬・植木貞人・海野徳仁・長谷川昭,西太平洋沈み込み帯の浅部と洙
部構造, HIU山妥学会2007年秋季大会,仙台,仙台国際七ンター.2007年10月
567.海聞・徳仁・河男,俊夫・長谷川昭・田村良明,すす習き記録による〕933年三
陸沖地震(M8.D の再検討, H本地震学会2007年秋季大会,仙台,仙台国
際センター 2007年10打
568.内田直希・杉§豊暢・中島淳一・長谷川昭・弘瀬冬樹,小繰り返し地震か
らの変換波による関束地ソゴのフィリピン海プレートの形状推定,日本地旋学
会2007年.耿季大会,仙台,仙台区伊祭センター,2007年10月
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Ⅳ.解説・評論等(新聞・広報誌等での解説記事,事典の執筆等)
1.長谷川昭・海野1恵仁・高木章雄,東北日オ尋瓜で見出された深発地震面の二
屡構造,海洋科・学,フ,19-23,19乃.
2.長谷川肌十海四1徳仁,二重深発地震面の発見,白然,33,38-44,1978
3.堀内茂木・松澤暢・長谷川昭長野県西部合同観測における現地自動処
理,月刊」也球,10,758-764,1988.
4.長谷川昭・堀内茂木〒高木章雄,東北日木の内陸地震活動と地殻構造,月
刊地球,12,562'566,1990
8 0
5
長 谷 川 昭 , 地 震 波 で み た 火 山 の 深 ' 酎 苛 造 . 科 ・ 学 , 6 1 , 5 6 6 - 5 6 9 , 1 9 飢
長 谷 川 昭 ・ 地 大 鯛 . 東 北 日 木 の 3  次 允 P 波 速 度 構 造 と 震 源 分 布 , 火 1 」 _ 1 ,
3 6 , 3 3 3 - 3 3 4 , 1 9 9 1
長 谷 川 昭 , 1 9 9 3 日 光 周 辺 域 合 同 地 震 得 舗 川 , 河 刊 地 球 , 1 6 , 2 0 0 - 2 0 7 , 1 9 9 4
三 油 暫 ・ 長 谷 川 昭 ・ マ 才 ヒ 当 司 ・ 佐 1 耕 変 也 ・ 橋 木 恵 一 ・ 三 品 正 明 ・ 平 沢 朋 郎 ,
深 1 叟 5 0 o m  に お け る 歪 ・ 傾 制 観 洲 ー プ レ ー ト ダ イ ナ ミ ク ス 観 測 シ ス テ ム ー ,
月 刊 地 球 , 1 6 , 3 2 0 3 2 3 , 1 9 9 4
油 避 新 恵 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 近 地 S P 波 に よ る 1 9 9 3 年 北 海 道 南 西 沖 地 震 の 余 震 分 布
月 刊 海 洋 ,  5 ナ 外  N O . フ , 4 9 - 5 4 , 1 9 9 4
伊 東 明 彦 ・ 針 生 義 勝 ・ 鈴 木 将 之 ・ 松 本 聯 卜 長 谷 川 畔 十 笠 原 稔 , 1 9 9 3 年
日 光 合 同 地 震 観 測 期 問 及 び そ の 前 後 に お け る 日 光 ・ 足 尾 地 域 の 地 震 活 動 , ナ 1
干 I H 那 求 , 1 7 , 7 6 - 8 0 , 1 9 9 5
松 木 恥 卜 沖 ' 村 紀 子 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , Π 光 周 辺 域 に お け る 地 震 波 速
度 ト モ グ ラ フ ィ ,  j 1 刊 地 球 , 1 7 , 8 1 - 8 5 , 1 9 9 5
松 本 聡 ・ 長 谷 川 昭 , Π 光 周 辺 域 に お け る 地 殻 内 地 震 波 反 射 面 ,  j j 刊 地 球 ,
1 7 , 8 5 - 8 9 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 、 沈 み 込 み 帯 の 地 震 , 電 力 士 木 ,  N O . 2 5 8 , 3 - 1 0 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 、 日 光 火 山 群 の 深 音 畊 佐 造 , 1 斗 学 , 6 5 , 6 5 0 - 6 5 8 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 杉 X 豐 暢 . 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 の 地 震 学 的 特 徴 、 ナ . と 基 礎 ,
4 3 ,  N O . 1 1 , 3 - フ , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 松 本 聡 , 東 北 H 本 の 浅 発 微 小 地 震 活 動 と 地 殻 構 造
活 断 層 , 活 断 層 研 究 . 1 5 , 1 2 3 - 1 2 4 , 1 9 9 6
S a t o ,  H . ,  K .  M u r o ,  A .  H a s e g a w a  a n d  K .  H a s h i z u m e ,  M a g m a  d i s t r i b u t i o n  i n  i s l a n d
a r c  m a n t l e  i n  t h r e e  d i m e n s i o n s ,  p r o c e e d .  J a P 2 n  A c a d e m y , 7 2 , 1 2 9 - 1 3 2 , 1 9 9 6 .
長 谷 川 昭 , 地 震 調 査 研 究 推 進 木 部 に よ る 地 震 調 査 観 測 の 推 進 状 況 , 学 術 月
ネ 1 1 , 5 0 , 1 0 8 - 1 1 3 , 1 9 9 7
佐 膿 柚 ■ 十 室 健 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 地 震 波 速 度 構 造 に よ り と ら え
ら れ た 沈 み 込 み 帯 の マ グ マ , 地 質 ニ ュ ー ス , 5 1 7 , 3 0 - 3 7 , 1 9 9 7
6
7
8
9 .
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5 .
1 6
1 9
1 7
1 8
20.長谷川昭・堀内茂木・海野徳仁・山本明・山本清彦・ニ".正明'二油
イ獅藤魂夫・小菅正裕・長谷見品子・松木恥ン伊東明彦,東北日本弧の哲
地殻変形過程と応力条中過程の解明一歪,応力,強度の時空開分布推従によ
るー,ナ1刊地球,号外,20,22-25,1998
21.吉田武義・津村紀Υ・・長谷川昭・岡村聡・趙人脚レ木村純一,東北木
ナ1、W瓜におけるマントルの構成と進化,月刊地球,21,179-193,1999.
東北日本トランセケトー島弧変形と地殻活IJノハヨ△直22.長谷川昭・平田 ヨ尤田佃
動一、月刊地球,昇'タ柁7,5-11,1999
23.趙大鵬・中島i享一・長谷川昭,東北地力の3次元地震波速度構造と地震
火111活動.月干嚇那求,号夕桧7, N・21,1999
24ご浅野陽一・海圏イ恵仁・中村綾子・岡田知己・堀修一郎・河野'俊夫'仁田
交市.佐藤俊也・長谷川昭・小菅正裕・長谷見晶子,奥羽脊梁山地および
その周辺域における地旋波散乱体分布,打刊地球,号夕柁7,33-38,1999
25.長谷見品子・下山みを・堀修一郎・長谷川昭・坂守,秋山県南部を通過し
た爆破地震劇"皮形にみられる地殻構造の特イ長,河刊地球、号夕桧7,飢・64,
1999
26.海野徳、仁・岡田知己・松澤暢'堀修一郎・河野俊夫・仁田交市'長谷川
昭.西出則武,長町・利府断層の訂t深部で発生した1998年9月15ト_1の地震
(M5.0)について,月十1」地1永,号夕柁7,148-154,1999
27.堀1惨一郎・海野徳仁・長谷川昭,東北地方南都における白然地震のS波灰
射面の分布, j1刊地球,号夕桧7,155-160,1999
28.中村綾子・長谷川畔十平田直・岩W奇貰哉一浜口博之,1998年3月雫石の
地震(M6、1)前後の地震波速度変化検出の試み,月刊地球.号外27,27,
167-172,1999
29.松木聡・小原一成・吉本和生・斎藤竜彦・伊東明彦・長谷川昭,アレイ
寺見測データに基づく1998年岩手県内陸北部の地震(M6.1)前後の発祠旦波形
変化について、月刊地}求、ぢ'タ柁7,173-179,1999
30.長谷川昭、地旋'予知連絡会十昂服,地震ジャーナル,31,68-76,2001.
31.長谷川昭,地震予知連絡会情蛾,地震ジャーナル,32,55-64,2001
81
8 2
3 2 , 長 谷 川 昭 ・ 海 野 徳 仁 ・ 堀 修 一 郎 . 長 町 一 利 駒 唯 斤 層 周 辺 の 地 云 宅 活 動 と 地 殻 不
均 質 構 造 , 月 刊 地 球 , 2 3 , 3 1 3 - 3 2 0 , 2 0 ω
3 3 . 吉 本 和 生 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 長 町 ・ 利 府 断 層 周 辺 域 に お け る 中 帯 域 速
続 地 震 観 測 , 1 } 干 I H 也 球 , 2 3 , 3 5 5 3 5 9 , 2 0 0 1
3 4 . 長 谷 川 昭 , 地 旋 波 で 東 北 U 本 の 下 を 見 る , 科 学 , 7 2 , 1 9 4 - 2 船 , 2 0 0 2
3 5 . 長 谷 川 昭 , 的 中 し た 地 震 発 生 予 測 ー プ レ ー ト 境 界 の 活 耐 N ) 様 子 が 見 え て き
た , 科 学 , 7 2 , 5 8 1 - 5 8 3 , 2 0 0 2
3 6 ' 長 谷 川 昭 , 岩 手 県 釜 石 沖 の 固 有 地 震 的 地 震 活 動 , 地 震 ジ ャ ー ナ ル , 3 3 ,
2 7 3 1 , 2 0 0 2
3 7 . 長 谷 川 昭 , 近 い 将 引 卜 必 ず 起 き る 宮 あ 戈 県 沖 地 震 、 ア エ ラ ム ッ ク 「 地 震 が わ か
る 』 . 2 2 - 2 5 , 2 0 0 2
3 8 . . ・ や 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 東 北 日 木 弧 の 3 次 元 地 震 波 速 度 楢 造 , 打 刊 地 球 ( 総
特 集 )  2 4 , 5 2 4 - 5 2 6 , 2 0 0 2
3 9 . 長 谷 川 昭 , 統 ネ 兒 東 北 地 方 の 地 震 , 基 礎 下 ( 特 集 東 北 地 力 の 地 盤 1 予 性 と 工
事 倒 D  , 3 1 ,  N O . 3 , 1 2 - 1 6 , 2 0 脇
如 . 長 谷 川 昭 , 地 震 予 知 研 究 の 新 た な 展 開 , 学 術 月 報 ( 特 集 : 防 災 の 科 学 ) 、  5 6 ,
N O . フ , 6 7 2 - 6 7 フ , 2 0 0 3
4 1 . 長 谷 川 昭 . 緊 急 、 机 告 : 宮 城 県 北 部 地 震 一 想 定 急 吐 成 県 沖 地 震 と の 関 わ り ー ,
科 学 、  7 3 ,  N O . 9 , 9 2 3 - 9 2 5 , 2 0 0 3
4 2 . 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 の 地 震 活 動 様 式 , 月 刊 地 球 絲 割 寺 集 一 H 本 列 鳥 の 地
震 地 体 構 造 ) , 2 5 , 3 1 5 - 3 2 2 , 2 0 0 3
4 3 . 伊 藤 喜 宏  1 司 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 経 験 的 グ リ ー ン テ ン ソ ル 法 を 用 い た 得 カ ト
地 震 の メ カ ニ ズ ム 解 推 定 法 の 開 発 , 月 刊 地 球 , 2 5 ,  N O . 8 , 6 3 7 - 6 4 1 , 2 0 0 3
4 4 . 浅 野 陽 一 ・ 長 谷 川 昭 , 散 乱 係 会 剣 完 バ ー ジ ョ ン に よ る 2 0 0 0 年 鳥 取 県 内 1 雛 師 琵
の 震 源 断 屡 イ メ ー ジ ン グ の 試 み . 月 刊 地 球 . 2 5 ,  N O . 8 , 6 4 2 - 6 4 6 , 2 0 船 .
妬 , 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 地 震 波 速 度 ・ 減 衰 枇 造 か ら 扣 " E し た 旦 U ヒ 1 ヨ 本 弧 下 マ ン
ト ル ウ ェ ッ ジ に お け る 温 度 及 び 流 体 分 布 , 月 刊 地 球 , 2 5 ,  N O . フ , 5 3 5 - 5 4 0 ,
2 0 0 3 .
46長谷川昭,アスペりティ,高圧ガス、 41,6,42-43,2004
長谷川昭,東北地方の地震と火山一沈み込み帯における地旋発生と火1_11生
成のモデルー,理科*文室,47,9,8-17,2004
長谷川昭、アスペりティの纃")返しすべりと地震発生予測,月刊地球(号
タ刃,46,13-19,2004
長谷川昭,20船年宮城県沖地震(M7.1)、 H刊地チ求,27, NO.1,3-フ,2005
岡田知己・長谷川昭,2003年宮城県沖地震の震源過程と余旋の震源分布,
月刊地球,27, NO,1,23-28,20備
長谷川昭,測地インバージヨンによる才斤油井智史・諏訪謡子・三浦
(M7.1)の断層モデルの推定,月刊地球.27,2003年5月26日宮力捌具刈け也震
NO,1,35-38,2005
迫田浩司・岡田知己・菅ノX淳一・長谷川昭,二重深発地旋而、上面の沽動
と2003年宮城県沖地旋,月刊地1ボ,27, NO.1,四・55,20妬
長谷川昭,20船年宮城県北部地震(M6.4),月干1」地球、 27, NO.2,75-80,
2005
海.野徳仁・1河田知己・中島淳一・掘修一郎・河暫'俊夫・中山貴史'内田
直希・迫田浩司・清水淳平 J昔ノ又淳一・ N. G.suni]shantha'長谷川昭
浅野陽一,稠密地震観測に基づく20船年宮城県北音別也震の余震分布とメカニ
ズム解分析,月刊地球.27, NO.2,81-85,2005
岡田知已・海野・徳仁・長谷川昭,ダブルディファレンス法による2003年宮
城県北音附佃喪の本震ご前震・余震の分布と破壊過程,月刊地球,27, NO.2,
86-91,2005
三浦哲・諏訪託子・佐藤俊也・立花戀司・長谷川昭,測地インバージヨン
による20船年宮城県北舗"也震のすべり分布、月刊地球,27, NO.2,Ⅱ6-120,
2005
三浦哲・油井智史・長谷川昭・佐修俊也・立花憲司,宮城県沖およびその
周辺における鹸近の地震活列ル地殻変動,月刊地球,27,NO.2,126-131,2005
岡田知己・長谷川昭・菅ノ又淳一・海閏'徳仁・ Ha垣angAhang' cliffordTh田力er,
ダブルディファレンストモグラフィー法による震源断層のイメージング打
干1」地球,27, NO.2,132-138,2005
47
48
49
50.
51
52
53
83
54
57
58
55
56
8 4
5 9 . 浅 野 陽 一 ・ 小 原 一 成 ・ 小 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 宮 城 県 北 部 お よ び そ の 周 辺 域
の 地 殻 不 均 r H 蒜 造 と 地 震 活 動 , 河 十 I H 部 求 、  2 7 , N O . 2 , 1 4 4 - 1 四 , 2 0 備
6 0 ' 海 野 従 U 二 ・ 中 島 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 六 本 和 生 ・ 井 川 猛 、
長 町 一 利 府 断 屡 お よ び そ の 周 辺 域 の 地 震 学 的 構 造 に つ い て 、 月 刊 地 球 , 号 外 、
N O . 5 0 , 5 8 - 6 4 , 2 0 0 5
a . 中 島 浮 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 吉 本 和 比 . 吉 田 武 義 ・ 海 野 , 徳 仁 , 長 町 一
利 府 1 祈 屏 周 辺 の 3  次 元 地 震 波 速 度 構 造 , 打 刊 地 球 , 号 外 ,  N O . 5 0 , 6 5 - 7 0 , 2 0 0 5
6 2 . 三 浦 哲 ・ 佐 藤 俊 也 ・ 諏 訪 謡 子 ' ・ 長 谷 川 畔 十 立 花 戀 司 ,  G P S 連 続 観 測 仟 矧 に
よ り 得 ら れ た 東 北 巨 木 弧 の 歪 分 布 一 火 山 フ ロ ン  N こ 沿 う 歪 集 中 帯 一 月 刊 地
球 , ・ 弓 外 、  N O . 5 0 , 8 3 - 8 8 , 2 0 0 5
6 3 , 古 本 和 生 ・ 藤 澤 宏 篤 ・ 岡 田 知 己 ・ 海 野 徳 H 三 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 原 一 成 ・ 汐 見
勝 彦 ・ 塚 原 弛 旧 召 ・ 岡 木 茂 ・ 川 小 卓 ・ 佐 藤 比 呂 志 ・ 佐 藤 赤 夫 ・ 西 原 太 志
大 竹 政 和 , レ シ ー バ 関 数 か ら 1 1 影 E さ れ る 中 部 地 域 の 地 殻 ・ 最 上 部 マ ン ト ル 構
造 , 月 刊 地 球 , 号 外 ,  N O . 5 0 , 1 3 9 - 1 " , 2 0 備
6 4 . 長 谷 川 昭 , パ ー ク ワ イ ー ル ド 地 震 か ら 学 ぶ も の , 地 震 ジ ャ ー ナ ル , 3 9 , 1 - 1 1 ,
2 0 0 5
6 5
岡 田 知 己 ・ 海 雛 H 恵 仁 ・ 杠 § 翌 暢 ・ 中 島 淳 一 ・ 内 倒 直 希 ・ 中 山 貴 史 ・ 平 原 聡
イ j W 召 直 ・ 長 谷 j 1 Π 唱 ・  z h a n g  H a i j i 肌 g  ・  T h u r b e r  C 1 近 o r d  H . ,  D D  ト モ グ ラ フ ィ
に よ っ て 推 定 さ れ た 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 の 断 層 の 微 細 構 造 , 月 刊 地 球 , 号
タ { 、 ,  N O . 5 3 , 2 - 1 0 , 2 0 0 5
長 谷 川 昭 , 兵 庫 県 南 部 地 震 以 降 の 地 震 ・ 地 殻 変 耐 血 見 冽 , 月 刊 地 球 , 2 8 , N O . 3 ,
1 6 3 - 1 7 0 , 2 0 0 6
長 谷 川 昭 , 想 定 宮 城 県 沖 地 震 の 震 源 城 で 何 が 起 き て い る か ? , 自 然 災 害 科
分 ¥ 、
2 5 ,  N O . 1 , 4 - 8 , 2 0 0 6
ー 」 ' ,
内 田 直 希 ・ 松 澤 暢 ・ 平 原 恥 卜 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 , 小 繰 り 返 し 地 震 に よ
る 千 島 ・ 日 本 海 溝 沿 い プ レ ー ト 境 界 の 準 静 的 す べ り モ ニ タ リ ン グ , 月 刊 地
王 求 , 2 8 ,  N O . フ , 4 6 3 - 4 6 9 , 2 0 0 6
北 佐 枝 子  1 司 田 知 己 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 菅 ノ 又 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ s t e p h e n
H . K i 血 y D D 法 に よ り 推 定 さ れ た 北 海 道 下 ス ラ プ 内 地 震 に み ら れ る 特 異 的 活
動 , 打 刊 地 球 , 2 8 ,  N O . フ , 4 釘 、 4 9 4 , 2 0 0 6
6 6
6 7
6 9
6 8
V.その他(随想など)
1. Research Group for Afte玲hocIくS, General description of 血e special observatlon
Of the Tokachi、oki Earthqua1ζe of 1968, General Rep. on the Tokachi・ola
Em・thquake of 1968,85-114,1971
2.長谷川武司・蠣修・一郎・高木章雄・長谷川昭・笠原敬司'鈴木次郎'平澤
朋郎.堀内茂木・小1」_リ順二,1970年秋田県南東割如)地碇の発震機構にっいて
σ事報),東北地域災害科学研究,8,91-96,1972
3.束北火学理学音畷做小地震研究グループ,束北地方における微小地震活動
住970年7 H -1971年6月),東北地丘拶じぎ利'1る升究,8,111-116,1972
4.中Jヒ大学理学音断般小地旋研究グループ,東北地方における微小地震活動
(19n年7月一1972年6月)斗C化地域災佐1〒学研究,9,9-14,1973
5.高木章雄・長谷川畷十長谷川武司・桝修一郎,1972年山π列具.・1・培Ⅲこ起こっ
た地震にっいて,東IU也j或災害科学研究,9,15-18,1973
6.長谷川昭・長谷川武司・堀修一郎,1970年耿田県南4と部地震前後のVPⅣS
比の時問的変化にっいて(序判D,畔じ1ヒ地域災害科学研究,10,85-87,1974
フ.東北大学J里学音断版小地震研究グループ,東北地方における微小地震活動
(1969年12打一1972年12月),東北地城災害科学研究,10,89-94,1974
8.束北大学理学音断般小地震研究グループ、東北地力における微小地震活動
(1973年1月一 611),東北地域災害科学研究, U,47-50,1975
9.東北大学理学部微小地裟研究グループ束北地方の地震活動,冑然次害資料
解析 2,1-10,1975
10.東北大学理学部微小地震研究グループ東北地方における最近の微小地康洛
動,東北地域災害科学研究,12,11-16,1976
Ⅱ.高木章雄・長谷川昭,東北日本弧系における地旋活動の1予性と予却研究,
地震予知何[究シンポジウム(1976),15-20,1976
12.長谷川昭・山木明・W"予徳仁,えりもU甲沖の1散小^也震沽動,二っの特定
地域における地裟活動の研究、 26-43,1978
13.長谷川昭一海町中謝上,有珠火山の喰火に伴う地震活動,三っの、だ地域に
おける地震活動の研究,5557,1978
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高 木 章 雄 ・ 平 洋 朋 郎 ・ 長 谷 川 昭 ■ 四 J 成 恕 、 泰 ' 1 1 1 木 明 ・ 三 品 正 明 ・ 堀 内
茂 木 ・ 治 鼎 新 恵 仁 ・ 増 出 荷 如 柴 田 迫 子  1 喬 本 恵 ・ ・ ・ 佐 藤 俊 也 ・ 堀 修 一 郎
村 上 栄 野 ・ 河 野 イ 愛 大 ・ 小 向 洋 一 郎 ・ 後 際 和 彦 、  1 9 7 7 年 右 珠 火 ル 1 畷 火 に 伴 う 地
震 活 動 , 1 9 7 7 年 イ i 珠 火 山 畉 火 に よ る 災 害 諦 1 査 , 1 0 - 1 4 , 1 9 7 8
1 ' 再 木 章 雄 ・ 長 谷 川 昭 ・ 海 野 徳 仁 、  1 9 7 8 年 宮 城 県 ・ ^ 中 地 震 直 前 の 地 旋 活 動 の 変
化 , 第 1 7 回 内 然 災 害 利 ・ 学 祀 念 1 倫 文 条 、  5 1 1 - 5 N , 1 9 8 0
木 谷 義 信 ・ 長 谷 川 岬 十  1 1 1 木 明 , 北 海 道 大 学 ・ 東 北 大 学 微 小 地 震 観 洲 網 デ ー
タ の 併 合 処 理 一 1 9 8 2 午 浦 河 沖 地 震 と そ の 余 震 , 1 9 8 2 年 浦 河 沖 地 震 調 査 縦 告
2 1 - 2 7 , 1 9 8 2
長 谷 川 昭 ・  1 . S . s a c k s , 地 震 波 停 什 斤 に 基 ず く 小 都 ア ン デ ス 直 下 の マ ン ト ル 刷
造 , 中 部 ア ン デ ス 火 1 1 卜 帯 の 地 球 化 学 的 調 査 研 究 , 3 7 - 5 2 , 1 9 8 2
田 中 和 夫 ・ 佐 説 口 宛 夫 ・ 長 谷 川 昭 一 海 野 徳 仁 , 下 北 半 島 ・ 1 染 奥 治 地 域 の 得 カ ト
地 震 活 動 , 引 、 前 大 学 邑 ! 1 * 服 告 , 3 0 , 5 6 - 6 4 , 1 9 脇
高 木 章 雄 ・ 長 谷 川  1 拐 , 西 城 忠 、 泰 ・ 山 本 明 ・ 三 品 正 明 一 海 野 1 劇 _ ・ 植 木
貞 人 ・ イ 防 本 忠 一 ・ 佐 藤 俊 也 ・ ガ 乱 修 一 郎 ・ 1 、 ン . 花 憲 而 ] ・ 村 ト . 栄 痔 ・ 河 野 俊 夫
仁 H 1 交 市 ・ 清 水 洋 ・ 松 澤 叫 1  小 原 一 成 ・ 野 坂 正 史 ・ 佐 j 係 裕 ・ 田 中
和 夫 ・ 佐 藤 沈 夫 ・ 小 菅 祀 裕 一 浜 1 1 博 之 ソ N 1 1 順 二 , 木 震 前 後 の 地 尖 活 動 ,
1 9 8 3 年 日 本 海 小 部 地 震 に よ る 災 害 の 総 介 的 研 耐 ' 研 究 . 2 0 - 2 4 , 1 9 8 4
長 谷 川 昭 ・ 小 原 ・ ' 成 ・ 高 木 章 雄 , 活 動 的 な 火 1 _ 1 」 の ド に 広 が る  P 波 及 び S  波
低 述 度 域 , 火 山 休 の 物 N 的 場 の 比 較 研 究 に よ る 畷 火 災 筈 子 i 則 , 1 0 2 - 1 1 0 ,
1 9 8 5
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1 . 長 谷 川 昭 , 1 9 器 年 口 本 海 小 部 地 裟 の 前 兆 n サ 活 動 , 前 兆 固 常 検 出 の 影 ぶ 十 1 杓 于
法 , 紗 話 1 ' 会 如 里 研 究 所 , 8 2 - 8 7 , 1 9 8 7
2 2 . 長 谷 川 昭 , 1 9 8 3 年 Π 本 海 小 部 地 旋 , 地 震 予 灸 洲 冴 究 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 9 8 7 ) ,
7 9 - 8 5 , 1 9 8 7
2 3 . 長 谷 川 昭 , 観 測 セ ン タ ー 、 長 野 県 西 部 合 1 司 地 震 観 測 一 技 術 編 , 2 4 8 - 2 7 9 , 1 9 8 8
2 4 . 1 9 8 6 年 長 野 県 西 部 合 同 地 裟 観 測 班 , 1 9 8 6 年 長 野 県 西 部 合 同 地 震 観 測 の デ ー タ
に つ い て , 地 艦 研 究 所 粂 才 1 1 , 別 、 Ⅲ 1 6 号 ' , 1 - 1 6 0 , 1 9 8 9
25.長谷川昭・堀内茂木・柚木貞人・西澤あずさ・松汗」嘔シ河都行劇三・堀修一郎
河野俊夫・仁田交市・愉本恵一・立花愆司・和泳劉逢柚・松本聡・Π野
亮太・趙大脚レ梅洋・佐腰吉之・大久保正一浜口愽之・高木〒剛唯他,エア
ガン・ランドエアガンを用いた章材潮_1_1周辺址の地殻構造調査.東北地城災霄
科学何fヲt服告,25,75-79,1989
26.植木貞人一浜口1噂と・稲盛隆棟、・堀内茂木・西澤あずさ.屈修一郎'仁田
交一・松本聡・梅泙功・佐雁吉之・長谷川昭・宮町宏樹・西村裕一
前川徳光・針所呼又生・井ヒ純・ N. Dyasbudi・鈴木将之・伊東1明彦・鉦訂際
蜻明・井口正人・高木章雄, F師、shooting法による磐刷川、1の1山役構造探査、
束北地城災害科学何移t級告,26,釘・91,1990
27. Hasegawa, A., N. umlno and A. Takagl, A real・time processing system of Tohoku
University seismic net、vork and recent microearthquake activity The 7th u. S
ー]apan sem血or on Earthquake plediction, U. S. Ge010gica】 survey open・File
Report,90-98,1990
28.長谷川昭・堀内茂木・松洋暢一或羊あずさ・松本恥卜加H惨一郎・河野
俊夫・津村紀子・海野徳蔀二・ H_1本明・趙大鉚}・針所く将之・伊東明彦
野洋康弛、・鈴木貞臣・岡山宗夫・仏藤魂夫・小菅正裕・井、E 純・長谷見
品子・イコ井敬久・小林暫犬・緒ソj康浩,中禅寺湖周辺城における地売財何造探
査実験,東北地域災害科・学研究縦告、 27,103-106,1991
29.熊浦尋臣台・長谷川畷,口木冷W瓜東北苛珀り地殻構造り成1大I GlobalG印Science
Transects (eds. L. cui and Q. NVU),1-18,1991
30.小菅止裕・長谷川昭,火山、ドに分布する低周波微門寸佃尖の発牛1劇韓,内陸
ナ山妥一発牛の場と物リ里一、 22-27,19兜
31.長谷川辨十山本明・堀内於木,島弧火山の深部稱造と内陸地旋,内陸地
旋一発生の場と1勿理一,28-32,1992
訟.松本琥ン長谷川昭、白然地碇の反射S波による地殻不均質櫑造の推元,
内陸地震一発生の場と物理一 63-66,1992
33.由田恵美・イ加蜷丈時・長谷見品・f ・堀修一郎・河野イ麦夫・長谷川昭,庄内
平野東緑における浅屑灰射法による訓査,東北地殿災害科学研究,30,
133-137,1994
34.杠新畢暢・海野徳仁・長谷川昭・本谷覇信・小平秀一・佐腰魂夫・小倉止裕.
俳合処理による千島弧・東北日本弧の微小地震活動"性,1993年釧路沖地廣
による被害d元凋査研究轍告,35-40,1993
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長 谷 川 昭 , 微 小 地 震 , 地 震 予 知 観 洲 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道 ・ 東 北 地 址 , 地 震 予
知 連 絲 会 地 」 或 部 会 縦 告 、  4 , 2 7 - 4 2 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 . プ レ ー ト の 構 造 と 地 裟 活 動 , 地 震 予 知 観 測 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道
東 北 地 域 , 地 震 予 知 迎 絡 会 地 域 部 会 縦 告 , 4 , 1 5 7 - 1 6 8 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 , 三 陸 沖 の 地 震 , 地 震 予 知 観 洌 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道 ・ 東 北 地 城 , 地
震 予 知 連 絡 会 地 域 部 会 報 告 、  4 , 1 6 9 - 1 8 4 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 , 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 害 に 関 す る 詞 枩 研 究 の 概 要 ,
文 部 害 科 学 研 究 に 総 合 A 机 告 冉 旺 9 9 4 年 互 陸 は る か 沖 地 旋 と そ の 被 害 に 関
す る 調 1 〒 l i 牙 究 」 , 1 - 9 , 1 9 9 5
杉 X 翠 暢 ・ 河 ■ イ 恵 十 1 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 田 小 和 夫 ・ 竺 原 稔 , 役 カ ト 地
震 観 測 網 に よ る 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 旋 の 余 旋 活 動 , 文 部 告 科 学 研 究 費 総 合
A 級 告 書 「 1 9 9 4 年 三 陣 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 関 す る 調 杏 研 究 」 , 1 1 - 2 2 ,
1 9 9 5
3 6
3 7
3 8
3 9
4 0
海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ・ 松 澤 暢 , 近 地 S P 波 か ら 求 め た 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖
地 震 の 余 震 の 深 さ 分 布 と 太 平 洋 プ レ ー ト の 形 状 , 文 部 省 科 学 ● 升 究 費 絵 合 A
邦 告 書 「 1 9 9 4 イ 1 ミ ー 1 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 渕 す る 調 査 研 究 」 , 2 3 - 3 8 ,
1 9 9 5
4 1
日 野 亮 太 ・ 伊 膿 忍 、 ・ 長 谷 川 昭 ・ 塩 原 暁 ・ 島 村 英 紀 ・ 金 沢 敏 彦 ・ 笠 原
順 三 ・ 佐 藤 利 典 ・ 是 澤 定 之 ・ 望 月 公 廣 ・ 1 辯 工 脚 上 末 広 潔 ・ 気 象 庁 余 震 観
測 班 , 海 底 地 震 観 測 に よ る 1 9 9 4 年 三 陸 は る か i 中 地 震 の 余 裟 分 布 , 文 部 省 科 学
研 究 費 総 合 A 報 告 当 江 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 旋 と そ の 被 害 に 関 す る 訓 査 研
究 」 , 6 3 - 7 2 , 1 9 9 5
綱 田 知 己 ・ 松 澤 暢 コ 証 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 近 地 広 粥 域 地 震 記 録 を 用 い て
推 定 さ れ た 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 余 震 の モ ー メ ン ト テ ン ソ ル 解 , 文
部 省 科 学 研 究 贅 総 合 A 縦 告 書 「 1 9 9 4 午 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 関 す
る 調 査 研 究 」 , 8 9 - 9 6 , 1 9 鮖
佐 膝 博 樹 ・ 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 の 部 分 溶 融 域 と 地 震 沽 動 、 文 部 省 科 学 研
究 贅 重 点 領 域 研 究 「 マ グ マ の 発 生 と 挙 動 一 地 球 進 化 に お け る 役 霄 畷 平 成 7 年
度 研 究 成 果 報 告 書 , 7 6 - 7 8 , 1 9 9 6
大 久 保 正 ・ 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 観 測 デ ー タ の 併 合 処 理 に よ る 窟 劃 京 再 決 定
一 東 北 大 学 微 小 地 震 観 測 網 お よ び 防 災 科 学 技 術 研 究 所 関 東 ・ 東 海 地 殻 活 動 観
測 網 , 防 災 科 学 技 術 研 究 所 研 究 報 告 , 5 6 , 3 3 - 4 8 , 1 9 9 6
4 2
4 3
4 4
45小原一成・笠原敬司・紅§畢暢・長谷川昭,束北日本弧における待力上地震
併合データベースの構染一東北大学理学部及び防災科学技術研究所の微小地
旋データの併合処理,防災科半才支術研究所研ヲt般告,56,125-161,1996
Chen, T., J. Fan, W. Han, IN: LU, K. Feng, J. zeng, S. HOTiuchi and A. Hasegawa,
InstaⅡation of Realtime Event Detection and Locatlon system m chengdu and
Xichang Telemetering seismic Networks,文部告甲1・今女li汀究艘国際学御而汗究「プ
レート収束、1椒、こおける内陸地旋の発生機構の研究」平成5-7年度研究成栄
報告書,1-10,1996
Fan, J.,'f. chen, W. Han, J. zeng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, A Real・time
Processing system of seismic wave using personal computers,文部省科学而π
究費国際学術研究「プレート」灰束帯における内陸地震の発化機構の研究」
平成 5 -7年度研究成果蛾告沓,11-24,1996.
Chen, T., J. Fan, J. zeng, W Han, S. zheng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, sn・
Wave polarizationsin sichuan Area,文部省科学才i非究質国際学術緋究「プレー
ト収束帯における内陸地震の発生機構の研究」平成5-7年度研究成果机告
丁1ト 33-42,19961二],
Zeng,]., T chen, W Han, J. Fan, S. zheng, S. Matsumoto, S. Horiuchi and A
Hasegawa, Attenuation of coda waves and Qc value Beneath the chengdu
SeismicNetwork,文部省科学研究費国陦y1林而升究「プレート収東帶における
内陸地震の発生機構の研究」平成5-7年度研究成果机告舎,60-72,1996
Zhao, Z., J. Fan, J. zeng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, crusta] structure and
Accurate Hypocenter Determination along Longmenshan Fau]t zone 文割S省利
学研究贅国際学術研究「プレート収束帯における内陸地震の発生機構の研
究」平成 5 -7年度研究成果十R告・1牛,98-127,1996
堀内茂木・長谷川昭, Tayl0工展開による近似を用いないインバージヨンに
よる兵庫県南部地震の旋源域の速度犠造,文部省科学研究"硫急介研究A)
研究成果蝦告霄「平成7年兵庫県南部地震の被害調査に塾づいた実証的分析
による被害の杉途正」,70-75,]996
長谷川昭、・松洋暢.地震の概姜,1994年モ陸はる力*阿也震災害調査帳告,
H本建築学会 139-146,1996
松澤暢・長谷川昭,既往の地震活動,1994年三陸はるか刈辻也震災害調査
机告,Π本建築学会,153-156,1996
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長 谷 川 昭 ・ 松 木 聡 ,  H 光 白 根 火 山 の 深 音 財 蒜 造 , 文 部 省 科 学 研 究 変 重 点 領
域 研 究 「 マ グ マ の 発 生 と 挙 動 一 地 球 進 化 に お け る 役 割 , 4 , 1 8 - 2 4 , 1 9 9 7
海 野 徳 H 三 ・ 堀 内 茂 木 ・ 1 1 _ 1 本 明 ・ 松 洋 暢 ・ 日 野 , 亮 太 ・ 副 中 墹 ン 岡 田
知 己 ・ 橋 本 忠 一 ・ 堀 修 一 郎 一 河 野 イ 麦 夫 ・ イ ニ 田 交 、 市 ・ 小 野 寺 充 ・ 中 村 ' 綾 子
浅 野 陽 一 ・ 仏 新 ケ 覇 美 ・ 古 本 和 生 ・ 中 原 恒 ・ ¥ ・ 川 俊 彦 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅
正 裕 ・ 渡 辺 和 俊 ・ 局 野 , 活 子 ・ 佐 藤 仙 一 ・ 根 本 偏  1 公 岡 英 俊 ・ 長 谷 見 晶 子
佐 々 木 克 憲 ・ 宮 森 ま ゆ み ・ 田 巾 健 也 ・ 三 浦 英 俊 ・ 伊 東 明 彦 ・ 伊 藤 喜 宏 ' ・ 飯 島
健 徳 卜 渡 辺 浩 之 ・ 小 原 一 成 ・ 木 村 尚 紀 ・ 野 口 仰 ・ ・ 行 井 真 ・ 笠 原 敬 司 、
1 9 9 6 午 . 8  打 1 1 艇 秋 田 ・ 宮 城 県 イ J 近 の 」 山 霊 に つ い て , 東 北 地 城 災 害 科 学 研 究 蝦
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